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　それは、筋肉の機き嫌げんがすこぶる良い、春の昼下がりの出来事だった。




「私を犬にしてください」

　と、彼はいきなり訳わけのわからないことを言った。

　相手は、知り合いでもなんでもない。たった今、初めて会ったばかりの見知らぬ青年。




　それなのに、

「私を、また貴方あなたの犬にしてください」

　と、彼は言った。
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　ハンカチを落とした女子高生を呼び止め、「あの、これ落としましたよ」と教えただけなのに、「ひっ」と悲ひ鳴めいをあげて逃げられてしまった。

　走り去る女子高生の後ろ姿を見つめたまま、ハンカチを片手に茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

（……またか）

　また、怖こわがられてしまった。真さな田だ二じ郎ろうはため息をついた。

　原因はわかっている。荒あら々あらしさを醸かもし出す逆さか立だった黒い髪に、手入れしているわけでもないのに細く吊つり上がった眉まゆ。目つきは悪く、おまけに笑うのが苦手で、常に仏ぶつ頂ちよう面づら。

　つまるところ、二郎は顔が怖いのだ。

　顔だけではない。百八十センチをゆうに超こえる長身（まだまだ成長中）に、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのがたいのよさ。威い圧あつ的てきな容姿。第二ボタンまで開けた学ランの上着の間からは、赤いＴシャツが覗のぞいている。生徒指し導どうの教師に叱しかられることもしばしばだが、別に校則違反をして不良を気取りたいわけではない。ボタンは引きちぎれてどこかに落としてしまい、カッターシャツはただ洗せん濯たくが間に合わなかっただけだ。

　こんな容姿のせいか、『暴ぼう走そう族ぞくの元総長』『湘しよう南なんの黒い韋い駄だ天てんという通り名があった』『神奈川県内の高校に三百人の舎しや弟ていがいる』などと、入学早々まったく身に覚えのない噂うわさまで立てられる始末。

　二郎の中身がいくら好こう青せい年ねんであっても、人は見た目で判断されてしまうものである。高身長のため常に人を見下しているように思われる上、顔が厳いかつく柄がらも悪いせいで、二郎は他人（特に女性）に恐れられてばかりだった。当然、好んで寄りつく女子などいない。

　別にモテたいとか、女子に「キャーキャー」言われたいとかいうわけじゃないが、先程のように「ひっ」なんて悲鳴をあげて逃げられたくはない。せめて、普通に接してほしい。

　そんな悩なやめる二郎に好んで寄ってくる者といえば、不良やチンピラの類たぐいくらいである。この見た目のせいで、喧けん嘩かを売られることだけは多かった。




「──おい、テメェ」




　下校中、ちょうど駅えき裏うらにある駐ちゆう輪りん場じようにさしかかったところ、不ふ意いに声をかけられ、二郎は再びため息をついた。

（……またか）

　自分の容姿は人を怖がらせるだけでなく、どうも一部の人間の神経を逆さかなでしやすいらしい。ただ気け怠だるそうに歩いているだけでも、「偉えらそうだ」やら「なめてんのか」やら、いつも難なん癖くせをつけられてしまう。柄の悪い輩やからに絡からまれることは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。どうせ今日もまたいつものように、その手の連中に目をつけられてしまったのだろう。

「無む視しすんなよ、なんとか言えよ！」

（……いや、なんとか言えと言われましても）

　返事に困ってしまう。なにを言っても怒るくせに。

　二郎は声のした方向へ視線を向けた。駐輪場の隅すみ──そこに、いかにも不良という身なりの高校生たちが屯たむろしている。全員が髪の毛を金色や茶色に染め、シャツを出したりズボンを下げたりと制服をだらしなく着こなした集団。そのブレザーの制服には見覚えがあった。近所の男子校の生徒だろう。素そ行こうと頭の悪さで有名な学校だ。

　高校生は全部で五人いて、若い男を囲かこんでいた。取り込み中のようだ。二郎の存在に気付いている者はいなかった。

（……なんだ、俺おれのことじゃなかったのか）

　拍ひよう子し抜ぬけだ。これまでの言葉は、自分ではなく、別の男に向けられたものだった。ただの被ひ害がい妄もう想そうだったようだ。ここ数年、よからぬ輩に絡まれ過ぎているせいか、耳に入ってくる悪あく態たいや罵ば倒とうが、どうも自分に宛あてられているような気がしてならなかった。

　とはいえ、ちょっとした事件に出くわしてしまったことには変わりない。五人が一人を取り囲んでいるのだ。まさか、男六人で『かごめかごめ』をして遊んでいる、というわけではないだろう。駐輪場のその一角には、今もなお、険けん悪あくな空気が漂ただよっている。

「人にぶつかっといて、無視してんじゃねえよ」と、五人の中の一人、金に染めた頭の高校生が言った。

　すると、

「ああ？　んだと、コラァ！」

　不良たちの標ひよう的てきにされているその男が反撃に出た。彼も相手に負けず劣おとらずの口の悪さだった。

「ぶつかってきやがったのは、テメェらの方だろうが、ああァ？　揃そろいも揃って間抜けな面つらさらしやがって」

「な、なんだこいつ、くっそムカつく」

　まさか相手が言い返してくるとは思わなかったのだろう。予想外の反はん抗こうに、五人の高校生は一いつ瞬しゆん、たじろいだ。

「あんたさぁ、たった一人で、俺らに勝てると思ってんの？」

「調子乗りやがって。思い知らせてやろうぜ」

　不良たちが顔を見合わせ、にやついている。

　まずいな、と二郎は思った。そろそろ暴力沙ざ汰たに発展しそうな雰ふん囲い気きだ。五対一の勝負はさすがにフェアじゃない。男が袋ふくろ叩だたきにされる姿が目に浮かぶ。

　警察に通報でもするか、と思い立った、そのときだった。

「──……あ？　なんだ、あいつ」

　不良たちの一人が振り返り、こちらを指差した。

　一部始し終じゆうをずっと眺ながめていた二郎の存在に、五人の少年たちがとうとう気付いてしまったようだ。

「おい、なに見てんだよ」

　彼らの興きよう味みが、目の前の青年から自分へと移うつる。五人の視線が一いつ斉せいに二郎に集まってきた。「どこの学校の奴やつだ」「なんだこいつ、でけぇな」「どっかで見たことあるぞ」などと口々に呟つぶやいている。

　その中の一人が、さっそく二郎に近付いてきた。

「ジロジロ見やがって、何か用？」

「いや、別に用はないっすけど……」

「なんだよ。つーか誰だれだよ、お前」

「真田二郎です」

「普通に自己紹介してんじゃねえよ！」

　怒られてしまった。

　相手の唾つばが顔にかかり、眉をひそめながらも、二郎は彼らをじっくりと観察した。五人とも、自分より小柄だ（というか、だいたいの高校生は二郎より背が低い）。見くびるわけではないが、それほど腕っぷしが強いとも思えなかった。数に頼っているだけで、個々の力はそこまで高くなさそうだ。

「なに睨にらみつけてんだよ」

「……いえ、別に」

　睨みつけてません。本当に。ただ目つきが悪いだけなんです。とはいえ、彼らにそんな言い訳が通用するはずもないので、心の中だけで弁べん解かいする。

　五人の不良たちはいっそう苛いら立だち、肩を怒いからせて二郎ににじり寄ってきた。物が挟はさめそうなほど深い皺しわを眉み間けんに寄せている。

「文もん句くでもあんのか？　あぁ？」

　凄すごんでくる不良たちを見下ろし、二郎は小さくため息をついた。

（……ああ、結局、こうなるわけだ）

　二郎が喧嘩を避さけても、喧嘩が二郎を追いかけてくる。

　だが、仕方ない。諦あきらめはついていた。二郎は好戦的な性た質ちじゃない（むしろ温おん厚こうな方だ）が、かといって平和主義者でもなかった。

　売られた喧嘩は、そこそこ買う。

「まあ、文句ならありますよ」

「あ？」

「五対一で袋叩きとか、くっそダサいと思います」

　二郎の一言に、不良たちの顔にぴくりと青あお筋すじが走る。

「てっ、テメェ！」

「ぶっとばすぞ、コラァ！」

　それでいい──二郎は心の中で頷うなずいた。相手になってやろうじゃないか。

「さて、やるか」

　二郎はすばやく学ランのボタンを外すと、Ｔシャツと一緒に上着を脱ぎ捨てた。

「なっ、お前なんで脱いでんだよッ！」

　いきなり半はん裸らになった二郎に、不良たちは目を丸くして驚おどろいている。

「……あー、俺、脱がないと喧嘩できないんすよ」

　ぐるぐると肩かた関かん節せつを回して広こう背はい筋きんを解ほぐしながら、二郎は答えた。

　──人にはそれぞれ、スタイルというものがある。裸足はだしにならないと歌えない歌手がいるように、服を着ていると戦えない高校生もいるのだ。着衣状態では体の動きが制限されてしまい、思うように筋肉が働かない。だから脱ぐ。上半身裸──これが二郎にとっての、戦闘時のスタイルだった。

　がっちりした肩かた幅はばを強調する三角筋。体の厚あつみを引き立てている、しなやかで張りのあるふた山の大だい胸きよう筋きん。男らしさを示す盛り上がった両腕の上じよう腕わん二に頭とう筋きんに、まるで板チョコのようにでこぼこしている腹ふく直ちよく筋きん。これらすべて、日課の筋トレと、毎日欠かさず飲んでいるプロテイン（グレープフルーツ味）による賜たま物ものだ。

「なんて体してんだ、こいつ……っ！」

　鍛きたえ上げられた二郎の体を前にして、漢おとことしての格かくの違いを見せつけられた不良たちは、揃って目を剝むいていた。

　見事な肉体美を存分に披ひ露ろうした二郎は、相手に向かって真っすぐに腕を伸ばした。それから掌てのひらを上に向け、指先を動かしてみせる。挑ちよう発はつのポーズ。

　──ほら、かかってこいよ。

　極きわめ付けに、二郎は口の端はしを上げた。







　自信があった。

　絶対に勝てる、という自信が。

　相手が誰だろうと。敵が何人いようとも。

　喧嘩は、何な故ぜだか昔から得意だった。今まで一度も負けたことがない。生まれもった能力というものだろうか。類まれな喧嘩のセンス。天てん賦ぷの才能である。

　まず、相手の動きが、いつでもよく見えるのだ。まるでスローモーションのように。たとえば、今、右斜ななめ前にいる金髪の不良少年Ａ。すばやく拳こぶしを振るっているつもりだろうが、二郎にとってみれば、前方にゆっくりと腕を伸ばしているだけに見える。その右腕を摑つかむことは容易たやすかった。

　相手の腕を摑み、捻ひねり上げ、肘ひじで背中に一いち撃げきを食らわす。二郎の上じよう腕わん三さん頭とう筋きんが唸うなりをあげ、不良Ａが地面に蹲うずくまった。

　──はい、次。

　残りの四人に視線を向ける。

　巨きよ漢かんの不良Ｂが、体当たりしようと二郎めがけて突進してくる。闘とう牛ぎゆうのような動きも、二郎には鈍のろ間まな亀かめ程度の速さにしか見えない。体を捻って避よけながら、すれ違いざまに、大だい腿たい四し頭とう筋きんを存分に使って相手の腹部を蹴けり上げた。Ｂの巨体が、コンクリートの上に無ぶ様ざまに転がる。

　二郎の喧嘩の才能は、相手の動きがよく見える、というだけではなかった。戦いになると五感が研とぎ澄すまされるのである。ふと、背中に空気の動きを感じた。中ちゆう殿でん筋きんと小しよう殿でん筋きんを生かしたサイドステップでとっさに避けてみれば、背後から忍び寄っていた長髪の不良Ｃが、二郎に飛びかかろうとしているところだった。バランスを崩くずした相手の顔面に、右腕の筋肉フルコースの一発。二郎の拳が顔にめり込み、不良Ｃは鼻から血を流して倒れた。

　残りの二人、不良ＤとＥはすっかり怯ひるんでしまっていた。戦意を喪そう失しつしているようで、二郎に向かってくる気配はない。

　彼らは倒れた仲間を抱え上げると、「くっそぉ、覚えてろよ……ッ！」と情けない悪役のような台詞せりふを吐はきながら、尻尾しつぽを巻いて逃げ去っていった。

　不良少年Ａ～Ｅの情けない背中を見送りながら、二郎は肩をすくめる。

「……筋肉の足りねえ奴らだな」

　あまりの呆あつ気けなさに、つい呟いてしまった。口ほどにもないとはこのことだ。暇ひまつぶしにもならなかった。

　それにしても今日も俺の筋肉は良好だな、と満足げに頷く。

　喧やかましい不良たちが消えたことで、辺りにようやく静けさが戻った。その場に残されたのは二郎と、最初に絡まれていた若者の二人だけ。

　その男は地面に尻をついて座り込み、俯うつむいていた。様子が変だ。先程までの威勢の良さはどこへいったのか、なぜかプルプルと小刻みに震ふるえている。まるで毛を刈かり取られた小型犬のようである。

「おい、あんた、大丈夫？」

　二郎は首を傾かしげ、声をかけてみた。

　しゃがみ込み、相手の顔を覗き込もうとした、次の瞬間──




「──流石さすがでございます！」




　がばっと勢いよく顔を上げ、彼は二郎の手を握った。握り潰つぶされるかと思うほどの、凄すさまじい力だ。

（なっ、なんだこいつは……指の筋肉、特に浅せん指し屈くつ筋きんと深しん指し屈くつ筋きん、母ぼ指し対たい立りつ筋きんの鍛え方が半はん端ぱじゃない……っ！）

　呆気にとられている二郎に、男が顔を近付けてくる。
















　愛あい嬌きようのある顔立ちだ。黒目がちな瞳ひとみに、分厚い唇くちびる。髪はあちこちが外にはねた癖くせ毛げで、灰色に染そめられている。元からなのか日焼けしたのかはわからないが、肌は浅黒かった。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。背丈は二郎より頭一つ分低いが、歳は同じくらいに見える。

「ああ、ようやくお会いできました……」

　男は目を潤うるませていた。なぜか感かん激げきしている。先程とは人が変わったように言葉遣いは丁てい寧ねいで、従順な態度を示していた。不良高校生相手に暴言を吐いていたとは思えない。

「……ちょっと、顔近いんだけど」

　二郎は相手の体を軽く突き飛ばし、距きよ離りをとった。それでも相手は気に留とめる様子もなく、嬉うれしそうな表情のままで言う。

「いやはや、そのお力、まったくお変わりない！」

　──お変わりない？

　まるで、昔からの知り合いのような口ぶりだ。

　どういうことなのか、二郎にはさっぱりだった。嚙かみ合わない会話に、だんだんと気味の悪さがせり上がってくる。

　すると、彼は地面に片かた膝ひざをつけ、頭を深く下げた。

「貴方あなた様こそ、かの二じ郎ろう神しん！　ずっとお捜ししておりました！」

「……えっ？」

　──ジロウシン？　捜してた？

　意味がわからない。二郎は顔をしかめた。

　彼の言う通り、前にどこかで会ったことがあるのか？　まったく身に覚えがないけれど。

　疑問は尽きない。そもそも、この男の言う【ジロウシン】とは何のことだろうか？　たしかに微妙に名前が似てはいるが、自分は『真田二郎』であって、『ジロウシン』などと呼ばれたことは、一度もない。

　つまり、これはおそらく、人違いだろう。そうに決まっている。二郎は合が点てんした。

「あのさ、何のことか知らないけど、たぶん人違い──」

「私を犬にしてください！」

「………………は？」

　ぽかんと口を開けたまま、二郎は硬直した。相手の発言があまりに突とつ飛ぴすぎて、一度では頭に入ってこなかった。

「……今、なんて言った？」

　訊きき返すと、

「ですからっ！」

　彼は満まん面めんの笑みで言い直した。

「私を、昔のように、また貴方の犬にしてください！」

「…………」

　反応に困る。黙り込むしかなかった。

　これまで二郎は、自分に絡んでくる多くの不良たちを返り討ちにしてきた。中には物もの好ずきな奴もいて、二郎の強さに惚ほれ込み、「仲間になりたい」やら「舎弟にしてくれ」やら言い出す輩までいた。

　しかしながら、「犬にしてくれ」と言われたのは、生まれて初めてだ。

　そもそも「犬にする」って、どういうことなんだ？　……意味がわからない。パシリにしろ、ということか。それとも文字通り、首輪をつけて散さん歩ぽしろとでも言うのだろうか。どちらにしろ、この男、非常に面倒くさそうである。関かかわらない方がいいだろう。

「俺、そういうの、募ぼ集しゆうしてないんで。それじゃ──」

　きっぱりと断り、男に背を向けたところ、

「二郎様、お待ちくだされっ！」

　突然、背後から抱き着かれた。

「わっ！」

　腰の辺りに腕を巻きつけられ、身動きがとれなくなる。

　次の瞬間、バチッ、と弾はじけるような音がした。

「──いっ」

　男の体が触れている部分に、不ふ思し議ぎな痛みが走る。

　静せい電でん気きにしては、威い力りよくが大きすぎる。なにか電流のようなものが、自分の体の中に流れ込み、全身を駆かけ巡めぐっていく。そんな感触だった。スタンガンでも押し付けられたかと思った。

　二郎は慌あわてて相手の体を突き飛ばした。その顔を見み遣やり、さらに驚く。

「え──」

　男の姿が、変わっていた。頭に犬の耳のようなものが付いている。口からは立りつ派ぱな犬けん歯しが覗いていて、目は黄色に変色し、人間と呼べるものではなかった。

（何なんだ、こいつは──）

　──まるで、化け物じゃないか。

「なんだよ、お前……何なんだよ……」

　ゆっくりと後あと退ずさりながら、男から距離をとる。

「二郎様、お待ちください！　私の話をお聞きください！」

「うわっ、こっち来んなっ！」

　二郎は無意識のうちに走り出していた。得体の知れない男を無視して駐輪場を飛び出すと、そのまま路ろ地じを全速力で駆け抜けた。




　右に曲がり、細い路地に入った。ここがどこだかわからない。それでも、走り続けた。懸けん命めいに脚あしの筋肉を働かせ続けた。あの男から逃げるために。

　さらに加速し、何度も角を曲がる。あの犬男が付いてこられないように。右う折せつ、左さ折せつ、右折。複雑なルートでどんどん進んでいく。最後に路地裏から、広い道へ躍おどり出た。

　ふと足を止め、一度、周囲を確認する。道端に赤い提ラン灯タンが並んでいた。異い国こく情じよう緒ちよ溢あふれる景け色しきが広がっている。

　──横よこ浜はま中ちゆう華か街がいだ。

　ということは、いつの間にか駅二つ分の距離を走ってきたようだ。

「ねえ、そこのお兄さん、肉まんいらない？」

　肉まん屋の男が声をかけてきた。

　その顔を見て、二郎はぎょっとする。

「え……っ」

　男の額ひたいには、角つののようなものが生はえていた。笑みを浮かべる口元には二つの牙きばが覗いている。まるで鬼だ。今にも人に喰くらいつきそうである。

　おかしいのは彼だけではなかった。その隣となりの店の女は、目が四つもある。これまた妖よう異いな姿だ。

　よくよく見れば、皆、どこかがおかしい。普通の人間じゃない。中華街の店員も、通行人も、どこかが奇き妙みような者ばかりだ。

（何なんだ、この街は──）

　化け物だらけじゃないか。

　どういうことなんだ、と二郎は目を剝いた。

（いや、変なのは、俺の方なのか……？）

　自分の目が、頭が、おかしくなってしまったのだろうか。

　とにかく、こんな場所にいてはいけない。一刻も早くこの街から出なければ、と二郎は青ざめた顔で再び走り出した。

　勢いきおいよく通りに飛び出した、そのときだった。

　突如、鼓こ膜まくを裂さくようなけたたましい音が聞こえた。

　──車のクラクションだ。

　はっとして、音の方向を振り返る。目の前に大きなトラックが迫っていた。まずい、と思ったときには、もう遅かった。

　二郎は強く目をつぶった。

　全身に、衝しよう撃げきを浴びる。

　そのまま弾き飛ばされ、体が宙ちゆうを舞う。ゆっくりと、スローモーションのように。

　コンクリートの地面に全身が叩きつけられる。背中から頭、それから手足へと衝撃が伝わり、体が波打つ。自慢の筋肉が、振動する。

　次いで、赤い液えき体たいが顔を伝つたった。

　──血だ。

　頭から、血が流れている。

　ああ、と二郎は嘆なげいた。

（……ああ、死んだな、俺）
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「───……ん」

　ゆっくりと目を開けると、見み覚おぼえのない景色が視界に飛び込んできた。

　どこかの部屋のようである。そこまで広くはない。物置小屋だろうか。辺り一帯に様々な家か具ぐや調ちよう度ど品ひんが所ところ狭せましと並ならんでいた。皿や茶碗、壺つぼ、気味の悪い人形。天てん井じようからは丸くて赤い提ラン灯タンがいくつかぶら下がっており、どことなく中国風の雰ふん囲い気きが漂う一室だった。

　そんな部屋の一角にある、赤と黒の長なが椅い子すの上に、二郎は横たわっていた。

　ゆっくりと上体を起こし、ふと視線を上げると、鬼のような形ぎよう相そうをした怪物と目が合った。ぎょっとしたが、よく見ればただの彫刻だった。びっくりした。ほっと息を吐いてから、掠かすれた声で呟く。

「どこだ、ここは……？」

　天国には見えない。……もしかして、地じ獄ごくか？

　二郎は首を傾げた。死後の世界にしては、ずいぶんと俗ぞくっぽい部屋だが。

「──気が付いたアルか？」

　きょろきょろと周囲を見渡している二郎に、誰かが声をかけてきた。少し高めの、若い男の声だった。片かた言ことで、外国の訛なまりがある。

　声のした方に視線を向ければ、そこに男がいた。白地に銀の刺し繡しゆうが施ほどこされ、両側にスリットの入った中国服を着ていた。服の袖そで口ぐちは黒く、広がっている。下は、だぼついた黒いズボン。濃のう紺こんの長い髪を高い位置でひとつに結んでいる。見たところ日本人ではなさそうだが、いったい何者なのだろうか、この男。二郎はじっと彼を見つめた。

　部屋の中央には、赤く丸いテーブルがあり、四つの椅子がそれを囲んでいる。男はその一つに腰かけ、小さな杯はいに口をつけていた。卓上には中国式の茶ちや器きが並んでいる。

　この部屋にいるのは、どうやら彼と二郎の二人だけのようだ。

「ここは【桃とう源げん郷きよう】ネ」

　先刻の二郎の独り言に、男が答えた。

「……と、とうげんきょう？」

「桃ももの源みなもとの郷さとと書いて、桃源郷。俗ぞく世せを離れた別世界、という意味アル」

　──俗世を離れた、別世界。

　ということは、やっぱり自分は死んだのか。

「それって……天国みたいなとこ？」

　二郎が訊くと、男は目を丸くした。

「天国？　キミ、ナニ言ってるネ？　ここは横よこ浜はま市し中なか区く山やま下した町ちよう。中華街アルヨ」

「えっ？」

　今度は二郎が目を丸めた。

「中華街って……あの、横浜中華街？」

　といえば、さっき事故に遭あった場所じゃないか。

「【桃源郷】ってのは、店の名前アル。この店、ワタシの骨こつ董とう屋やネ」

「骨董屋……」

　二郎は再度、辺りを見渡した。

　つまりは、ここにある怪しげな銅像や調度品の数々も、すべて売り物だというわけか。

「自己紹介がまだだったネ。ワタシの名前、焰賢利ヤンシエンリーいうネ」

　口調はちょっと怪しげだが、シェンリーは美しい男だった。肌は白く、目鼻立ちは整っている。切れ長の瞳に、微かすかに赤く色づいた薄い唇。中性的で、どこか妖よう艶えんな雰囲気を持ち合わせた優やさ男おとこだ。

「宜よろしくアル。キミの名前は？」

「真田二郎、ですけど……」

　互いに自己紹介を済ませてからは、しばらくシェンリーの話が続いた。

「[image: ]呀アイヤー、驚いたヨー。キミ、車に轢ひかれそうになってたネ。ワタシたまたま通りかかったから、助かったネ」

　彼曰いわく、あの事故現場には、品物の配達の帰りにたまたま通りかかったのだという。トラックはそのまま逃走したようだ。彼は倒れている二郎を医者のところまで運び、診みてもらったらしい。幸い、二郎の傷は思った以上に軽いものだったのだろう。その後、彼の店である骨董屋【桃源郷】に二郎を連れ帰り、寝かせていたそうだ。

　ようやく事情が摑めてきた。

「……つまりここは、中華街にある店ってことか？　地獄でも天国でもなくて」

「その通りアル」

「ということは、俺は生きてるのか！」

　昔から体は丈じよう夫ぶだったが、まさかトラックの衝撃を受けてもこうして無事でいられるなんて。きっと、筋肉のおかげだ。鍛え上げられた全身の筋肉が、クッション材のように衝撃を吸収してくれたのだろう。よかった。本当によかった。ありがとう、みんな。

　筋肉に感謝しながら、二郎は拳をぐっと握った。まるで「どういたしまして」と答えるかのように、前腕筋たちがムキッと盛り上がる。

　そのとき、ふと二郎は気付いた。右手の甲こうに、なにかが貼はられている。それは、十センチほどの細長い紙だった。漢字に似た文字が書かれている。

「なんだ、これ」と首を傾げ、その紙を剝はごうとしたところ、

「待つアル！」

　突然、シェンリーが叫んだ。

　鋭い声に驚き、二郎はぴたりと動きを止める。

「な、なんすか」

「それ、剝がしちゃ駄だ目めアル」

「えっ、なんで」

「その呪じゆ符ふを外すと、キミ、死んじゃうネ」

「…………はっ？」

　──ちょっと待て、今なんつった？

　聞き間違えだろうか。二郎は眉間に皺しわを寄せた。

「……え？　ちょ、いや、死ぬって？　え？」

「アイヤー、実はネ」

　シェンリーが暢のん気きな口調で続ける。




「キミ、あの事故で、死んじゃったネ」




「…………」

　彼のとんでもない発言に、摑んだばかりの事情が、するりと掌から逃げていった。

　返す言葉が見つからず、二郎はしばらくの間、ぽかんと口を開けたままでいた。間抜けな顔で目の前にいるシェンリーを見つめる。

　シェンリーは「だからどうした」と言わんばかりのすました表情を浮かべていた。

「……死んだ？　……俺が、死んだって？」

「そう。キミ、死んでるネ」

　シェンリーはあっさりと頷いた。

「で、でも……あんた、さっき、医者に診てもらったって」

「診てもらったけど、医学の力じゃあ、どうにもならなかったアル」

　人の死を語っているとは思えない、軽々しい口調だった。

（……そうか、このシェンリーとかいう奴、ふざけてるんだな）

　きっと、自分をからかっているのだろう。人が慌てふためく様子を見て面白がっているのだ。二郎はそう思い至った。というか、そう思い込みたかった。自分が死んだなんて、信じたくない。笑えない冗談だ。

「いやいや、なに言ってんの。俺、生きてるじゃないっすか。ほら、体も動くし」

　二郎は両手を持ち上げてみせた。この通り、上腕筋も異常なく動く。どこにも違和感はない。少し体が気怠いだけで、事故の傷が痛いたむこともなかった。

「まあ、黙ってワタシの話聞くネ」

　シェンリーは二郎を制し、説明をはじめた。

「ワタシの本業、道どう士しネ。いろんな術じゆつ使えるアル。そこでワタシ、死んだキミを、僵屍キヨンシーとして復活させたアル。その呪符は、キミの命の代わりネ」

「は？　えっ、キョンシー？」

　話がおかしな方向に進みはじめている。さすがに黙って聞いていられなくなり、二郎は口をはさんだ。

「ちょ、ちょっと待って。キョンシーって、あれだろ？　顔に札貼って、両腕を突き出して、ぴょんぴょん飛び跳ねてる……」

　前に、中国のＢ級ホラー映画で見かけたことがあった。ゾンビにも似た妖よう怪かいの類だ。

「いやいや、ありえないでしょ！　キョンシー？　死んだ？　いやいやいや！」

　もう、何が何だか、わからない。

「そもそも、キョンシーなんて化け物、この世に存在するわけが──」

　ないじゃないか、と続けようとしたところで、ふと思い出す。あの、中華街の人間たちの妖異な姿。彼らは紛まぎれもなく、化け物だった。

「存在するアルヨ。僵屍キヨンシーに限らず、この世に妖怪はたくさん存在するネ」

「そ、そんな……」

　そうはっきりと断言されてしまえば、二郎も押し黙だまるしかなかった。

「実はウチの店、そういう類の相談もやってるアル」

　と言って、シェンリーが壁を指差す。入り口付近の壁に黄きばんだ紙が貼られていた。古いポスターだ。『奇き異い怪かい異い相そう談だん、妖怪退治承うけたまわります。鬼グイ・妖ヨウ・神シンのことなら【桃源郷】まで』と書かれている。

「ワタシ、中国の山奥にある寺院で、三十年も修行積んだネ」

「……あんたいったい何歳いくつなんすか」

　見たところ、二十代前半くらいだと思っていたのに。三十年も修行をしたということは、最低でも三十代後半、いや四十代かもしれないというのか。信じられない。

「修行のおかげで、ワタシいろんな術覚えたアル。死体を生き返らせることくらい、わけないネ」

　普通に考えれば、死んだ人間を生き返らせるなんて、絶対に不可能だ。

　けれど、シェンリーは胸を張って豪ごう語ごする。いたって真ま面じ目めな表情で。噓うそを吐ついているようには見えない。

「その呪符、キミの体から離れる。即、術解ける。キミ、死体戻る。だから、呪符剝がしちゃ駄目ネ」

「いやいやいや……」

　当然、信じられなかった。彼の話は胡う散さんくさいどころじゃない。

　この呪符を剝がすと死ぬ──そんなこと、ありえない。

　ありえるはずがないというのに、なぜか、心の中がもやもやする。馬鹿馬鹿しいことを恥ずかしげもなく語る彼の話しぶりには、妙な説得力があった。

「とりあえず、これでも飲んで落ち着くアル。体に良いお茶ネ」

　シェンリーが椅子から立ち上がった。小ぶりの杯に注いだ茶を、二郎に差し出す。

　彼の提案にひとつ頷き、二郎はそれを受け取った。

（そうだ……落ち着け、俺）

　自分に言い聞かせながら、杯を呷あおり、茶を一気に飲んだ。漢かん方ぽう薬やくのような渋しぶ味みと苦味が口の中にじわりと広がる。

　シェンリーの言う通り、お茶のおかげで、心なしか気持ちが落ち着いてきたような気がする。心臓の鼓こ動どうも、だんだんとゆっくり、穏やかになってきた。

　改めて、二郎は口を開いた。

「──それで、さっきの話ですけど……冗談っすよね、さすがに。俺が死んだとか、キョンシーになったとか」

「信じられないのも、無理ないアル」

　シェンリーは肩をすくめた。次いで、にやにやと笑いながら、二郎に近付いてくる。

「言葉で説得するより、証明してみせた方が早いネ。試しに、その呪符を剝がしてみるヨロシ」

「えっ？　ちょっと──っ！」

　シェンリーの腕が、いきなり二郎に伸びてきた。そして彼は呪符の端を摘つまむと、そのまま勢いよく剝ぎ取ってしまった。

「うわっ、なにすんだよっ！」

　シェンリーの暴ぼう挙きよに、二郎は仰ぎよう天てんする。
















　呪符を剝がすと二郎は死ぬ、と彼は言っていた。当然ながら、そんなことを信じられるわけがない。

　けれど、一いち抹まつの不安が頭を過よぎる。

　──もし、万が一、それが事実だったとしたら？

　そのときは、自分は死ぬ。取り返しのつかないことになってしまう。なのに、シェンリーは何のためらいもなく、二郎の呪符を剝がしたのだ。

　信じられない。さっきから信じられないことばかりだ。

「なんてことを──」

　茫ぼう然ぜんとしたまま口を開いたが、二郎はそれ以上、言葉を紡つむぐことができなかった。

　その直後、急に頭がふらついた。ゆっくりと体が後ろに倒れていく。ぐらぐらと視界が揺れ、周囲の景色があやふやになった。目に見えるものすべてが、ぐにゃりと不思議な形に曲がっているように見えた。

　心臓の鼓動が、次し第だいにか弱くなっていく。体に力が入らない。筋肉が動かせない。

　遠くで、なにかが割れる音がした。二郎が持っていた杯だ。掌から転がり落ち、床に叩きつけられたのだろう。

　二郎の意識はそこで、ぷつんと途と切ぎれた。
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「…………ん、」

　再び目を覚ますと、先刻と同じ光景が視界に映った。骨董屋【桃源郷】の一角。傍そばにはシェンリーが立っていて、二郎の顔を覗き込んでいる。

「やっと起きたネ」

　二郎の体は、また長椅子の上に横たわっていた。先程と同じように、右手の甲には細長い紙が貼りつけられている。例の呪符だ。

「ネ？　呪符、体から離れる。即、術解ける。キミ、死体戻る。本当だったデショ？」

　たしかに、シェンリーの言う通りだ。本当だった。呪符を剝がした途端に二郎の意識は朦もう朧ろうとなり、気を失ってしまった。

　つまり、死んだのだ。

　今は呪符を貼っているので、こうして意識を保たもっていられる、というわけか。

「まさか、そんな……」

　ショックのあまり、言葉が見つからない。自分が一度死んでしまったなんて。本当にキョンシーになってしまったなんて。信じたくなかった。

　だが、こうして実じつ演えんし、証明されてしまったのだ。認めないわけにはいかなかった。

「俺、やっぱり死んだのか……」

　とはいえ、その実感はまったくない。五感は、何一つ欠けていない。鼓動も聞こえる。心臓も動いている。体も熱を持っている。筋肉も良好。自分が死体になったとは、とてもじゃないが思えなかった。シェンリーの術のおかげと言われたら、それまでだが。

　がっくりと落ち込む二郎の肩を、励はげますようにシェンリーが叩く。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ！」

「なにが無モー問マン題タイですか、問題だらけじゃないすか……」

「この呪符さえあれば、キミ、生きてるも同然ネ！」

　むかつくほど軽い調子で、彼は続けた。

「人生は朝あさ露つゆの如ごとし──皆、人の一生は儚はかなく短いと嘆くネ。この呪符のおかげで、キミはこれからずっと生きられるアル。キミ、幸せ者ネ」

「えー……」

　そういう問題じゃないのだが。

「……キョンシーって、やっぱり人とは違うんすよね？」

「安心するネ。ほとんど人間と同じ生活ができるアル」

「でも、死んだ体なんでしょ？　筋力もどんどん弱っていくんじゃ……」

「そんなことないアル。鍛えたらムキムキになれるアル」

　幸せかどうかはさて置き、運はよかったのかもしれない。事故に遭い、死を免まぬかれない状況の中、たまたま「死人を生き返らせる力を持つ」道士がその場に居合わせ、延命の措そ置ちを施してくれたのだから。キョンシーとかいう、わけのわからない妖怪にされたのは心外だが、動けるだけマシだ。この際、贅ぜい沢たくは言えまい。筋肉が無事ならそれでいい。

「但ただし」

　シェンリーが人差し指を立て、付け加えた。

「僵屍キヨンシーには、メンテナンスが必要ネ。この呪符、一週間で効果切れるアル。だから、一週間ごとに新しい呪符と交換しなきゃ駄目ネ」

「一週間ごと、ですか……」

　なかなか面倒くさい。死人も楽じゃないな、と二郎は少しうんざりした。

「これ、本当は一枚一万円する呪符だけど、今なら半額の五千円で売ってあげるネ」と、シェンリーは通販番組のＭＣのようなテンションで言った。

「五千円……」

　だけど、それでも高い。

「あの……もう少し、安くしてもらえませんか？　俺、学生だし、あんま金なくて」

　今、財さい布ふの中には三千円しか入っていない。

　正直にそう告げると、シェンリーはやれやれと肩をすくめてみせた。

「金ないアル？　仕方ないネ。三千円にまけとくヨ。学割ネ」

「すんません、助かります」

　財布の中の札を抜き取り、シェンリーに手渡す。

「毎度ありネ」と、シェンリーは広く開いた袖口に、金をしまい込んだ。
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「また一週間後、待ってるネー」と店先で手を振るシェンリーに背を向け、二郎は【桃源郷】を後にした。途端に、どっと疲れが押し寄せてきた。キョンシーでも疲労は感じるのか。意外だ。とにかく、早く家に帰りたかった。帰って風呂入って寝たい。

　公園までの道を歩きながら、二郎は一日の出来事を思い返していた。

　いろんなことがあり過ぎて、心も体も草臥くたびれている。喧嘩に巻き込まれるわ、犬男に絡まれるわ、異様な人間たちを見るわ、事故には遭うわ、おまけに死ぬわ。災難続きだ。

「今日は厄やく日びだな……」

　肩を落とし、独ひとり言ごちる。

「……ま、仕方ないか」

　過ぎたことを、いつまでもくよくよと考えるのは性しように合わない。あんな事故に巻き込まれても、こうして自分の足で歩いていられるのだ。贅沢を言うのはやめよう。

　それより、これからのことに目を向けなければ。

　そう、問題は金だ。

　呪符は一枚三千円で、効果は一週間。つまり維い持じ費ひは月一万二千円。これはかなり痛い出費だ。命と比べたら安いものかもしれないが、高校生の二郎が簡単に払える額がくじゃない。

　──どうやって工く面めんしようか？

　二郎の小遣いは、月五千円。両親に頼んだって、これ以上はもらえないだろう。

　だからといって、一連の事情を親に説明したところで、信じてもらえるはずもない。自分だって未いまだに信じられないというのに。交通事故で死んでキョンシーになった。生命を維持し続けるためには呪符の力が必要で、月一万二千円かかる。だから金ちょうだい──そんなことを親に話せば、「馬鹿じゃないの」と一いつ蹴しゆうされるのがオチだ。

「……バイトでも始めっかな」

　結局、それが最善の策だという結論に至いたった。こうなったら働はたらいて稼かせぐしかない。帰りにコンビニに立ち寄って、求人情報誌でももらってこよう。

　しばらく歩いていると、潮しおの匂いが鼻を掠かすめた。公園があり、その先には海が広がっている。日が暮れはじめてオレンジ色に染まった海の上には、大きな船が浮かんでいた。

　──そのとき、突然、風が吹き荒れた。

　海に面しているため、この辺りは風が強い。浜風に吹かれ、二郎の手の甲に貼られた呪符がパタパタとはためいた。あっ、と思ったときには、もう遅かった。呪符は大きくあおられ、そのまま飛ばされていく。

　夕焼けの空に、一枚の紙がひらひらと舞い上がる。

「ああぁーっ！」

　二郎は悲鳴をあげた。

　ヤバイ。まずい。呪符が体から剝がれてしまった。このままだと死んでしまう。

　二郎は慌てて紙切れを追いかけた。ベンチに座っていちゃついていたカップルが、死にもの狂ぐるいで走る二郎にぎょっとしている。

　しばらくして風が止やんだ。呪符は数メートル先で、ひらりと芝しば生ふの上に落ちた。

　急いで手を伸ばし、それを拾う。

「よかった……」

　なんとか呪符を確保できた。ほっと胸を撫なで下ろす。

　──と同時に、ひとつの疑問が浮かんだ。




「……なんで俺、死んでないんだ？」




　おかしい。なにかが引っかかる。

　二郎は首を傾げ、その場で考え込んだ。

　先程あの店では、体から呪符が離れてすぐに、二郎は気を失った。だが、今は違う。呪符が風に飛ばされてから数十秒の間、二郎は自由に動き回っていた。なかなか死ななかった。めまいもしなかった。今もこうして、無事だ。

　話が違う。呪符が剝がれたって、死なないじゃないか。

　──……本当に俺は、キョンシーになったのか？

　とにかく、シェンリーに話を聞かなければ。それ以外に確かめる術すべはない。

　もう一度、あの店に戻ろう。

　捕まえた呪符を学ランのポケットの中にねじ込むと、二郎はすぐに踵きびすを返した。駆け足で来た道を戻る。

　しばらくすると、【桃源郷】の看板が見えてきた。戸は開いている。中から話し声が聞こえてきたので、二郎は店の前で足を止めた。

　じっと耳をすまし、会話を盗み聞きする。

「──この呪符、妖怪からキミの身を守ってくれるネ」

　シェンリーの声がする。どうやら接客中のようだ。

「これを直接肌に貼り付けておけば、妖怪の目に入らなくなる優すぐれものアル。本当は一枚一万円する呪符だけど、半額の五千円で売ってあげるヨ」

　客はすぐに代金を払い、店を出た。中年の男だった。

　すれ違いざま、男の体と二郎の三角肩筋がぶつかった。

　男はなにか白いものを手に握っていた。二郎とぶつかった拍子に、それが彼の掌から離れた。白い紙だ。

「あ、落としましたよ」

　ひらりと地面に舞い落ちた紙切れを、二郎は拾い上げた。相手に手渡そうとして、はっと気付く。

「これって、まさか……」

　その紙は、呪符だった。しかも、二郎がシェンリーにもらったものと、まったく同じものだ。大きさも、書いてある文字も、すべて一緒である。

　おかしい。シェンリーは今、これは『妖怪から身を守る』呪符だ、と言っていた。二郎に言ったこととまったく違う。

　──この呪符は、キョンシー用じゃなかったのか？

「シェンリーさん！」

　呪符を男に返してから、二郎は店に飛び込んだ。

「おや。キミ、また来たアルか。どうしたネ、そんなに慌てて」

「どういうことなんですか！　俺、生きてるんすけど、呪符剝がれたのに！」

「……」

　シェンリーは黙り込み、ただ暢気に茶を飲んでいる。二郎は話を続けた。

「それに、今の客、俺と同じ呪符買ってましたよね？　妖怪から身を守る呪符だ、って」

「……」

　それでも彼は答えない。二郎はさらに問い詰める。

「どういうことか、説明してくださいよ！」

　すると、黙っていたシェンリーが、ようやく口を開いた。

　しばらくして、




「………………バレたか」




　小さく呟き、彼はへらっと笑った。

「……は？」

　──バレたか？

　相手の口から飛び出した言葉に、二郎は耳を疑うたがった。

「あーあ、もう少し搾しぼり取れると思ったのになー。一枚三千円で、月一万二千円の臨時収入。結構おいしい案件だったけど、バレちゃあしょうがないね」

　先程までとは別人のような喋しやべり方だ。

「あ、あんたっ、その口調──」

「んー？　ああ、あれが素すだと思った？　んなワケないじゃーん。今時、あんなベッタベタな片言喋る奴いないって。ただの演出だよ。ああいう胡散くさい方が、逆にそれっぽく見えるでしょ？」

「やっぱり騙だましてたのかっ！」

「いやー、キミがあまりに簡単に騙されるから、面白くなってきちゃって、つい」

　シェンリーは悪びれる様子もなく、涼すずしい顔で頷く。

「お気付きの通り、キミが死んだってのは噓。僵屍キヨンシーになったっていうのもね。キミが轢かれそうになってたから、ボクがとっさに助けてあげたんだ。車の前に躍り出て、キミを突き飛ばした。キミは車に撥ねられたんだと勘違いしてたみたいだけど、キミにぶつかったのは車じゃなくてボクの体」

「でも、俺、頭から血が──」

「キミが転がった場所が、ちょうど改装中のお店の前だったんだ。ほら、土地柄、この辺りって赤色が多いでしょ？　壁を塗り直している最さい中ちゆうで、キミは赤いペンキに頭を突っ込んでしまってね。それを血だと勘違いして、キミはそのショックで気を失った。しょうがないからボクの店で寝かせてあげてたの。ただそれだけ。たしかにボクは道士だけど、そもそも人間を生き返らせるほどの術力はもってない。せいぜいこうやって妖怪除よけの呪符を作るくらいだ」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　ふと、思い出す。あのとき、たしかに自分は死んだはずだ。証明されたじゃないか。

「じゃあ、呪符を剝がしたときに、俺が気を失ったのは──？」

「キミが飲んだお茶に、ちょっとした細さい工くをさせてもらった」

　そう言ってシェンリーは、袖口から何かを取り出した。長さ十センチ弱の植物の根ねだ。

「これは【茉莉花モウリーフア】、我々の世界に古くから伝わる毒どく草そうさ」

　次いで、彼は本棚から一冊の本を引き抜いた。古く、分厚い書物で、表紙には『閲えつ微び草そう堂どう筆ひつ記き』とある。

「この本にも記述が残ってる。【茉莉花モウリーフア】には、根をすりおろして飲めば仮か死しするという言い伝えがあるんだ。根の長さ一いつ寸すんを飲むと一日だけ。六、七寸飲むと数日間だけ仮死状態になる。それ以上飲むと本当に死んでしまう。身分証を呈てい示じしないと購入できない劇げき薬やくだ」

　シェンリーは事の仕し掛かけを得意げに語った。

「この薬を、ほんの少しだけキミのお茶に混ぜた。キミがそれを飲み干し、薬が体に回ったところで、タイミングよく呪符を剝いだんだ。あたかも、呪符がなければ死んでしまうと見せかけるためにね。ボクの策にキミはまんまと騙された。本当に死んで僵屍キヨンシーになったって、思い込んでしまったわけ」

「……ちょっと待て」

　それって、つまり──

「あんた、俺に毒を飲ませたのか!?」

「ちゃんと用法・用量は守ったもーん」

「毒に用法も用量もあるか！」

　噓を吐いて、しかも毒まで飲ませて、自分から呪符代を騙し取ったというのか。

　開いた口が塞ふさがらない。怒りが沸ふつ々ふつと湧わき上がる。

「この、ペテン野郎っ！」

　全身の筋力を総動員して、二郎はシェンリーに摑みかかった。強い力で襟元を握り、相手の頭を前後に揺さぶる。

「返せよ、俺の金！」

「何のことかわからないアル～」

「なにとぼけてんだよ！　三千円渡しただろうが！　返せ！」

「フハハ、騙される方が悪い」

「なっ」

　──なんてやつだ。

　温厚な二郎も、さすがに我慢の限界だった。

「ふっっざけんなあああぁ──っ！」

　怒鳴り声が、店の中に響き渡る。

　一発殴なぐってやろうと、二郎が腕を振り上げた、そのときだった。

　二郎の右手に、なにかが触れた。

　──その直後、がたっ、という音がした。

　シェンリーに殴りかかった拍子に、棚たなの上に置かれていた壺に二郎の手が当たったようだ。壺はバランスを崩し、床へと落下していく。

　次の瞬間、ガシャンと大きな音を立てて、壺は粉々に砕くだけてしまった。

「ああぁーっ！」

　床に散らばる陶器の残ざん骸がいに、シェンリーは悲鳴をあげ、頭を抱えた。

「な、なんてことを……この壺、三百万円もする高価な品だったのに！」

「えっ？」

　シェンリーの口から飛び出した金額に、二郎は目を見開いた。

「三百万!?　こんなガラクタがぁ!?」

「ガラクタに見えても立派なお宝なんだよ。骨董とはそういうものさ。この壺は、はるか昔、秦しんの始し皇こう帝ていの時代に作られたものなんだ。歴史学者やコレクター垂すい涎ぜんものの一品だったのに……どうしてくれるんだい」

　シェンリーがじっと睨みつけてくる。

「しっ、知らないっすよ、そんなの」

　二郎はうろたえた。そんなことを言われたって困る。わざと壊したわけじゃないのだから。それに、元はといえばシェンリーが悪いんじゃないか。

「店の大事な商品を壊した。器き物ぶつ損そん壊かい。キミがやったことは立派な犯罪だよ」

「はあ!?」

　信じられない。この男、自分がやったことを棚に上げやがって。

「犯罪って、あんたに言われたくないんすけど！」

　金を騙し取ったくせに、よく言う。

「ボクはキミを助けてあげたんだよ？　それなのに、キミはボクを詐さ欺ぎ師し呼ばわりするのかね？　ん？」

「そ、それは…………いや、それとこれとは話が別でしょ！」

「こっちは出るとこ出たっていいんだよ」

　にやりとシェンリーが笑う。

「出るとこ出たら困るのは、あんたの方じゃないか。あんたは俺に毒を盛ったんだ。立派な殺さつ人じん未み遂すいだろ」

　痛い所を突いてやったつもりだった。

　だが、シェンリーの顔色は変わらない。余裕の表情で、フンと鼻を鳴らす。

「キミ、ボクが道士だってこと忘れたのかい？　ボクの法術をもってすれば、キミの記憶を操作することだって簡単なんだけどねぇ」

「な、なんだって」

　──法術？　記憶を操作？　この男、また俺を騙そうとしているのか？

「そんなこと、できるわけないだろ」

「はたしてそうかなぁ。試してみる？」

「ぐっ……」

　もし、彼の言うことが本当で、記憶を操られてしまったら。あることないこと罪をでっち上げられてしまったら。器物損壊どころじゃ済まないかもしれない。

　青ざめる二郎に、シェンリーの唇がにんまりと歪ゆがむ。

「これで、ボクに逆らえばどうなるか、わかったかな？」

　詐欺に殺人未遂、加えて脅きよう迫はくときた。この男、とんでもない悪人である。

「──さて」

　彼は二郎の肩を抱き、顔を近付けた。

「……百万円分、きっちり体で払ってもらおうじゃないか」

　耳元で囁ささやかれ、二郎は「ひっ」と悲鳴をあげる。

「か、体って……」

　いったいなにをさせるつもりなんだ。

　まさか、変な漁船に乗せられるとか？　バラバラにされて切り売りされるとか？

　恐る恐る、シェンリーの顔を覗き込むと、彼はにっこりと微笑ほほえんだ。

「ま、とりあえず肩揉もんでよ。最近、肩凝こっちゃって、大変なんだよねー」

　太た刀ち打うちできない相手を前に、このペテン野郎、と二郎は唇を嚙みしめた。

　やっぱり今日は厄日のようだ。
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　気のせいだと思っていた。

　昨き日のう、自分が見た妖よう異いな者たちは、すべて幻まぼろしだったのだ。きっと気が動転していたせいで見間違えてしまったのだろう。二じ郎ろうはそう思い込むことにした。

　ところが、残ざん念ねんなことに、今日も同じものが見える。肉まん屋の店主の額ひたいには変な角つのが生はえているし、その隣となりの店の女には、やっぱり目が四つある。

　──横よこ浜はま中ちゆう華か街がいは、いつから化け物の巣そう窟くつになってしまったのだろうか。

　関かん帝てい廟びよう通どおりを足早に歩きながら、二郎は顔をしかめた。すれ違う面妖な化け物たちを尻しり目めに先を急ぐ。

　骨こつ董とう屋や【桃とう源げん郷きよう】は、中華街の入り組んだ場所にひっそりと店を構かまえている。軒のき下したに赤い提ラン灯タンが並んだ古い木造の建物だ。

　たてつけの悪い戸を開け、ごちゃごちゃした店内に足を踏み入れると、

「いらっしゃーい」

　店主であるシェンリーの暢のん気きな声が聞こえてきた。円えん卓たくを囲かこむ四つの椅い子す、そのうちの一つに腰こしかけ、彼は本を読んでいるところだった。

　分厚い書物から視線を上げ、美しく整った人形のような顔がこちらを向く。二郎を見るやいなや、彼は赤い唇くちびるをにやりと曲げ、その切れ長の目を細めた。

「おっ、キミか。ちゃんと来たんだ」

「あんたが来いって脅おどしたじゃないすか……」

　明日また、うちの店に来なさい──彼は昨日、そう二郎に命じていた。逆さからえばどうなるかわかってるかだの、こっちは出るとこ出たっていいだの、散々脅きよう迫はくしていたくせに。

「てっきりトンズラすると思ってたよ」

「……まあ、俺おれがあの壺つぼを壊したのは事実だし。何も弁べん償しようしないってのも、人としてどうかと思うんで」

　自分だけに非ひがあるわけじゃない。とはいえ、人の物を壊しておいてそのまま見知らぬふりができるほど、二郎は無責任で横おう暴ぼうな性格ではなかった。

　そんな二郎の顔を一いち瞥べつし、シェンリーは苦笑を浮うかべている。

「自みずから進んで来た割わりには、ずいぶん浮かない顔をしてるけど。そんなにボクに会うのが嫌なのかな？」

　嫌か嫌じゃないかといえば……まあ、嫌である。まだ出会って二日目だが、この男はどうも苦手だ。謎なぞが多いし、つかみどころもない。彼の言動には振り回されてばかりだ。成人の男とは思えない、どこか人間離れしたその美しさにも、狼ろう狽ばいさせられる。

　だが、浮かない顔をしている原因は、それだけではなかった。

「……実は」

　二郎は重苦しい口調で打ち明けた。

「昨日から、変なものが見えるんすよ」

「変なものって？」

「人間が、人間じゃないっていうか……角が生えてたり、目が四つもあったりして、どこかがおかしいんです」

　シェンリーなら、なにか知っているかもしれない。昨日から道どう士しだの呪じゆ符ふだのと、変なことばかりを口にしている男だ。二郎が目にした変なものだって、彼の専門分野だろう。

　思った通り、彼は知っていた。

「キミが見たのは、【怪カイ】だよ」

「……カイ？」

「人ひと為ならざる者のこと。神しん仙せんとか、妖よう怪かいとか、幽ゆう霊れいとか。そういうのをまとめて、怪カイと呼ぶんだ」

　神仙、妖怪、幽霊──。

（──やっぱりあれは、人間じゃなかったのか）

　信じがたい事実だが、自分の目や頭がおかしくなったわけではないことに、二郎は少しだけ安あん堵どする。

「大昔から、文化とともに日本へと渡ってきた中国の怪カイたちは、中華街周辺に好んで住みつくようになったんだ。彼らは人間社会に馴な染じむため、この世界の生き物に化けて普通の生活を送っている。【擬ぎ態たいの法】という術さ。ある者は人間を装よそおって会社勤づとめをしたり、ある者は猫のふりをしてペットになったり、ね。そういう怪カイたちの正体の一部を、キミは見ちゃったんだよ」

「はあ……」

　つまり、妖怪が人間に化けて、肉まんを売っていたということか。

「でも、ちょっと不ふ思し議ぎだねぇ。キミが見た角や四つの目というのは、本来、人間には視みえないはずのものなんだけど」

　シェンリーは不思議そうに首を傾かしげている。

「普通の人間には、擬態を見破ることはできない。見破れるのは同じ怪カイ同士か、もしくは長年修行を積んだ人間だけ。力をもつ者であれば、怪カイの真の姿を視ることができる。その力のことを、ボクらは主に【神じん通つう力りき】と呼んでいる。妖よう力りよくとか術じゆつ力りよくとか、法ほう力りきとか、そういうものの総称だ。キミも怪カイを視ることができた、ということは──」

「俺にも、その力がある、と？」

「そういうことになるね」

「でも、俺、修行とかしたことないっすよ。筋トレだったら毎日やってますけど」

「元から力をもってる人間も、中にはいるのかもしれないな。ほら、霊感みたいなものさ。生まれつきそういう力が強いから、幽霊が視えてしまう人っているじゃん？　キミも、生まれつき神通力をもっていて、怪カイの姿が視えてしまったんだよ」

「生まれつき？」

　そんなはずはない、と二郎は否定する。

「中華街には、これまで何度か来たことがあります。でも、こんなことは、今まで一度もなかった」

　突然、変なものが視えるようになったのだ。それも、つい昨日から。

「だとしたら、昨日、キミの身になにかが起こってしまったんだろうね。思い当たることはないの？」

　訊きかれ、二郎は昨日の出来事を振り返った。

「……あ、そういえば」

　思い当たることが、ひとつある。──あいつだ。あの犬男。

「変な男に絡からまれたんです。そいつに抱き着かれた瞬間、バチッって、電気が走ったみたいな感じがして……」

　その直後、男の頭に耳が視えるようになった。もしや、あの男も怪カイだったのだろうか。

「ということは、元々キミの中に眠っていた神通力が、その男との接触によって目覚めてしまったんだろうね。まあ、体に害がいのあるものじゃないし、気にすることはないよ」

「うーん……」

　二郎は唸うなった。これからずっと化け物が視えてしまうのだから、害がないとは言い切れないのでは、とも思う。

　すると、

「ん」

　と言って、唐とう突とつにシェンリーが掌てのひらを差し出してきた。

「……なんすか？」

「相談料」

「金取るのかよ！」

　この男、どこまでがめついんだ。

　露ろ骨こつに呆あきれた顔を見せれば、彼は「冗談だよ」と笑い飛ばした。

「それにしても、珍しいね。普通の人間に神通力が備そなわっているなんて。興味深いなぁ」

　シェンリーが唇を歪ゆがめ、ぐっと顔を近付けてくる。

「……そんなにジロジロ見ないでくださいよ」

　二郎は思わず目を逸そらし、話題を変えた。

「そんなことより、俺はなにをすればいいんすか？　ここに来いって言ってましたけど」

　呼び出した理由を問えば、シェンリーは思い出したように手を叩たたいた。

「あ、そうそう。今日からキミには、この店で働いてもらうから。アルバイトとして」

「アルバイト？　働いて借金返せ、ってことっすか」

「うん」

　背筋が凍こおりつくような笑みで『体で払え』と言われた昨日は、いったいなにをされるのだろうかと肝きもを冷やしたが、彼の要求はただの肉体労働だった。少しだけほっとする。

「まあ、いいっすけど……」

　幸い体を動かすことは得意だし、部活も塾じゆくもないので放課後は暇ひまだ。二郎は承しよう諾だくした。

「はい、これ。うちの制服ね」

　そう言って渡されたのは、薄うす汚よごれたシンプルなエプロンだ。元は白い布だったのだろうが、長いこと使われなかったせいかクリーム色に変色している。

「これを着ろと？」

「なにか問題かな？」

「いや、別に……」

　エプロンの胸元には、

『中国四千年の品しな揃ぞろえ　桃源郷』

　というふざけた言葉がプリントされている。

「なかなか似合ってるじゃないの」

　それを身に着けた二郎を、シェンリーは薄笑いを浮かべて眺ながめていた。

「それじゃ、さっそく最初の仕事。肩揉もんで」

「エプロン関係ないじゃないすか……」

　ため息をつきながらも、彼の肩に手を伸ばした、そのときだった。




「──見つけましたよ、二郎様っ！」




　声がした。

　振り返ると、店の出入り口に若い男が立っていた。見覚えのある男だ。灰はい色の頭に、犬の耳が生えている。

「げっ！」

　二郎は思わず悲鳴をあげ、相手の顔を指差した。

「お、お前っ、昨日の犬野郎！」

　噂うわさをすれば、だ。

　目の前に例の青年の姿が。まさか、こんなところまで来るなんて。

「左さ様よう！　貴方あなた様の犬野郎でございます！」

「お前ホント気持ち悪いっ！」

　すぐさま二郎は、シェンリーの背後に隠れた。

「シェンリーさん、助けてっ！」

　いきなり現れた男をじっと眺めてから、シェンリーが唸る。

「二郎くん、まさかキミに怪カイの知り合いがいたとは、驚きだよ」

「怪カイって……やっぱりこいつ、人間じゃないんすか」

「うん。耳と尻尾しつぽが生えてるし」

　どうやら、二郎と同じものがシェンリーにも視えているようだ。

「おそらく妖よう犬けんとか仙せん犬けんとか、そういう類たぐいじゃないかな」

「退治してください！　今すぐに！」

　声を張り上げて懇こん願がんすると、シェンリーは苦笑した。

「まあまあ、そう言わずに。なかなか可か愛わいいワンちゃんじゃないか」

　というシェンリーの言葉が気に障さわったようで、犬男の怪カイは眉み間けんに皺しわを寄せた。グルル、と唸りながら牙きばを剝むき出している。

「誰が可愛いワンちゃんだぁ？　この店は喧けん嘩かも売ってんのか、コラァ」

「躾しつけはなってないみたいだけど」

　やれやれ、と肩をすくめるシェンリー。

　睨にらみ合ったまま黙り込む両者に、二郎は痺しびれを切らし、口を開いた。
















「早く退治してくださいよっ！　あんた道どう士しなんでしょ！」

「妖怪だからって、むやみやたらに退治するのが道士の仕事じゃないよ。我々が相手にするのは人に害をなす怪カイだけだ。まずはちゃんと両者の言い分を聞こうじゃないか」

　シェンリーがこちらを振り返る。

「二郎くん、そもそもキミはどうして、このワンちゃんに追いかけられてたのかね？　なにか悪いことしたんじゃないの？　尻尾踏ふんだとか」

「し、知らないっすよ」

　二郎は首を振った。

「俺はなにもしてない。こいつが勝手に追いかけてくるだけで」

「そうだ、俺が追いかけているだけだ。二郎様を悪く言うな」

　犬男は二郎の言葉に頷うなずき、シェンリーを睨みつけた。

　シェンリーは顎あごに手を当て、「うむ」と唸る。

「なるほど、恨まれているのではなく、懐なつかれているのか。餌え付づけでもしたのかな？　学食のパンの残りを分けてあげた、とか」

「なにもしてないっすけど……」

「忘れてるだけかもよ？　小さな頃に飼ってた犬が、怪カイに化けて出たとか。過去に助けてあげた野良犬が、恩返しに来たとかさ」

「いやいや。俺、犬飼ったことないし。そもそも苦手だし、動物」

　シェンリーの言葉を否定する。野良犬がいても、自ら触ろうとは思わない。近寄ろうともしない。幼い頃から、自分はそういう子どもだった。

　すると、

「心当たりがないとなれば……前世の業ごうかな」

　と、シェンリーが真剣な面持ちで呟つぶやいた。

「……前世？」

「そう。前世になにか因いん縁ねんがあるのかも」

「んなこと言われたって、ますますわかんないっすよ……」

　生まれた頃の記憶すらまったくないのに、生まれる前のことなんて、思い出せるわけがない。

「とにかく俺は、こんなやつ知らないっすから！」

　と断言した二郎の言葉に、犬男が大きく目を見開いた。

「まさか、二郎様……この哮こう天てんのことを、お忘れに……？」

　哮天と名乗ったその男は、悲しそうに眉まゆを下げ、目を潤うるませている。

　そんな顔されても、と二郎はため息をついた。知らないものは知らないのだ。

「忘れるもなにも、まずお前と会ったことないし」

「そ、そんなぁ……っ！」

　哮天は頭を抱え、その場に膝ひざをついた。

「ようやく転生した御お姿すがたを見つけたというのに……記憶を失っておられるとは……」

　がくっと床に四つん這ばいになり、ぷるぷると震えている。その姿は、まさに犬そのものだ。耳と尻尾は垂たれ下がり、打ちひしがれていた。

「[image: ]アイ呀ヤー、なるほど、そういうことか」

　シェンリーが手を叩たたいた。なにか思いついたようだ。

「どういうことなんすか……俺にはもう何がなんだか」

「どうやらキミ、二じ郎ろう神しんだと思われてるみたいだよ」

　そういえば初めて会ったときにも、哮天は自分のことを「ジロウシン」と呼んでいた。

「何なんすか、そのジロウシンって」

「二郎の神と書いて二郎神。またの名を顕けん聖せい二じ郎ろう真しん君くん」

　初めて耳にする名前だ。

「有名人？」

「超有名人。中国では」

　日本じゃ馴な染じみが薄うすいみたいだけど、とシェンリーが続ける。

「二郎神はその名の通り、神しん怪かいなんだよ」

「神怪、って？」

「怪カイの一種。所いわ謂ゆる、神様さ」

「えっ……俺、神様だと思われてるんすか？」

　驚いた。喧嘩が強いだけが取とり柄えのこんな普通の高校生を、どうして神様なんぞと間違えるのだろうか。ますますわからない。

「二郎神は、武ぶ神しんなんだ。戦いや武道を司つかさどる神様。腕っぷしが強くて、中国各地を巡めぐっては人に害をなす怪カイを退治して回った。その活躍は、かの有名な『西さい遊ゆう記き』にも記しるされている。キミだって、『西遊記』くらいは知ってるよね？」

「そりゃあ、まあ……」

　二郎は頷うなずいた。

　中国古典に疎うとい自分でも、それぐらいは知っている。かの有名な孫そん悟ご空くうや三さん蔵ぞう法ほう師したちが天てん竺じくを目指す旅の話だ。ただ、真ま面じ目めに本を読んだわけではないので、彼らの旅がその後どうなったのか、どのように幕を下ろしたのかということについては、なにも知らないのだが。

「二郎神は、暴れて手のつけられなかった孫悟空の征せい伐ばつに出向き、見事に捕とらえたんだ。『西遊記』だけじゃない、様々なところにその名が記されているほどの、有名な神様なんだけど……二郎くん、どうやらキミは、その二郎神の生まれ変わりらしい」

「俺の前世が、神様ってこと？」

「事実かはわからないけど、少なくともそこのワンちゃんはそう信じている」

「でも、それって結けつ局きよくフィクションの話ですよね？　二郎神ってのも、ただの小説の登場人物なわけでしょ」

　ところが、シェンリーは否定する。

「現在に残されている多くの怪談小説や説話集は、作り話じゃなくて、実際の出来事の記録なんだ。『西遊記』もまた然しかり。多少の脚きやく色しよくはあるけどね。二郎神だって、かつては実在したんだよ。民みん衆しゆうにも人気の高い神様で、よく中国の小説や映画の題材にされてる」

　信じられないような話が続く。妖怪の次は神様か。どうも昨日から、自分は妙な世界に迷い込んでしまったようだ。

　哮天は床に這いつくばり、相変わらず項うな垂だれている。自分に覚えられていなかったことが、それほどまでにショックだったのだろうか。

「そんなに似てるんすかね？　俺と二郎神って」

「まあ、二郎神の容姿には諸しよ説せつあるんだけど……」

　シェンリーは本棚から一冊の本を取り出した。神仙や妖怪について書かれた書物のようだ。ぱらぱらとめくり、「ほら、これが二郎神」と、あるページを指差す。

　古い事典だ。【二郎神】の項目に、説明書きと、挿さし絵えが載のっている。筆ふでで豪ごう快かいに描えがかれた、二郎神の肖しよう像ぞう画が。鎧よろいを身にまとった大男で、顔は厳いかつく、しかも目は三つある。化け物と大差ない。

　挿絵と二郎の顔を見比べてから、シェンリーは真顔で頷いた。

「……うん、似てないこともないかな」

「どこがですか！　全然違うでしょ！」

　いくら自分が強こわ面もてとはいえ、失礼にもほどがある。

　その挿絵の中には、二郎神の他ほかに、妖怪のようなものも描かれていた。二郎神の足元に厳つい顔の生き物がいる。二郎神が妖怪を退治している場面のように見える。

　二郎は指を差して尋たずねた。

「この妖怪みたいな生き物は、何なんすか？」

「ああ、それは相棒だよ。一緒に妖怪を退治している、二郎神の犬だ。名前は哮天犬」

「コウテンケン、って──」

　はっとした。

　今しがた、聞いたばかりの名前だ。

「……いかにも」

　目の前の怪カイが、力なく口を開く。

「この哮天のことでございます……」

　驚いた。画えと哮天とを見比べ、首を捻る。面おも影かげがまったくない。

「これが、お前なのか？」

「左様。それが本来の私なのです。今は擬態しておりますので、仮かり初そめの姿でありますが」

　人間に擬態している哮天だが、神通力をもつ二郎やシェンリーには、その正体の一部である耳や尻尾が視えてしまっている──というわけか。

「つまり、二郎神は神様なのに、妖怪と協力してたってことすか？」

「哮天犬は【仙犬】だ。妖怪のようで、神様に近い存在でもある。そもそも中国の妖怪ってのは境界が曖あい昧まいなんだ。神様だったものが悪あく行ぎようのせいで妖怪になることもあるし、善ぜん行こうを積んだ妖怪がその功績を認められて神様に昇進することもある」

「……左様。私は二郎様に飼われ、右腕として、共ともに怪カイたちと戦っておりました」

　哮天がおもむろに口を開いた。

「ところが、ある妖怪の征伐の際に、二郎様は命を落としてしまったのです」

「神様なのに、死ぬの？」

　二郎の素朴な疑問に、シェンリーが補足を入れる。

「二郎神は玉ぎよく帝ていの甥おいで、人間と神との間に生まれた子だからね。所いわ謂ゆる、半神ってやつ。人並み外れた術力や治ち癒ゆ力りよくをもってはいたけど、死ぬときは死ぬ」

「それ以降、二郎様の魂は彷徨さまよい、行方ゆくえがわからなくなってしまった。私はこうして転生を続けながら、二郎様を捜し続けておりました……そして千年後、ようやく見つけたのです。二郎神様の生まれ変わりである、貴方様を」

「──ちょっと待て」

　二郎は口をはさんだ。

「ほら、これ、見てみろよ」

　本のページを哮天に見せつける。二郎神の挿絵と自分の顔を並べて相手に向けた。

「な？　全然似てないだろ？　人違いじゃねえの？　そもそも、俺がその二郎神だっていう証しよう拠こはないんだし」

「この哮天が、主あるじを間違えるはずがありません」

「なんでそう言い切れるんだよ」

「匂においですぐにわかりますから」

「あ、そう……」

　自信満々で断言されてしまえば、返す言葉もない。

　哮天は椅子から立ち上がり、二郎の前で膝をついた。それから、床に頭を伏せる。

「私の願いはただひとつ。どうか昔のように、私めを貴方のおそばに置いてください！」

「えぇー………」

　二郎はあからさまに嫌そうな顔をした。

（いや、そんなことを言われても……）

　正直なところ、こんな得え体たいの知れない妖怪と一緒に過ごすなんて、気が進むはずもなかった。できることならば、もうこれ以上、関かかわり合いたくないのだが。

　何と言ってお断りしようか、と二郎が頭を悩ませていると、

「ねえ、哮天くん」

　先にシェンリーが声をかけた。

「実は、キミのご主人様はお金に困ってるんだ。借金を返さなくちゃいけなくてね、うちの店で働いている」

「ちょっとシェンリーさん、今その話関係ないでしょ」

　という二郎の言葉が聞こえていないのか、それとも聞こえないふりをしているのか、シェンリーは構うことなく勝手に話を進めていく。

「だから、キミも一緒に働かない？」

「……は？」

「……あ？」

　二郎と哮天が、声を揃そろえた。

「だってほら、二人で力を合わせれば借金も早く返せるし、哮天くんだって二郎くんの傍そばにいられるし、いいこと尽づくしじゃないか」

「馬鹿なこと言わないでくださいよ！」

　二郎は声を張って反対したが、

「……なるほど、悪くない考えだ」

　一方、哮天は乗り気だ。立ち上がり、二郎の手をぐっと握にぎる。相変わらずの筋力だ。

「ご安心ください、二郎様！　必ずやお役に立ってみせます！」

「えっ、」

「二郎神が右腕、この哮天にお任せあれ！」

「いや、だから、」

「借金など、すぐに返してみせましょうぞ！」

「ちょっと、」

「それで、二郎様の借金はいくらなんだ？」

「ざっと見積もって五百万、ってところかな」

「さりげなく水増しすんな！」

　昨日は三百万だって言っていたじゃないか。どこまでも油断ならない男だ。

　哮天はシェンリーに向き直り、胸を張った。

「そうと決まれば、さっそく仕事だ。週七日、フルタイムでシフト入れやがれ」

「さすがにそれは無理。労ろう働どう基き準じゆん法ほうに引っかかっちゃう」

「くそ……人間のつくった決まりは面倒だな」

「あんたら、勝手に話進めんなって！」

　二郎は慌てて二人の間に割って入った。

「シェンリーさん、俺は反対っすよ」

　シェンリーに詰め寄り抗こう議ぎするが、彼は軽く笑い飛ばすだけだった。

「この店の主は、このボクだ。キミはただのアルバイト。決定には従ってもらうよ」

「そんなぁ……勘弁してくださいよ、なんで俺がこんな妖怪と──」

「まあまあ、いいじゃないか」

　シェンリーが笑顔で宥なだめた。張り切る哮天を横目に、そっと耳打ちしてくる。

「いいかい、二郎くん。下げ僕ぼくはいるに越したことはないぞ」

「……あんたが言うと説得力ありますね」

「二郎様！　この哮天に何なりとお申しつけください！」

　哮天は文字通り、尻尾を振っていた。満面の笑みを浮かべている。つい先程まで、死にそうな顔をして落ち込んでいたくせに。

「ああ、もう……なんでこんなことに……」

　ますます面倒な方向に事が進んでいく。苛いら立だち、頭を搔かきむしる二郎に、シェンリーが杯はいを差し出してきた。

「とりあえず、お茶でも飲んで落ち着きなよ。喉のども渇かわいたでしょ」

「……また毒盛ってないっすよね？」

「やだなぁ、ただの烏龍ウーロン茶だってば」

　受け取り、口を近付ける。変な臭においや味がしないことを確認してから、いっきに喉へと流し込んだ。

　一息ついた、そのときだった。

「────あの、すみません」

　女の声がした。

　店の入り口に、中年の女性が立っている。二郎を見るやいなや、彼女は「ひっ」と小さく悲鳴をあげた。どうやら、また怖こわがられてしまったようだ。

　それを見たシェンリーが愛あい想そ笑いを浮かべる。

「ああ、大丈夫ですよ。この男、冥めい界かいから抜け出してきた獄ごく卒そつのような顔をしておりますが、人に危害は加えませんので」

「……獄卒って何すか？　どうせ失礼なこと言ってるんでしょうけど」

　横目でシェンリーを睨む二郎に、「地獄の番人のことでございます」と哮天が親切に教えてくれた。

「それで、ウチの店になにか御用でしょうか？」

　シェンリーが尋ねると、女は神妙な面持ちで頷いた。

「ご相談したいことがありまして……」

　訊けば、彼女はシェンリーの噂を聞きつけて、この店にやって来たそうだ。

「……さて、本業の時間だ」

　シェンリーがにやりと笑った。
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　二郎を騙だました噓うそ吐つきペテン道士のシェンリーだが、彼の昨日の発言の中にも、ひとつだけ真実の言葉があった。

　──妖怪は存在する。

　妖怪だけに限らない。この世には、二郎の与あずかり知らぬところで、人ひと為ならざる者たちが暗躍しているらしい。現に、今ちょうど隣には犬の耳が生えた青年が座っているのだから、疑いようもなかった。

　店の壁にある『奇き異い怪かい異い相そう談だん、妖怪退治承うけたまわります。鬼グイ・妖ヨウ・神シンのことなら【桃源郷】まで』という胡う散さんくさい貼り紙も、あながち噓ではないようだ。どこで評判を聞きつけたのか、怪カイ絡みの事件の解決を求めてこの【桃源郷】に足を運ぶ客は少なくないと、シェンリーは言う。

　そんな客の一人、今しがた店を訪れた女性は、鈴すず江えと名乗った。歳は四十前後。小太りで、どことなく家庭的な雰囲気を感じさせる。職業は家か政せい婦ふだそうだ。曰いわく、彼女が仕つかえているのは、市内でも名の知れた名家・三さん条じよう家とのこと。

　鈴江はふくよかな体型の割に、顔はげっそりとしていて、頰ほおがこけていた。顔面蒼そう白はくである。まるで幽霊でも見たかのような顔をしているが、彼女は事実、幽霊を見たらしい。

　出された茶をひと口飲んでから、

「──去年の冬のことです」

　鈴江が重苦しい声色で、その相談事について話しはじめた。

「三条家の長男の智とも也やさんが、突然、病気で亡くなられたのです。まだ二十四歳でした。それも、良家のお嬢じようさんとの結婚が決まった、その二週間後のことで……」

「なるほど。人生の墓場に入る前に、本物の墓場に入ったわけですね」

「……ちょっとシェンリーさん、不ふ謹きん慎しんっすよ」

　軽口を叩くシェンリーを、二郎は小声で諫いさめた。

　鈴江はすこし不快そうに顔をしかめてから、話を続ける。

「智也さんには持病もなく、小さな頃から健康そのものでした。そんな彼が原因不明の病気で亡くなったので、信じられなくて……皆が悲しみにくれる中、葬そう儀ぎが行われ、智也さんは市内の土ど葬そう墓地に埋まい葬そうされました」

「土葬墓地？　火葬じゃないんですか」

　この時代の日本で土葬とは、また珍しい。

「宗教上の理由で、三条家の弔とむらいは代々土葬という仕し来きたりなのです」

「なるほど」

　シェンリーは頷き、話の続きに耳を傾ける。

「智也さんの葬儀から、一年が経たちました。私は先日、旦だん那な様よりお暇ひまをいただいたので、家族で市内のショッピングモールへ買い物に行ったのですが──」

　鈴江の表情が強こわ張ばり、言葉が止まった。

　唇を震わせ、その続きを囁ささやく。

「──そこで、死んだはずの智也さんを見かけたのです……っ！」

「えっ」

　と驚いたのは、二郎だけだった。

　シェンリーも哮天も、まったく表情を変えず、平然としている。

「智也さんが、人ごみの中に立っていたんです」

「……見間違えじゃないすか？」

　死んだ人間がショッピングモールで買い物をしているなんて、ありえない。

　二郎の意見に、シェンリーも頷く。

「その可能性もあるでしょうね。『智也さんが生きていてほしい』という願望から、幻覚を見たのかもしれない。もしくは、他人の空そら似にか。この世には、自分と同じ顔をした人間が三人いる、なんて言われてますしね」

「そんなはずはありません！」

　鈴江は首を振った。強い口調で反論する。

「一緒にいた娘も見ています。それに、彼の名前を呼んだら、慌あわてたようすで逃げていったのです。そのまま人ごみに紛まぎれて、姿を消してしまいました」

　幽霊の方が慌てて逃げていくなんて、珍しい話もあるものだ。

「……ほう。それであなたは、智也さんの幽霊が、化けて出たのではないかと思ったわけですか」

「はい」

　鈴江が小さく頷いた。

「化けて出るような理由に、心当たりが？」

「そ、それは──」

　シェンリーの意地の悪い質問に、鈴江は口ごもり、視線を落とす。それから、観念したように重い口を開いた。

「実を言いますと、智也さんの結婚は、旦那様が勝手に決めたことでして……」

「まあ、いい家柄のお坊ちゃんには、よくある話でしょう」

「智也さんは、結婚をたいそう嫌がっておられました。旦那様のことも、かなり恨うらんでいたようですし」

「父親に恨みを晴らすために幽霊として化けて出た、か……うん、考えられなくもない」

　誰に話しかけるわけでもなく、独りごとのようにシェンリーが呟いた。

　その一言に、鈴江はいっそう不安を駆り立てられたようだ。「旦那様の身や、三条家に、もしなにかあったら……」と青ざめ、体を震ふるわせている。

「ご安心を」

　怯おびえる鈴江を励ますように、シェンリーは明るい声色で告げる。

「ウチの店には、妖怪退治のスペシャリストがおりますので。ねっ、二郎くん」

　と言って、彼は二郎の肩をバシバシと叩いた。

「え？　俺っ!?」

「この子はまだ高校生なのですが、それはもう並外れた戦闘力で、どんな怪カイだろうと拳こぶしひとつで倒してしまうのです」

「は？　ちょ、ちょっとシェンリーさん、なに言って──」

　出で鱈たら目めな彼の発言に、二郎は仰ぎよう天てんした。しかし、シェンリーの言葉は止まらない。彼は声を張り上げ、両手で二郎を指した。

「ご覧ください！　服の上からでも窺うかがえる、この見事な筋肉の鎧！」

「いやいや、それほどでも……へへ」

「加えて、どんな化け物も裸足で逃げ出すほどの、この怖い顔！」

「いや顔関係ないでしょ」

「万が一のときは、彼が魑ち魅み魍もう魎りようから三条家をお守りいたしますので。この一件、どうか我々にお任せを」

　シェンリーの勢いに押され、女は「え、ええ……お願いします」と頷いた。

「ご依頼ありがとうございます。必ずや悪霊を祓はらい、智也さんの魂たましいを安らかに眠らせてみせましょう。……あ、これが報ほう酬しゆうの振込先です」

　シェンリーは慣れた様子で、手際よく手続きを進めていく。智也が埋葬されている墓地の住所と、彼と生前仲のよかった友人の名前や連絡先も聞き出した。

「それから」

　と続けて、彼は袖そでの中から一枚の紙切れを取り出す。

「これは、怪カイ除よけの呪じゆ符ふです」

　よく見ればその紙は、二郎に売りつけていたあの呪符と、まったく同じものだった。

「これを身に着けていれば、幽霊や妖怪の目を欺あざむくことができる。本当は一枚五万円もするものですが、今なら特別に一万円でお売りしましょう」

（……このペテン道士が）

　横目で睨みつける二郎を無視して、シェンリーは得意げに続ける。

「なにかあってからでは遅い。いざというときのお守り代わりに、おひとついかがです？」







　大事そうに呪符を抱えた鈴江が店を去ったあとで、二郎たち三人は円卓を囲んだ。これからシェンリーは「死人が生き返った」という摩ま訶か不思議な事件を調査し、アルバイトである二郎たちはそれを手伝わなければならない。

　淹いれ直した茶を飲みながら、

「──どう思う？　この事件」

　と、最初に切り出したのは、シェンリーだった。

「やっぱり、鈴江さんの勘違いじゃないすか？　死んだ人間が生き返ったなんて、普通ありえないし」

「いえ、二郎様。結構よくある話ですよ、そういうの」

　哮天の言葉に、シェンリーも頷いた。

「死んだ人間が生き返った、か。ありすぎて聞き飽きちゃったね。『聊りよう斎さい志し異い』の中には、死んだ女が起き上がって追いかけてくる話があるし、『志し怪かい録ろく』にも自分の棺かん桶おけを買いに来た死者の話がある。よくあることさ」

「……あんたらの生きてる世界がおかしいんだよ」

　二郎は肩をすくめた。自分も今まさに、その世界に片足を突っ込んでいるわけだが。

「死人は生き返らないものなんすよ、普通は」

　死んだら追いかけることもできないし、当然、棺桶を買うことなどできない。

「だけど、この世は普通じゃない。怪カイで溢あふれている。今回の事件だって普通じゃないかもしれない」

　シェンリーは指を三本立ててから、

「考えられる可能性は三つある。

　一、智也さんが化けて出た。

　二、何者かが術を使って智也さんを生き返らせた。

　三、何なん等らかの目的で妖怪が智也さんに変へん化げしている。

　他人の空似とか、見間違えじゃないとすれば、原因はこの中のどれかだろうね。鈴江さんは一の【鬼グイ】説を信じてるみたいだけど」

「グイ？」

　聞き慣れない単語に、二郎は首を傾げた。

「何すか、グイって」

「まさか【鬼グイ】をご存じないとは……二郎様、本当になにも覚えておられないのですね」

　軽い気持ちで質問したのだが、哮天はひどく驚いている。なんと嘆なげかわしい、と落胆されてしまった。そんなことを言われても、知らないものは知らない。

「鬼グイっていうのは、幽霊全般のことだよ。ほら、『鬼き籍せきに入る』って言葉があるでしょ？　中国で鬼おにといえば、角の生えた化け物じゃなくて、幽霊のことを指すんだ」

「はあ、なるほど……」

「そもそも幽霊ってのは、一般的に人の多いところに集まりやすいと言われてるしね。デパートとか、遊園地とか」

　だとしたら、鈴江がショッピングモールで死人を見かけたというのも、自然な話だ。

「二つ目の、何者かが智也さんを生き返らせた、っていう説だけど──これはつまり、僵屍キヨンシーの類。僵屍キヨンシーは夜しか行動しない。性質上、朝になると棺ひつぎの中に戻ろうとする。それなのに、昼間のショッピングモールをうろついていたってことは、道士や法師みたいに神通力をもった者が、死人を生き返らせる術を使い、智也さんを無理矢理に操っているのかもしれないってこと」

「でも、なんでそんな奴らがわざわざ、智也さんを生き返らせるんすか？」

「神通力で金かね儲もうけを企む輩やからは大勢いるからねぇ。力の使えない普通の人間が、彼らに報ほう酬しゆうを支払って、智也さんの蘇そ生せいを依頼したのかも」

「ああ、そっか。そういうことか」

　納得がいく。智也の死を悼いたみ、受け入れきれずにいた何者かが、術者を頼って死体を蘇よみがえらせ、再会を果たそうとした──という線も考えられる。その場合、犯人は智也と近しい存在。家族か友人か、もしくは婚約者か。彼の交友関係を調べる必要もありそうだ。先刻、シェンリーが鈴江に、智也の友人の連絡先を訊いていたのも、おそらくこのためだろう。

「三つ目の、何等かの目的で妖怪が智也さんに変化してる、っていう説だけど……ま、この線は薄いね」

「だろうな」

　シェンリーの推測に、哮天も当然のように頷いた。

「なんでそう言い切れるんすか？」

　二郎は首を捻った。怪カイについての知識が乏とぼしい自分だけが、さっきから話に置いていかれてばかりだ。

「狐きつねとか狸たぬきとか、人に化けるのが得意な妖怪はたくさんいるけど、基本的に奴らは美男美女に化けたがるんだよ。人間を誘惑するためにね」

　鈴江から預かった智也の写真を見つめ、シェンリーは苦笑を浮かべた。

「失礼だけど、智也さんは美男とは言えなそうだ」

　ということは、鬼グイ説かキョンシー説が有力、ということになる。

「まずは、智也さんの器うつわを調べてみないとね」

「……器？」

　その言葉に、二郎は眉をひそめた。

「器って、まさか……」

　なんだか嫌な予感がする。
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　辺りは暗い。真っ暗だ。

　灯あかりは、空に浮かぶ月と星と、いくつかの外がい灯とうだけ。

　片手に懐かい中ちゆう電でん灯とうを持ち、行く先を照らしながら、芝生の上を進んでいく。

　見渡す限り、墓だらけ。夜中にわざわざこんな場所を訪れるなんて、まるで肝きも試だめしでもしているかのような気分だった。物音が耳に飛び込んでくる度に、びくついてしまう。

　しばらくして、『TOMOYA　SANJHO』と刻まれた墓石を見つけた。

　二郎たちは、その前で足を止めた。そこで「はい、どうぞ」とシェンリーから手渡されたのは、全長一メートルほどのシャベル。

「…………あの、シェンリーさん」

「ん？」

「俺、ちょっと思ったんすけど……これって、立派な犯罪じゃないっすかね？」

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ。それより早く掘ほりなよ、人が来ないうちに。見つかって警けい察さつ呼ばれたら大変だ」

「問題だらけじゃないすか」

　三条智也の遺体の状態を確かめるため、二郎たちはこの土葬墓地を訪れていた。これから穴を掘り、棺ひつぎを取り出す計画なのだが……。

「いいんすか、勝手にこんなことして」

　よく考えてみれば、これは所謂『墓荒らし』というものではないだろうか、と二郎の不安は尽きない。

「大丈夫だってば。三条家にもちゃんと許可とってあるから」

「……それ、本当でしょうね？」

　息をするように噓を吐く男の言葉なんて、いまいち信用ならない。二郎は怪け訝げんな視線をシェンリーに向けた。

　外灯のもと、三人で智也の墓を取り囲む。手持ちのシャベルは二本。二郎と哮天にそれぞれ一本ずつ押し付けたシェンリーが、煽あおるように手を叩いた。

「ほらほら、早く掘っちゃって」

（……自分でやれよ、自分で）

　とは思うが、自分も雇やとわれの身だ。素直に従うしかない。二郎は渋々、地面にシャベルを突き刺した。シャク、と土の擦すれる音が響く。上じよう腕わん筋きんをはじめとする各筋肉を動かしながら、ひたすら穴を掘っていく。体全体を使うこの動作。いい筋トレになりそうだ。

　一方、哮天は納得していないようだった。

「おいコラ、そこの道士！」

　傍にある木の根元に腰を下ろし、他ひ人と事ごとのように二郎たちを眺めているシェンリーに、哮天が食ってかかっている。

「なにやってんだよ、テメェ！　一人だけ休んでんじゃねえぞ！」

「仕方ないじゃん。シャベル二本しかないんだしー」

「だったらお前がやれよ！　ってか、二郎様と代わりやがれ！」

「あ、そうだ、哮天くん。キミ、得意でしょ？　穴掘るの。犬なんだしさ。擬態解いて、ちゃちゃっと終わらせちゃってよ」

「ああァ？　なんでこの俺が！」

　哮天が顔をしかめ、牙を剝むき出した。

「偉えらそうなこと言ってんじゃねえぞ、テメェ！　俺は二郎様の命令しか──」

「黙って掘れ、哮天」

　喚わめき散ちらしている哮天に、二郎は小声で告げた。

　頼むから、大きな声を出さないでくれ。誰かに見つかったら困る。

　すると、

「御ぎよ意い！」

　二郎の命令に、哮天は元気よく二つ返事で了承した。

　それから、なぜか彼は服を脱ぎ始めた。パーカーとジーンズはもちろん、その下に身に着けていた肌着やボクサーパンツまでもを脱ぎ捨てている。

　つまるところ、哮天は全裸になった。

「えっ、いや、お前なんで脱いでんだよ！」
















　まさか自分の方がこの台詞せりふを言うことになるとは。

　良い具合に筋肉のついた哮天の裸体が、星空の下に晒さらされている。公共の場で素っ裸になった彼に、二郎はただ目を剝くばかりだった。

　さすがに下まで脱ぐのはまずい。これは確実に公然わいせつ罪の案件入りだ。二郎が慌てて「服を着ろ！」と命じるが、哮天は首を左右に振る。

「こうしないと、服が破けてしまうんです」

　彼が答えた、次の瞬間──辺りに風が吹き荒れた。突如、周囲の温度が下がったような感覚がして、ぞくりとした。ただならぬ気配だ。

　それと同時に、哮天の影がみるみるうちに膨ぼう張ちようしていく。

　やがて、青年の姿だった哮天が、黒く大きな塊かたまりへと姿を変えた。

　その塊は、犬の形をしていた。だが、馬くらいの大きさがある。毛は黒々としていて、所々に灰色の模様が走っていた。鋭い牙は剝き出しになり、目は暗くら闇やみの中で煌こう々こうと光っている。どこからどう見ても、妖怪だった。あの本に載っていた挿絵によく似ている。

「えっ……哮天……？　これが……？」

　驚く二郎に、シェンリーが告げる。

「そう。これが彼の真の姿なんだ」

「で、でけえ……」

　擬態を解いた彼の正体。仙犬・哮天犬──その迫力に、圧倒されてしまう。

《──すべては主のため！》

　獣のような本来の姿をしていても、人の言葉は喋しやべれるようだ。中身は変わらない。

《──見ていてくだされ、二郎様！》

　太い前足で勢いよく土を搔かき出し、哮天はどんどん穴を掘り進めていく。

　あっという間に、棺桶が見えてきた。仕事が早い。

「おおっ、すげえ！」

　哮天の仕事ぶりに、二郎は感かん嘆たんの声をあげた。これなら最初から彼に頼んでおけばよかったな、と思う。

　穴を掘り終え、再び人間の姿に戻った哮天に、二郎は労ねぎらいの言葉をかけた。

「よくやった、哮天。助かったよ」

「もったいない御言葉でございます、二郎様」

「グッジョブ、哮天くん、グッドボーイ」

「お前は黙れ」

「ひどいな、せっかく褒ほめたのに」

「お前のために掘ったんじゃねえよ」

「いいから早く服を着てください」

　全裸のままシェンリーに突っかかっている哮天に、二郎は懇願した。

　哮天が服を身に着けてから、二郎たちは力を合わせて棺桶を持ち上げ、穴の外へと引き上げた。土にまみれた棺の隙すき間まにシャベルの先を差し込み、無理やり蓋ふたをこじ開ける。

　ギィと音を立て、蓋が外れた。体を乗り出し、恐る恐る棺桶の中身を覗き込む。

　ついに遺い体たいとご対面、かと思いきや──

「……えっ？」

　驚いた。

　棺の中は、空っぽだった。

「……なにも入っていませんね」

「ああ……でも、なんでだ？」

　二郎たちは揃って首を傾げた。あるはずの遺体がない、空の棺桶。いったいどういうことなのか。

「ふむ、器がないときた。これで僵屍キヨンシー説の可能性が高まったね」

　シェンリーが楽しげに頷く。

　僵屍キヨンシー説──智也の遺体を、何者かが持ち去り、術をかけて操っているというのか。

「……おかしいな」

　哮天が棺桶に顔を寄せ、呟いた。鼻をひくつかせている。中の匂いを嗅いでいるようだ。

「どうかしたか？」

　訊けば、彼は険けわしい顔で答えた。

「ええ、ちょっと妙だと思いまして」

「妙？　なにが？」

　哮天は不思議そうに眉根を寄せ、囁くように言った。

「……死臭がしないんですよ、この棺桶」
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　それから二郎たちは、棺桶を元に戻して埋め直し、その夜は解散となった。

　それにしても、いったい誰が何のために、三条智也の遺体を持ち去ったのだろうか。哮天の言っていた「死臭がしない」という言葉は、どういうことなのだろうか。不思議なことばかりだ。いくら考えても、二郎にはわからなかった。

　次の日の放課後、二郎はまた【桃源郷】を訪れた。

「お帰りなさいませ、二郎様！」

　哮天が尻尾を振って出迎える。制服のエプロンを身に着け、店の掃そう除じをしている最中だった。そういえば、この男もここで働くことになったんだっけ、と思い出す。不本意ではあるが、仕方ない。

　店の中にはシェンリーもいた。二郎に気付き、片手を上げる。

「やあ、二郎くん。今日も顔が怖いね」

「知ってます」

「おいテメェ、二郎様に失礼なこと言ってんじゃねえぞコラァ」

「やだなぁ、ただの挨あい拶さつじゃないか」

「今すぐ謝りやがれ」

「ごめーん」

「真面目に謝れ！」

　小こ競ぜり合いを始めた二人を止め、哮天を仕事に戻らせてから、二郎は話題を変えた。

「そんなことより、事件の調査は進んでるんすか？」

　すると、「もちろん」とシェンリーは得意げな顔を見せた。

「今日、聞き込みに行ってきたんだ。智也さんと仲がよかった大学時代の友人や、智也さんの運ばれた病院にね。面白いことがわかったよ」

「面白いこと？」

「三条智也の死因」

　鈴江の話を思い返してから、二郎は口を開いた。

「病気じゃないんすか？」

　たしか、彼女はそう言っていたはずだ。

「それが、どうやら違うんだよ。智也さんは毒を飲んで、心しん肺ぱい停てい止しになったらしい」

「毒？　それって、まさか」

　──自殺？

　訊くまでもなく、シェンリーは頷いた。

「現に智也さんは、友人に自殺をほのめかしていたみたい」

「でも、鈴江さんは『病気だ』って」

「家ぐるみで隠いん蔽ぺいしたんじゃないかな。名家の長男が服ふく毒どく自殺だなんて、聞こえが悪いからね。家の名に傷がつくのを恐れたんだろう」

　と言って、シェンリーは肩をすくめた。

「……でも、どうして自殺なんか」

「これも友人からの情報なんだけど、智也さんには他に好きな女性がいたんだって。これが当時の写真。その友人が撮影したものさ」と、袖口から写真を撮り出した。三条智也と思われる若い男の隣に、同じくらいの年齢の女性が写っている。

「親が勝手に決めた結婚。好き合っているのに結ばれない運命。まるで『梁りよう山ざん伯ぱくと祝しゆく英えい台だい』みたいだねぇ」

　シェンリーがしみじみと嘆いた。

　それにしても、なにかが引っかかる。二郎は首を傾げた。

「……なんか腑ふに落ちないっすね。好きな女と結婚できないくらいで、今時、自殺なんてします？　死ぬくらいなら、家を捨てて駆け落ちでもなんでも、できるじゃないすか」

　結ばれないからといって自殺するなんて、どうも時代錯さく誤ごのような気がする。

　すると、シェンリーがにやりと笑った。

「その通り。死ぬ気になれば何でもできる。現に智也さんはそうした」

　なんだか含みのある言い方だ。

「……どういう意味っすか、それ」

「鈍にぶいなぁ。まだ気付かないの？」

　シェンリーはにやにやしている。

　──さっきから何が言いたいのだろうか、この男は。

　二郎が顔をしかめていると、「もう一度、今回の事件を整理してみなさいよ」と鼻で笑われてしまった。

　二郎は言われた通り、頭の中で、事件の経けい緯いを最初からなぞってみることにした。

　まず、三条智也には、恋人がいた。だが、彼は家が決めた女性としか結婚ができない身分である。愛する者と結ばれない運命に絶望し、彼は死を選んだ。そして、服毒自殺。

　家の名に傷がつくことを恐れ、智也の自殺は隠し通された。その数日後、彼の遺体はしきたり通り、土葬墓地に埋葬された。

　ところが一年後、ショッピングモールで買い物をしていた家政婦の鈴江が、智也によく似た男を目撃する。

　さらに昨晩、二郎たちが墓を暴あばいたところ、智也の遺体は消えていた。棺桶には死臭すら残っていない。死体が入っていた痕こん跡せきが、一切なかった。

　──ということは？

「……そもそも智也さんは、死んでなかった？」

　二郎が導き出した答えに、シェンリーは口の端はしを上げた。

「半分正解」

「半分？」

「智也さんの死亡届はある。彼はたしかに死んでいたんだ。医者が死亡を確認して、埋葬されるまでの間は、ね」

「それじゃ、その間だけ、タイミングよく死んでたってことすか？」

「そう、仮死状態ってやつさ。智也さんが飲んだのはただの毒じゃない。一時的に死ぬ薬だったんだ」

「そんな都合のいい薬が──」

　あるわけないじゃないか。

　そう言おうとして、ふと、口の動きが止まる。

　一時的に死ぬ、仮死状態、毒薬──どこかで聞いたような話だ。それも、つい最近。

「…………あっ」

　そういえば、と思い至いたり、二郎は声をあげた。

「やっと気付いたか」

　シェンリーがくすくすと笑っている。

　そうだ、思い出した。

　──俺、この前、一時的に死んだばかりじゃないか。
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　──茉莉花モウリーフア。

　その根をすりおろして飲めば仮死状態になるという、中国怪カイ界かいに古くから伝わる毒草。

　根一いつ寸すんを飲むと、一日だけ。六寸飲むと数日間。七寸以上飲むと、本当に死んでしまう。

　茉莉花を売っている店は限られている、とシェンリーは言った。市内でこの毒草を取り扱っているのは、彼の知る限り一軒だけ。その店が、この中華街にあるという。

　使いを命じられた二郎と哮天は、シェンリーから住所を聞き、さっそくその薬屋へと向かった。【桃源郷】を出てから、一つ向こう側にある細い路ろ地じを歩くこと数分。地下への階段があり、その先には長く薄暗い通路があった。さらに先へと進むと、鉄の扉が待ち構えている。【Chinese Herb Shop　天てん竺じく】という看板が店の入り口に掲げられていた。

「ハーブショップ、天竺？　……ここで合ってるよな？」

　シェンリーに渡された地図と、目の前の看板を見比べながら、二郎は言った。

「ええ、おそらく」と、哮天も頷いた。

　どうやらこの店が、目的の薬屋のようだ。

　恐る恐る、その分厚い扉を開き、中へと足を踏み入れる。

　店内には甘い香りが漂っていた。照明は薄暗く、大音量でヒップホップが流れている。奥にカウンターがあり、その向こう側には、瓶びんに詰め込まれた植物が並んでいた。

「うわぁ……」

　──これは、まずい場所に来てしまったかもしれない。

　二郎と哮天は顔を見合わせ、眉をひそめた。

「……いかにも怪あやしい店ですね」

「ああ……そのうち摘てき発はつされそうだな」

「おまけにひどい臭いだ。鼻がもげそうです」

　訝いぶかしげに店内を見渡していると、

「ヘイ、ボーイズ！　ワッツアップ？　エクスキューズ？」

　店の奥から、妙な男が現れた。

　カウンター越しに声をかけてきたその男は、室内だというのにサングラスをかけ、ニット帽を被かぶっていた。色黒で、髪の毛はドレッドだ。中華街というよりも、ニューヨークの路地裏が似合いそうな出で立ちの男だった。

　店の雰囲気に負けず劣おとらずの怪しさだが、どうやら彼がこの店の主のようだ。

「ウチの店は初めてか？　いいクスリあるぜ？　今日仕入れたばかりだ。これを飲めば頭スッキリ、気分もハイになれる」

　と言いながら、店主が怪しげな植物片を差し出してきたので、二郎はとっさに押し返した。

「……いえ、結構です。俺、そういうのやらないんで」

「おいおい、誤解すんな。ただの漢かん方ぽう薬やくだって。片へん頭ず痛つうに効くんだ」

　どこからどう見ても危ない薬を売っている店にしか見えないが、シェンリー曰く、ここは中国古来から伝わる漢方、薬草、毒草などを取り扱う、怪カイ御ご用よう達たしの薬屋だそうだ。まるで欧米のラッパーのような容姿をした彼も、れっきとした薬くす師しらしい。

「あの……茉莉花モウリーフアって薬、この店で売ってますよね？」

　二郎はさっそく本題に入った。

「茉莉花モウリーフア？　ああ、あるぜ」

　学ラン姿の二郎を眺めてから、店主は渋い顔をした。

「だがな、兄ちゃん。あれは毒薬だ。残念なことに未成年には販売できないんだ」

「いや、俺が買うんじゃなくて。その薬を買った客のことを知りたいんです」

「買った客？　まあ、何人かに売った記憶はあるぜ。それに、購入者全員の身分証を控ひかえる決まりなんだ。なにかあったときのためにな」

「その身分証の控え、全員分見せてもらえませんか？」

　という二郎の頼みに、店主は難なん色しよくを示した。

「それはできない相談だ。ウチの店はコンプライアンス遵じゆん守しゆがモットーなんだよ。客の個人情報を簡単には教えられない」

「おいコラ、テメェ」

　それまでおとなしく話を聞いていた哮天が、とうとう痺しびれを切らし、声を荒らげた。

「二郎様が教えろとおっしゃってんだから、さっさと吐きやがれ！」

「ひいっ」

　カウンター越しに摑みかかられ、薬師が悲鳴をあげた。

「やめろ、哮天。乱暴すんな」

「……御ぎよ意い」

　哮天を下がらせてから、二郎は次の手に移ることにした。

「別に、悪用するつもりはないんです。ただちょっと気になって、調べているだけで」

　それから、店主にこっそりと耳打ちする。

「……この店、アレを売ってるらしいじゃないすか。表沙ざ汰たになったら、この店も大変なことになるでしょうねえ」

　アレが何なのかも、店がどうなるのかも、二郎は知らない。ただシェンリーに『店主が渋ったときは、こう言え』と教えられただけだった。

　二郎の言葉に、店主ははっとなった。思い当たることがあるようだ。それから、顔色が変わり、急に態度も変わった。脅しが効いたのか、べらべらと喋りはじめる。

「──あっ、ああ！　思い出した！　そういえば、前に買いに来た奴がいたなぁ。ちょうど、一年くらい前だ。男が来て、茉莉花モウリーフアを買っていったんだ」

「どんな男でした？」

「うーん……歳は二十代で、瘦やせた男だったよ」

　もしかしたら、三条智也かもしれない。期待が募つのる。

「その男の名前は？」

「たしか、『ヤン』って名乗ってたな」

「…………」

「…………」

　二郎と哮天は同時にため息をついた。

「そうそう。ヤン・シェンリーとかいう名前の道士が、茉莉花モウリーフアを大量に買ってったよ」

「……あー、うん。知ってます」

　知っているに決まっている。現に、自分が盛もられたのだから。

「その人じゃなくて、他に買った人いませんでしたか？」

「他に？　そういえば、もう一人いたな。その男が買いに来る少し前だ。若い女だった」

「女？」

「ちょっと待ってくれ。たしかこの辺に、身分証のコピーがあったはずだが……」

　店主は奥の棚を漁あさりはじめた。余程の弱味を握られているのか、ずいぶんと協力的だ。

「……お、あったあった。こいつだ」

　しばらく棚の中を探していた彼が、一枚の紙を見つけた。二郎たちに手渡したのは、免許証のコピー。名前は、『松まつ永なが結ゆ衣い子こ』とある。

「この顔……」

　免許証の写真を、二郎はじっと見つめた。どこかで見たことがあるような気がする。

「あ」

　──思い出した。

　あの写真だ。シェンリーが持っていた、智也の写真。一緒に写っていた、恋人の女にそっくりだ。おそらく彼女に違いないだろう。

　茉莉花を買ったのは智也ではなく、恋人だったのか。

　彼女の住所を控えてから、二郎たちは店を出た。
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　薬屋の情報のおかげで、松永結衣子の住所を手に入れた二郎とシェンリーは、さっそく彼女の家へと向かった。哮天は店で留守番だ。

　住宅街にある、ごく普通の一軒家。表札には『松永』の文字。表には、白のミニバンが一台停とまっている。

　インターフォンを押すと、すぐに中から住人が現れた。女だった。写真と同じ顔。松永結衣子本人だろう。

「夜分にすみません」

　シェンリーが人の良い笑顔を浮かべ、会え釈しやくする。

「松永結衣子さん、ですね？　私はヤン・シェンリーと申します。中華街で骨董屋を営んでいる者です。……まあ、表向きは骨董屋なのですが、実際は何でも屋みたいなものでして。こちらは、ウチの従業員の真さな田だ二郎くん」

「どうも」

　曖あい昧まいな自己紹介の後で、シェンリーは笑顔のまま、本題を切り出した。

「実は今、我々は人捜しをしておりまして」

「人捜し？」

「こちらの家に、三条智也さんがいらっしゃいますよね？」

　その言葉に、一瞬、結衣子の表情が強こわ張ばったように見えた。

　シェンリーもそれに気付いたのだろう、口の端を上げている。

「おや？　心当たりがあるようだ」

「な、なにをおっしゃるんですか。智也さんは、一年前に病気で──」

「亡くなったフリをした。あなたと一緒になるために」

「なっ、」

　結衣子は目を見開き、唇を震わせている。シェンリーの突飛な言葉に驚いたのか、それとも、図星を突かれたことに怯えているのか。

「なにを馬鹿なことを──」

　いくら問い詰めても、彼女は頑かたくなに認めようとはしなかった。「意味がわからない」「自分はなにも知らない」の一点張りだ。

「隠したがるお気持ちはわかりますよ。ここで誰かにバレてしまえば、計画が台無しになりますしね」

「だから、私には何のことだか」

　なおも否定しようとした、そのときだった。

「──もういいよ、結衣子」

　背後から男が現れ、彼女の肩を摑んだ。

　──三条智也だ。

「……いずれ、こうなるということは、わかっていました」

　彼は軽く頭を下げると、

「すべてをお話しします。どうぞ、中へ」

　ドアを大きく開き、二郎たちを招き入れた。







　やはり三条智也は生きていた。

　今は結衣子と暮らし、二人の間には子どももいる。

　二郎たちは居間に通された。そこで智也は、これまでの事情を洗いざらい語った。事の経けい緯いは、二郎たちが想像していた通りだった。心に決めた相手がいるのに、家の都合で好きでもない女と結婚しなければならない。三条智也はその状況を打開しようと、茉莉花モウリーフアを飲み、一度死んだ。その後、協力者（結衣子の他に、大学時代の友人も手伝っていたそうだ）の手によって、計画通り棺桶から抜け出した。

　そして、こうして好きな相手と幸せに暮らす人生を手に入れたのだった。

「どうか……このことは、家の者には黙っておいてもらえませんか」

　智也はすべてを話し終えると、二郎たちに深く頭を下げた。

　頼まれるまでもなかった。彼らはこのままでいるべきだ。せっかく幸せを手に入れたのだから。自分たちのような部外者に、彼らの生活を壊こわす資格はないだろう。

　ところが、それに難色を示した者がいた。

「……いやはや、困りましたねえ」

　シェンリーは腕を組み、わざとらしく唸っている。

「我々は、家政婦さんにお金をいただいて、調査を依頼されたんですよ。彼女が納得できるような報告をする義務がある。これだけ時間をかけておいて、結局『何もわかりませんでした』とお茶を濁にごすわけにはいきませんからねえ」

「そこをなんとか、お願いします……っ！」

　智也がさらに深く頭を下げた。結衣子も隣でそれに倣ならう。二人がこれだけ頼み込んでいるというのに、シェンリーはまだ渋っていた。

「そうは言われましても、こちらも仕事ですから」

「もちろん、それなりのお礼はします。だから、どうか──」

　──お礼。

　その言葉を聞いた途端にシェンリーの口角がつり上がったのを、二郎は見逃さなかった。

「……わかりました。そこまでおっしゃるなら、仕方ありませんね」

　シェンリーが小さく息をつく。

「鈴江さんが目撃したのは、未み練れんから化けて出た智也さんの幽霊。しっかりお祓いをしたから、もう心配はない。彼女にはそう報告しておきます。ついでに呪符を売りつけ──」

　シェンリーは咳をひとつこぼしてから、言い直した。

「──呪符を差し上げて、『智也さんの部屋に貼るように』なんてそれらしい助言をしておけば、彼女も信じてくれるでしょう。あなた方は、これまで通りの生活を送ればいい」

　シェンリーの言葉に、智也と結衣子の表情が、ぱっと明るくなった。







「いやー、儲けた儲けた！」

　智也たちの家を出てから、シェンリーは満足そうな顔で声を弾ませた。

「鈴江さんからの依頼料と、智也さん夫婦からの口止め料。これぞまさに一いつ挙きよ両りよう得とく？　漁ぎよ夫ふの利り？　いい仕事だったねぇ。結構愉たのしかったし」

　彼を横目に睨みながら、二郎はため息をつく。

　なんてやつだ。依頼料を請求した（その上、偽にせの呪符を売りつける予定である）挙あげ句く、夫婦を紳士的に脅すなんて。事件は解決したのだが、どうも釈然としない。

「……このペテン野郎め」

　ぼそりと呟いた悪口も、シェンリーは「フハハ、なんとでも」と笑い飛ばすだけだった。

　結局のところ、この男の一人勝ちである。
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　どんなに不ふ可か思し議ぎなことが起ころうと、非現実的な事件に巻き込まれようと、一いつ介かいの高校生としての生活がなくなるわけではなかった。目が覚めればいつものように朝はやってくるし、学校は容よう赦しやなく決まった時間に始業のチャイムを鳴ならす。自分が神様の生まれ変わりだと言われたところで、いきなり人生が劇げき的てきに変わることはなく、二じ郎ろうは今日も朝早くに起き床しようし、日課のランニングを終えてから、家族と食卓を囲かこんだ。

　プロテインの飲み方は人それぞれだが、一般的には朝食の後、トレーニング後、就しゆう寝しん前に摂せつ取しゆするのが効果的と言われていて、二郎もそれに倣ならって飲んでいる。

　シャワーを浴びて汗あせを洗い流した二郎は、下着一枚で台所に立っていた。水に溶とかしたプロテインを、容器ごとシャカシャカと振ふり混まぜていたところ、

「こら、二郎。またそんな格かつ好こうでうろうろして」

　通りがかった母親から小言が飛んできた。

「はいはい」

「はいはい、じゃないわよ、もう。早く支し度たくしなさいよね、お友達が迎むかえに来てくれてるんだから」

「……友達？」

　首を捻ひねる。いつも一人で登校しているので、迎えに来る者などいないはずだが。

「友達って、誰？」

「コウテンくん、っていう子よ」

「げっ……」

　哮天──その名前に、二郎は眉まゆをひそめた。

　いくつもの疑問が頭に浮かぶ。なぜ哮天が家に来てるんだ？　というか、そもそもどうしてこの家がわかったんだ？　教えてもないのに。まさか、つけられてたのか？

　いてもたってもいられなくなり、二郎は一気にプロテインを飲み干した。

　急いで身支度を終えて、家のドアを開けると、

「おはようございます、二郎様！」

　満まん面めんの笑みを浮かべた哮天が、門もん扉ぴの前で待ち構かまえていた。

「……なにしてんの？」

「二郎様をお迎えに上がりました！」

　もちろん頼んだ覚えはない。

「……なんで俺の家知ってんの？」

「二郎様の匂においを辿たどってまいりました」

「相変わらず気持ち悪いことしてんな」

「それにしても、さすがは二郎様のお母様、たいへんお美しい方であらせられる。二郎様が斯か様ような美び丈じよう夫ふにお育ちになるのも頷うなずけますな」

「おふくろに余計なこと言ってないだろうな？　……ってか何なんだよ、その格好は」

　よく見れば、哮天は学生服を着ていた。しかも、二郎と同じデザインの学ランだ。上着の下からパーカーのフードが飛び出ている。

「二郎様が通っていらっしゃる高校の、学生服です！」

「見ればわかるよ、そんなことは。なんでお前がうちの学校の制服を着てんだよ」

　と言ったところで、はっと嫌いやな予感が頭を過よぎった。

「もしかして、お前……学校までついてくる気？」







　──……さて、困こまったことになった。

　妖よう怪かいであるにもかかわらず、哮天は勝手に学校に通う気でいる。いくら説得しても、彼は聞かなかった。嬉き々きとして二郎のあとをついてくる。

　もう、放っておくことにした。

（もういい、知らん、勝手にしろ。いっそのこと捕つかまってしまえ。不審者扱いされて、警けい察さつにでも保ほ健けん所じよにでも、連れていかれてしまえばいい）

　なんて思っていたのだが──




「あっ、コウ。おはよー」

「おはよう、コウくん」

　教室に現れた哮天を平然と受け入れているクラスメイトたちに、二郎は目を疑うたがった。

（……なんで普通に挨あい拶さつしてんだ!?）

　皆みな、親しげに哮天に話しかけている。しかも、なまじ顔が整っているおかげで、女子にも気に入られているようだ。

　二郎は啞あ然ぜんとしながら、その光こう景けいを見つめた。

　はっと我に返り、近くにいた友人に尋ねる。

「なあ、なんでみんな、あいつのこと知ってんの？」

「え？　なに言ってんだよ、二郎」

　二郎の質問に、男子生徒は首を傾かしげている。

「犬いぬ神がみコウ。先週、うちのクラスに来た、転てん校こう生せいじゃん」

「…………え？」

　──転校生だって？

　先週といえば、二郎だってこの場にいた。その間、転校生の紹介なんて一いつ切さいなかったはずだ。まして、この哮天がクラスに顔を出したことも。

　どういうことだ。いつの間に哮天が転入してきたんだ？　ますますわけがわからない。

「……おい、哮」

　いつも以上に怖こわい顔で、二郎は問い詰めた。

「どういうことか、説明しろ」
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　中国茶を淹いれるときは、まず茶ちや器きを温めなければならない。最初に、茶ちや壺こと呼ばれる急きゆう須すに湯を注そそぎ、その中の湯を別の茶器へと移しながら、すべての道具を温めていく。続いて、陶とう器きの表面がほんのりと熱をもった茶壺の中に、くしゅくしゅと丸まった茶葉を入れる。今日の茶は凍とう頂ちよう烏ウー龍ロン。台たい湾わん原産の有名な青せい茶ちやだ。熱い湯を注ぎ込み、茶葉を湿らせる。

　茶壺を傾け、品ひん茗めい杯はいという小ぶりの茶ちや碗わんに注いでいく。色は、黄色がかった褐かつ色。その芳ほう醇じゆんな香りを楽しみつつ、シェンリーは杯はいに口をつけた。

　店の椅い子すに腰かけ、茶を飲みながら、穏おだやかな気持ちで書物を紐ひも解とく。この静かなひとときが、シェンリーにとっての至し福ふくの時間であった。

「──失礼する」

　そこに現れた、突然の来客。

　顔見知りの男だ。見た目は二十代後半。髪かみを短く刈かり上げている。精せい悍かんな顔つきをしているが、顔の一部が鱗うろこのようなもので覆おおわれ、彼が人間でないことを物語っている。上下ともに漆しつ黒こくのカンフースーツは、彼が所属する組織の制服である。

　この男は、仕事でよくこの店を訪れる。

「やあ、キミか。巡じゆん回かいご苦労様」

　シェンリーは片手を上げて応じた。

　無む駄だな挨拶を交わすこともなく、男が本題に入る。

「最近、元もと町まち二丁目の住宅街付近で、怪カイが出没しているらしい」

　元町二丁目──中華街ここからそう遠くはない。

「なにか知っていることはないか？」

　訊きかれ、シェンリーは首を振った。

「さあねぇ、初耳だよ」

　中の茶をいったん別の器うつわに移し、新しく茶壺に湯を注いだ。客には洗茶を済ませた二に箭せん目めから振る舞うようにしている。

　淹れ直した凍頂烏龍を差し出すと、彼は杯を受け取りながら、話を続けた。

「人間に襲い掛かったという被害報告も受けている。我々は早急に、その怪カイを捕えなければならない」

　と言って、一枚の紙をシェンリーに手渡す。

　そこには、次のように書かれていた。

　──【手配書】黒色の怪カイ、元町二丁目付近に現あらわる。人に嚙かみつく被害有り。おそらく獣じゆう怪かいの類。見つけし者は須すべからく中ちゆう華か街がい自じ警けい団だんまで報告すべし──

　自警団というのは、怪カイによる怪カイのための治ち安あん団体だ。この紙は、人ひと為ならざる犯罪者を周知させるための手配書であり、有益な情報を教えたり当人を捕まえたりすると報ほう酬しゆうがもらえることもあるので、シェンリーもよく協力している。

　このように街を巡回し、怪カイたちや、道どう士しや法ほう師しなどの神じん通つう力りきをもつ者たちに聞き込みをすることも、彼ら自警団の仕事だった。

　文面を一読してから、

「獣怪か……妖よう犬けんか妖よう猫びようあたりの仕し業わざかな。人に嚙みつくところからして、咬こう鬼きの線も捨てがたい。まあ、とにかく、何かわかったら知らせるよ」

　シェンリーは話題を変えた。

「──そういえば、先週のお尋ね者だった詐さ欺ぎ妖怪は、どうなったの？」

「逮捕した。今は事務所で身柄を拘こう束そく中だ」

　それだけを言い残して、男は立ち去った。

　すっかり冷めてしまった茶を飲み干し、新しく湯を注ぐ。三箭目、四箭目と味の違いを十分に楽しんでから、シェンリーは腰を上げた。茶と読書の時間が終われば、次は仕事の時間だ。

　骨こつ董とう屋や【桃とう源げん郷きよう】の店内には所ところ狭せましと商品が並んでいる。骨董屋というよりは、いわくつきの品を集めた物置部屋のようなものだ。古い書物に記されている法ほう具ぐ、宝ほう物もつ、武ぶ具ぐ。仙人ですら真っ二つにする剪はさみや、黄こう河がの神が用いた大おお斧おの、蓮はすの糸で編あんだ飛ひ行こう靴ぐつ──本物もあれば偽にせ物ものもある。それらを手に取り、埃ほこりを落とし、丁てい寧ねいに布で磨みがき上げていく。

　最後にシェンリーが手を伸ばしたのは、矛ほこだった。先が三つに分かれている。かの二じ郎ろう神しんが愛用したといわれる武具である。

「……二郎神、か」

　独ひとり言ごち、ふと、あの少年の顔が浮かんだ。仏ぶつ頂ちよう面づらで、厳いかつい顔つきの、あの男。真さな田だ二郎──普通の高校生である彼が、かの二郎神の生まれ変わりであるというのだから驚きだ。シェンリーは、彼をアルバイトとして雇やとい、捕まえておくことにした。

　その動機はただひとつ。彼を傍そばに置きたかったのだ。ここにある骨董品のように。

　なんて稀け有うな品だろうか。最強と謳うたわれた、あの武ぶ神しんの魂たましいを引く人間、だなんて。

　早く目覚めさせてしまいたい。彼の中に眠っている、二郎神のとてつもない力を。

　そのためには、多くの怪カイと接触させ、記憶を思い出させなければ──。

　ふと我に返り、壁にかかった古い時計を見み遣やる。いつの間にか夕方になっていた。

「さてと。そろそろ、あの子たちが来る頃かな」

　新しく茶を淹れようと湯を沸かしていたところで、

「──ちわっす」

　件くだんの少年、二郎が顔を見せた。学校から直接来たのか、普段通り学生服を身にまとっている。

　常にむすっとしている（ように見える）二郎だが、今日は特に酷ひどかった。眉み間けんの皺しわもいつもより深い。どこか疲れも見える。

「シェンリーさん、ちょっと聞いてくださいよ」

　どうかしたの、と尋ねるより先に、彼は口を尖とがらせた。





[image: ]






「──というワケなんすよ」

　今日の出来事を一から十まで話し終えると、二郎は出された中国茶を喉のどに流し込み、ため息をついた。

　二郎の愚ぐ痴ちは、朝に哮天が自宅まで迎えに来たところから始まった。学校に行ってみれば、驚いたことにクラスの全員が哮天を知っていた。生徒だけではない。担任までもが哮天の存在を認めていたのだ。朝のホームルームの出しゆつ欠けつ確かく認にんでも、ちゃっかり名前を呼ばれていた。

　哮天を問い詰めたところ、とある術じゆつ者しやに依頼し、学校内の人間の記憶を書き換えさせたのだという。「これで一緒に学校に通えますね」と純じゆん真しんな笑顔で言われ、二郎は開いた口が塞ふさがらなかった。

「おそらく、幻げん術じゆつ使つかいの仕業だろうね」

　話を聞いたシェンリーが、顎あごに手を当てて言った。

「幻術使い？」

「学校全体に結界を張ったり、香こうを焚たいたりして、中にいる人間を惑まどわせるんだ。『哮天くんが学校の生徒である』という幻覚を見せることで、人間の記憶を書き換えてるんだよ」

「術を破る方法は？」

「術者を捜し出して、解いてもらうしかないね」

　手がかりもないのにどうやって捜し出せばいいのだろうか、と途方に暮くれていると、シェンリーが珍めずらしく救すくいの手を差し伸べてきた。

「知り合いの同業者を当たってみるよ。期待はしない方がいいと思うけど。なんたって、そういう術者は星の数ほどいるからねぇ。哮天くんを尋じん問もんして吐はかせるにしても、そもそも彼自身が術者の居場所を知らない可能性もあるし」

　と言ったところで、当の本人がいないことに気付き、シェンリーが首を捻ひねった。

「それで、あのワンちゃんは、今どこにいるのかな？」

「学校に置いてきました。三者面談で、遅くなりそうだったんで」

　今頃は教室で、担任教師と将来について話し合っていることだろう。変な発言をしていないといいのだが。二郎神がどうとか、と。

「それにしても、まさかキミが二郎神の生まれ変わりとはねえ……道理で生まれつき神通力をもっているわけだ」

「まだ、そうと決まったわけじゃないですけどね」

　哮天の勘かん違ちがいという可能性だってあり得える。

　二郎は深くため息をついた。

「あいつに四六時中つきまとわれて、もういい加か減げんウンザリっすよ。どうすればいいと思います？」

「彼を追い払いたいんだ？」

「だって、便べん所じよにまでついてくるんですよ」

　トイレにも食堂に行くにも、移動教室の間も、哮天はずっと二郎にべったりだった。二郎様二郎様、と尻尾しつぽを振ふってついてくるので、周囲の視線も痛い。

　もう学校に来ないでほしい。なんとかして哮天を追い払ってしまいたい。切実な願いだ。

　すると、

「だったら、未み練れんをなくしてあげればいいんじゃないかな」

　と、シェンリーが提案した。

「未練？」

「そう。哮天くんはこの世に心残りがある。つまりそれはキミという存在だ。ま、正確には二郎神に、だけどね。キミを求めて彼の魂たましいは輪りん廻ねの中から抜け出せずに、これまで転てん生せいを続けてきた。いわば、未練があってずっと成じよう仏ぶつできずにいる状態だ」

「はあ……」

　そういうものだろうか。魂だの輪廻だのと言われても、どうも理解できない。

「再び主人である二郎神に会いたい。主人と共にもう一度、妖怪退治をしたい。哮天くんはその一心で、生まれ変わりであるキミを捜し続けてきたんだ。ということは、二郎神として一緒に妖怪退治をしてあげれば、彼の未練は晴らされる」

「満足して成仏してくれるかも、ってことっすか」

「そういうこと。ボクにいい考えがある」

　あまり気が進まなかったが、ここはシェンリーの策さくに乗ってみることにした。

「まずは、これを着て」と、シェンリーが店の奥から引っ張り出してきたのは、大昔の武人が身に着けていたような兜かぶとや甲かつ冑ちゆう。

　彼は手て際ぎわよく、二郎の体に甲冑を巻き付け、頭に兜を乗せた。

「重おもっ！　頭が押し潰つぶされそうっす……」

　総重量はかなりのものだ。鍛きたえ抜かれた二郎の筋肉をもってしても、頭や体がふらついてしまう。

「それから、これも持って」

　今度は長なが物ものを取り出した。矛のようで、先端が三つに分かれた妙みような形をしている。

「【三さん尖せん両りよう刃じん刀とう】と呼ばれるものだよ。二郎神が使っていた武器さ。レプリカだけど」

　それを二郎の右手に握らせ、シェンリーは満足げに頷うなずいた。

「うん、なかなかいい感じじゃん。やっぱりキミはなんでも似合うねぇ」

「……そうすかぁ？」

　首を傾かしげながら、鏡で自分の姿を確認した。『三さん国ごく志し』なんかに登場しそうな出いで立たちだが、普通の高校生である二郎が甲冑なんかを着こなせるはずもなく、似合っているとは言い難がたいところだ。

「形から入るのは大事だよ。『庸よう盦あん筆ひつ記き』にも、幽霊退治のために役者を雇やとって元げん帥すいや神様の格好をさせた話があるくらいだ。キミが二郎神になりきる演技をすれば、きっと哮天くんも騙だまされるはずさ。『わーい、本物の二郎神様だぁー』ってね。あとは、二人で一緒に妖怪を退治して、哮天くんの未練を晴らしてやればいい」

「そんなこと言われても、俺、妖怪退治なんかできないんすけど。呪じゆ文もんとか呪じゆ符ふの使い方とか、なにも知らないし」

「大丈夫。だいたいの妖怪は急所を殴なぐれば死ぬ」

「意外と物理的だな」

　もっと儀式とか読ど経きようとかが必要なのかと思っていたが。とはいえ、不安は尽つきない。

「こんなことで、本当に哮天を騙せるんすか？」

　対するシェンリーは自信満々だ。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ。すぐにキミの前からいなくなるよ」

「……だといいんすけどね」

　あまり期待はしないでおこう、と二郎は肩をすくめた。
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「……遅くなってしまったな」

　人間の──高校生というものは、なかなか面倒な職しよくである。

　中華街の関かん帝てい廟びよう通どおりを足早に歩きながら、哮天は今日一日を振り返っていた。

　朝早くから夕方まで、学校などという箱の中に閉じ込められ、ひたすら退たい屈くつな座学（漢文という教科だけは興味深かったが）を聞かされ続けた。さて帰ろうか、と思ったところで、担任教師に呼び止められた。曰いわく、「三者面談、今日はお前の番だぞ」と。

　放課後まで拘束されてしまうのか、とうんざりしながら、哮天は教師の質問を受け流した。「親おや御ごさんは？」「仕事で今日は来られない」「志望校は？」「まだ決めてない」「どういうことが勉強したい？」「わからない」といった具合に、意味のない問答が続いた。

「将来の夢は？」と訊かれ、「二郎様のために死ぬこと」と本心で答えたところ、担任はぎょっとして、「真田に弱みでも握にぎられているのか？」と心配していた。無ぶ礼れいな奴だ。

　その後もいろいろと尋じん問もんされ、解放されたのは面談開始から一時間後のことだった。

　二郎はすでに【桃源郷】で仕事を始めているだろう。先に主人を働かせるなど、従じゆう者しや失格だ。哮天は歩ほを速め、店へと向かっていた。

　肉まん屋の前を通りかかると、ふと、いい香りが鼻はなを擽くすぐった。思わず足が止まる。

「……二郎様、お腹を空かせていらっしゃるかもしれないな」

　己おのれの主あるじは、この時代では育ち盛ざかり・食べ盛りの高校生なのだが、今日の昼はなぜか食が進んでいないように見えた。

　──手て土産みやげに食べ物を買っていけば、喜んでくださるかもしれぬ。

　そう思い至り、哮天は肉まん屋に立ち寄ることにした。

「おっさん、肉まん二つ頂ちよう戴だい」

　注文したところで、ふと悩む。店には二郎だけではなく、シェンリーもいる。あんな奴やつの分まで買ってやるのは癪しやくだが、懐ふところの狭せまい男だと主に失望されては困る。

「……やっぱ三つ」

「はいよっ」

　渋しぶ々しぶ、三人分を買うことにした。

　店先の時計を見み遣やる。針は六時半を指していた。日が沈みかけている。肉まんを受け取り、先を急ぐ。角かどを曲がると、【桃源郷】の看かん板ばんが見えた。

　店の中から話し声が聞こえてくる。

「こんなことで、本当に哮天を騙せるんすか？」

　二郎の声だ。

　次ついで、シェンリーの声。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ。すぐにキミの前からいなくなるよ」

「……だといいんすけどね」
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「──……二郎様っ」

　突然、哮天が血けつ相そうを変えて、店に飛び込んできた。

「ど、どうなさったんですか、その格好は……っ」

　黒目がちな瞳ひとみを大きく見開き、武装した二郎の姿に驚いている。

「え？　あ、いや、その──」

　答えに困っていると、シェンリーに甲冑の上から脇わき腹ばらをつつかれた。話を合わせろ、と言っているようだ。

「二郎神様の記憶が戻られたようです」

　というシェンリーの言葉に、二郎は頷うなずいてみせた。

「……そ、そうだ。すべて思い出したぞ」

　二郎神を演じろと言われたって、無理な話だ。そもそも、その二郎神がどんな人物かわからないのだから。

　とりあえず、時代劇に登場するような武将を想定し、厳おごそかな口調で喋しやべってみる。

「久しいな、哮天」

「ああ、再びこの御お姿すがたを見られるなんて……哮天は嬉うれしゅうございます！」

「う、うむ」

　涙を流して喜ぶ姿に、少しだけ心が痛む。ごめん、哮天。全部噓うそなんだ。罪の意識に苛さいなまれながら、心の中で謝しや罪ざいする。
















　哮天に気付かれないよう、二郎とシェンリーはこっそりと顔を見合わせた。視線と身み振ぶりだけで会話を交わす。

（うまくいったんすかね？）

（うん。すっかり騙されてるみたいだよ）

（で、これからどうすりゃいいんすか）

（ボクに任しといて）

　ごほん、と咳せき払ばらいをしてから、シェンリーが口を開く。

「武神・顕けん聖せい二じ郎ろう真しん君くんと、その右腕である哮天犬殿に、折り入ってお願いがございます」

　床に片かた膝ひざをつき、恭うやうやしく頭を下げている。

「二郎様にお願いだと？　人間の分ぶん際ざいで生なま意い気きな」

　牙きばを剝むき出す哮天を、二郎は低い声で制した。

「まあ待て、哮天。よいではないか」

「……二郎様がそうおっしゃるのならば」

「して、願いとはなんだ、申してみよ」

　ちょっと楽しくなってきた。

「恐れながら申し上げます。実はこのところ、巷ちまたで怪カイの被害が多発しているようでして」

「ほう。怪カイの被害とな」

「獣怪の類かと思われるのですが、元町二丁目に出没しては、近隣の住民に嚙みついているそうです。このままでは、いずれ横浜全域が、怪カイに吞まれてしまうやもしれませぬ。どうか早急に退治して頂きたく存じます」

　シェンリーの大おお袈げ裟さな物言いに噴き出しそうになるのを堪こらえながら、二郎は頷いた。

「相あい分わかった」

　それから、右手に持った矛を高く掲かかげてみせる。

「この儂わしと、優秀な右腕である哮天の手に掛かれば、然さ様ような魑ち魅み魍もう魎りようなんぞ容易に蹴け散ちらしてくれるわい！」

　……なんだか悪役の台詞せりふっぽくなってしまった。
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　支度を済ませた二郎たちは、さっそく妖怪退治へと向かった。

「それでは御お二ふた方かた、ご武運を！」

　戦地へ赴おもむく二人を、シェンリーは手を振りながら見送った。さて、これからどうなることやら。茶でも飲みながら彼らの帰き還かんを待つことにしよう。

　二人の姿が見えなくなり、店に戻ろうとしたところ、

「──……あの、すみません」

　不意に、背後から遠慮気味に声をかけられた。

　振り返ると、男が立っていた。瘦そう身しんで、歳としは四十くらい。怪カイではなく、普通の人間だ。

　男は冴さえない表情で、「相談がある」と告げた。どうやら本業の方の客らしい。店の中へと招まねき入れ、客用の椅子に座らせる。

「──それで、ご相談というのは？」

　茶を差し出してから、シェンリーは本題に入った。

　訊けば、男は細々と不ふ動どう産さん屋やを営いとなんでいるという。

「ある借しやく家やのことで、困ったことがありまして……一年ほど前に、その家で人が亡なくなったのです」

「死因は？」

「病死です。高こう齢れいでしたから、持じ病びようもあったそうで。幸さいわい、すぐに次の借り手が見つかったんですが、その人が『家の中に幽霊がいる』と騒さわぎはじめたんです。仕し舞まいには、『こんな家に住めるか！』と出て行ってしまいました」

「ワケアリ物件、というやつですか」

　事故物件と呼ばれる殺人や自殺の現場となった不動産は、「霊が出る」「呪のろわれる」として一般的に気味悪がられることが多い。買い手・借り手が見つかりにくいため、たいていが格安で売りに出される。今回のケースは病死なので、事故物件とまではいかない比較的穏おだやかな話ではあるが、霊が出てしまえば同じことだ。

　男は「ええ」と弱々しく頷き、言い訳するような口調で続けた。

「もちろん、家の中は改装し、専門の人間を雇ってお祓はらいもしました。悪あく霊りよう除よけのお札も貼はっていた。それなのに、幽霊が出るなんて……」

「お祓いもお札も、効果がなかったわけだ」

　その雇った人間がインチキ霊能力者だったのかもしれない。この業界には偽者も多い。

「その次の客は、霊感の強い人だそうで、下見のために家に足を踏み入れた途端、『この家は嫌な感じがする』と忌き避ひされてしまいました。……このままの状態が続けば、いずれは幽霊屋敷だと周囲に知れ渡ってしまい、ますます借り手が見つからなくなってしまいます」

　男は頭を下げた。

「お願いです！　どうか、その幽霊を退治してください！」

　ふむ、とシェンリーは唸うなる。

　──幽霊屋敷、か。

　まあ、この業界に身を置いていれば、珍しい話ではない。あまり面白くもなさそうな案件だが、退たい屈くつ凌しのぎにはなるだろう。あの子たちが帰ってくるまでは、どうせ暇ひまだし。

　そう考えた末に、シェンリーは頷いた。

「……わかりました。そのご依頼、引き受けましょう」
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　ちょうどその頃、二郎は哮天とともに肉まんを頰ほお張ばりながら、怪カイが出没するという地域へと向かっていた。さすがに兜や甲冑は脱いできた。

　十分ほど歩いたところで、いったん足を止め、地図を確認する。

「……この辺りだな」

　たどり着いたのは、閑かん静せいな住宅街。

　特に妖怪が出そうな雰ふん囲い気きはない。いたって普通の街並みだ。

「怪カイの気配は感じられませんね」

「ああ」

　哮天の言葉に、二郎も頷いた。

　例の怪カイについての情報は少ない。シェンリー曰く、獣の妖怪であるらしい。容姿は黒くて、元町二丁目一帯に現れる。人に嚙みつく被害有り、とのことだが。

「少し、歩いてみるか」

　この周辺をうろついていれば、それらしい怪カイに遭そう遇ぐうするかもしれない。二郎たちは住宅街を適当に歩き回ってみることにした。

　しかし、散さん策さくを始めて二十分が経たっても、一向に怪カイは現れなかった。

「──……あの、二郎様」

　それまで黙り込んでいた哮天が、ふと口を開き、二郎を呼び止めた。

「なんだ？」

　振り返り、首を捻る。

　見つめると、哮天は目を逸そらした。なんだかモジモジしている。なにか言いたげな顔をしていながら、黙り込んでいる。

　数秒置いてから、

「その……私、っ」

　意を決したように声をあげた、そのときだった。




「──うわあぁっ！」




　どこからともなく叫び声が聞こえてきた。

　はっと息を吞のみ、二人は互いに顔を見合わせる。

「おい、今の悲鳴って──」

　もしや、怪が出没したのかもしれない。

「こちらの方角から聞こえました！」

　哮天が指を差し、走り出す。二郎もその後に続いた。
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「──ここか」

　件のワケアリ物件は、元町二丁目にひっそりと佇たたずんでいた。

「たしかに、なかなか雰囲気のある家だねぇ」

　気味の悪い一軒家を眺ながめ、シェンリーは苦笑をこぼす。

　いかにも幽霊が出そうな建物だ。黄おう土ど色の壁には蔦つたが這はい回り、庭は雑ざつ草そうが生おい茂しげっている。家をぐるりと一周するように、邪じや気き払ばらいの木き札ふだが張り巡らされていた。おそらく依頼人が雇った術者の仕業だろうが、これでは自ら幽霊屋敷だと言っているようなものだ。

　窓ガラスは汚れで曇くもっていて、中のようすを窺うかがうことはできなかった。入って調べるしかなさそうだ。家の鍵は、不動産屋から借りている。

「さて、ちょっとお邪じや魔ましますよっと」

　ドアを開け、中に足を踏み入れた途端、ぞっと寒さむ気けを感じた。

「……ほう、なるほどね」

　シェンリーは小さく唸った。

　たしかに、なにかがいる気配はする。だが、嫌な気ではない。死んだ住人が、まだ家の中に居座っているのだろうか。探さなくては。鬼グイは気まぐれなので、そう簡単には出てきてもらえないだろうが。

　ふと、シェンリーは鼻をひくつかせた。微かすかに、異い臭しゆうがする。家の中が生臭い。生ものなど、なにも置かれていないはずなのに。

「この臭いは……」

　おそらく、鬼グイが放はなつ悪臭だろう。

　靴くつを脱いで家に上がろうとした、次の瞬間──




「──うわあぁっ！」




　悲鳴が聞こえてきた。

　この近くの通りで、誰かが叫んでいる。

　いったい何事だ、と眉をひそめていると、しばらくして慌あわただしくなってきた。人の声とともに、足音が近づいてくる。それも複数。

　誰かが来る。この家へと向かってきている。





[image: ]






「誰か、助けてくれ、っ！」

　叫び声をあげていたのは、スーツを着たサラリーマン風の男だった。

　見れば、その男の片足に、黒い煙けむりのようなものが纏まとわりついている。

「なっ、何だ、あれ──」

　目を見張る二郎の隣で、哮天が告げた。

「二郎様、お気を付けください。あれが怪カイでございます」

　口元を引き締め、黒い塊かたまりを睨んでいる。

　シェンリーの言う通りだ。黒い怪カイが、男の右足に嚙みついているのだろう。二郎や哮天にはそれがぼんやりと見えるが、神通力のない普通の人間には見えていない。男は目に見えない得体の知れないものに足を取られ、混乱している。

　どうすれば、と戸惑う二郎の隣で、哮天が動いた。人間の姿のまま、躊躇ためらいなく怪カイに飛びかかる。縺もつれるようにして、コンクリートの上を転がった。

「逃げてください！」

　その隙すきに二郎が声をかけると、男は慌てて逃げ去った。

　すると、彼が走り去った方向と反対側に、黒い塊も逃げていく。

「待て！」

　逃すものか。二郎たちもそれを追いかけた。

　怪カイは細い路地に入っていった。突き当たりに、古い一軒家がある。その扉の前で、黒い塊がふっと姿を消した。

　見渡しても、どこにもいない。

「いなくなったぞ……」

「この家に入ったのでしょうか」

　塀に囲まれた一軒家を見つめる。表札はなく、インターフォンも壊こわれたままだ。

「誰も住んでないみたいだな」

「我々も中に入ってみましょう」

　哮天がドアノブに手を伸ばすと、

「──うわっ」

　次の瞬間、バチッという音がして、彼の体は勢いよく弾はじき飛ばされてしまった。

「おい、大丈夫かっ」

　二郎は哮天に駆け寄り、その体を抱き起こす。

「……どうやら、結界が張はられているようです。中に入れません」

「俺は入れるみたいだけど」

　二郎がドアノブに手をかけても、弾かれることはなかった。

「ここは俺が行ってくるよ」

「お待ちください、おひとりでは危険です」

　哮天が呼び止めた。心配そうな顔で二郎を見上げる。

「大丈夫だって。お前はそこで待ってろ。いいか？　ちゃんとおとなしく待ってるんだぞ。問題は起こすなよ」

「……御ぎよ意い」

　渋々頷く哮天を横目に、二郎はそっとドアを開け、中に入った。

　家の中は真っ暗だった。しんと静まり返っている。妙に空気が冷えていて、背筋が震えた。かなり気味が悪い。

　次第に、暗闇に目が慣なれてきた。ぼんやりと辺りが見えるようになり、さらに足を進めようとした、そのときだった。

　トントン、と後ろから肩かたを叩たたかれた。

「ひっ」

　驚きのあまり飛び上がる。

　恐る恐る振り返ると、そこには──青白い男の顔。

「ぎゃーっ！」

　悲鳴をあげて後あと退ずさると、男の顔が呵か々かと笑った。

「ははっ、びっくりした？　ねえ？　びっくりした？」

　よく見れば、それは知った顔だった。

　──シェンリーだ。

「シェンリーさん!?　……えっ？　ちょっ、なにやってんすか、こんなところで」

　呆あつ気けにとられている二郎に、シェンリーは涼すずしい顔で答える。

「仕事だよ」

「仕事？」

「幽霊退治。この家に鬼グイが出るらしいから、祓ってくれって。急にキミが中に入ってきたから、ちょっと脅かしてやろうかなって思ってさ」

「なにやってんすか、もう……」

　呆れた。なんて子ども染みたことをしてくれるんだ。

「死ぬかと思いましたよ、びっくりして」

「キミがそういう可か愛わいい顔もできるとは、知らなかったなぁ」

　シェンリーはひとしきり笑ってから、二郎に尋ねた。

「キミの方こそ、ここでなにしてるの？」

　訊かれ、二郎はこれまでの経緯を簡かん潔けつに説明した。

「──それで、黒い怪カイがこの家に入っていったように見えたんで、確かめようと思って俺も中に入ったんすけど」

　だが、シェンリーは首を傾げている。

「ボクはずっとここにいたけど、そんな怪カイは見なかったなぁ。そもそも、怪カイはこの家には入ることができないんだよ。家の壁に桃の木の札が張り巡らされてるからね」

　シェンリー曰く、桃の木には怪カイを退しりぞける効果があるらしい。

「だから、怪カイにはこの家を出入りすることができない」

　その言葉で、二郎も合が点てんした。

「そっか。それで哮天は中に入れなかったのか」

　ふと、シェンリーがドアに視線を向けた。

「……ねえ、なんだか外が騒がしくない？」

　そう言われて、二郎も耳を澄すましてみた。たしかに、家の外で話し声がする。
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「──おい、貴様」

　二郎様はご無事だろうか、と主の身を案じていた哮天の背後で、不意に誰かが声をかけてきた。

　振り返ると、

「ここでなにをしている」

　五人の男が哮天に近付いてくる。五人全員が、怪カイだ。人に擬ぎ態たいしてはいるが、顔の随所にその正体が見て取れる。

　闇やみに溶けるような黒いカンフースーツを身にまとったその集団は、哮天をすばやく取り囲んだ。

「……あ？　何モンだ、てめぇら」

　哮天は身構え、男たちを睨みつけた。

　五人の中の一人、リーダー格の男が、哮天を顎で指す。

「連れて行け」

　短く命じると、他の四人がそれに頷き、哮天に摑つかみかかってきた。

「なにすんだよ、離せっ！」

　腕うでを振るい、抵抗する。擬態を解いて応戦しようとしたところで、哮天の頭に二郎の言葉が過よぎった。

　──ちゃんとおとなしく待ってるんだぞ。

　──問題は起こすなよ。

　彼らの中の一人が呪文を唱えている。このまま哮天の動きを封じるつもりなのだろう。

　そのときだった。

「──哮！」

　家の中から二郎が飛び出してきた。

「二郎様っ」

　いつの間にやら現れたカンフースーツの集団に、二郎も困惑していた。

「どういう状況なんだ、これは……」

「こいつらが急に、私に摑みかかってきたんです」

　説明している隙を突き、男たちは哮天を取り押さえた。

「おい、待てよ」

　すぐさま二郎が割って入ろうとしたが、

「邪魔だ、どけ」

　男の一人が、彼を突き飛ばした。不意を突かれた二郎の体がよろけ、地面に尻しりをつく。

「二郎様！」

　倒れた主人の姿に、かっと頭に血がのぼる。

　──許せない。二郎様に、なんてことを。

　哮天は牙を剝き出し、男に摑みかかった。

「てっめええらあぁ！　二郎様になにしてくれとんのか、コラアァァッ！」
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　カンフー服姿の謎の集団が、暴あばれる哮天を取り押さえた。リーダー格の男に鳩みぞ尾おちを一発殴られ、哮天は気を失い、その場に倒れた。

「──捕ほ獲かく完了」

　哮天の体を抱え上げると、彼らは一瞬にして姿を消してしまった。

「な、何だよ、あれ……」

　いったい何だったんだ、今のは。いきなり哮天を拘束し、連れ去ってしまった。何の断ことわりも、説明もなく。

　ただ独り取り残され、啞あ然ぜんと立ち尽くしている二郎に、

「あらら、連れてかれちゃったねえ」

　どこからともなく現れたシェンリーが、唐突に声をかけてきた。

「今のは【隠おん身しんの法】だよ。見ての通り、姿を消す術じゆつだ」

「……あんた、今までどこで何してたんすか」

「そこの茂みに隠れてた」

「なんで助けてくれなかったんですか！」

「だって、ボクまで捕まったら嫌じゃん」

「…………」

　……そうだ。この男は、こういう奴だった。

「いやぁ、それにしても面白かったねぇ。さっきの哮天くんの顔、見た？　『なにしてくれとんのか、コラァ』だって。ヤクザもびっくりの大迫力。似たもの主しゆ従じゆうだこと」

　シェンリーは肩を震わせて笑っている。

「あんたねぇ……っ」

　笑いごとじゃねえぞ、この薄はく情じよう者もの、愉ゆ快かい犯はん、自己中心男。二郎は心の中で罵ののしった。

　それから、先せん刻こくの集団を思い返す。

「ってか、何者なんすか、あいつら」

「自警団だよ」

「ジケイダン？」

「そう。怪カイ専門の警けい察さつや保ほ安あん官かんみたいなものさ。自警団は、メンバー全員が怪カイなんだ。人間に害を及ぼす怪カイを見つけて、捕まえるのが仕事」

「怪カイが怪カイを捕まえるんすか？」

「自治団体だからね。人間に害をなす怪カイを放っておけば、そのほかの怪カイたちに迷惑がかかるでしょ。彼らは自ら怪カイを取り締しまることで、怪カイの市民権を守ってるんだよ」

「……ってことは、哮天は人間に害がいを与えてたってこと？」

「うーん、それはちょっと違う」

　と言ってから、シェンリーは一枚の紙を見せてきた。

　そこにはこう書かれている。

　──【手配書】黒色の怪カイ、元町二丁目付近に現る。人に嚙みつく被害有り。おそらく獣怪の類。見つけし者は須く中華街自警団まで報告すべし──

「なんすか、この紙」

「自警団が作成している手配書。彼らはこの怪カイを捜していた。おそらく哮天くんは、これと間違われちゃったんだろうね。よくある冤えん罪ざいだよ」

　たしかに、哮天の毛並みは黒い。その正体は犬の怪カイで、人に嚙みつくこともできる。そんな彼が現場付近をうろついていたならば、事件に関かん与よしているのではと怪しまれてしまうことだろう。

　現に哮天は、犯人と間違われて自警団に捕まってしまったわけだが。

「──で、哮天はどこに連れていかれたんすか」

「中華街。彼らの事務所の中に、牢ろう屋やがあるんだ。人間世界でいう留りゆう置ち場じようみたいなもので、哮天くんはしばらくそこで尋問される。事情聴取ってやつだね。人間界と同じことさ。裁さい判ばんにかけられて有罪になれば、最悪の場合は処しよ刑けいされる。魂ごと殺さつ処しよ分ぶんだ」

「殺処分って、そんな──」

　顔を強こわ張ばらせる二郎に対し、シェンリーはへらへらと笑う。

「まあ、よかったじゃん。これで哮天くんはいなくなる。キミはもう、彼につきまとわれずに済すむんだから」

　言われて、はっとした。

　シェンリーの言葉を思い出す。

　──すぐにキミの前からいなくなるよ。

　あのとき、彼はそう言っていた。

「まさか、あんた……仕組んだのか？」

「仕組んだなんて人聞きの悪い」

　シェンリーはわざとらしく肩をすくめた。

　彼は、自警団が黒い獣怪を捜していることを予あらかじめ知っていた。連中が現場付近を巡回していることも。こうなることをわかっていて、哮天を現場に向かわせたのだ。

　──すべては、この男の思おも惑わく通り。

　くそ、と舌打ちし、二郎は項垂うなだれた。

「あんたって人は……どこまで外げ道どうなんだよ」

「心外だなぁ。哮天くんを追い払いたいって言い出したのはキミだろう？　ボクはただキミの願いを叶かなえてあげただけだ」

「でも、俺は、こんなことは望んでない」

　哮天を殺そうとか、退治しようとか、そういうつもりは毛もう頭とうなかった。ただ、自分から離れてほしかっただけだ。

「こんなことは望んでない、だって？」

　シェンリーが冷ややかな視線を寄よこしてくる。

「なにを偽ぎ善ぜん者しやぶっているんだい。同じことじゃないか。これは、キミが望んだ結果だ」

「それは、っ──」

　続ける言葉が見つからない。言い返せない。

　考えてみれば、すぐにわかることだ。あの忠ちゆう誠せい心しんの強い哮天が、簡単に二郎から離れるはずがない。二郎神を諦あきらめてくれるわけもない。何度死んでも、魂だけになっても、たった一人の主を探し続けた男だ。そんな男から逃れるためには、彼の魂ごと、消し去ってしまうしかない。

　再び舌打ちし、二郎は頭を搔かき毟むしった。

「二郎くん」

　二郎の肩にそっと手を置き、シェンリーがしみじみと囁ささやく。

「ボクはね、キミに学んでほしかったんだ。飼っていた犬を途中で捨てるというのが、どれほど残ざん酷こくで罪深いかということを」

「白々しい……」

　もっともらしいこと言いやがって、と二郎はシェンリーを睨みつけた。

「だいたい、俺が飼い始めたわけじゃないんですけど。文句なら、前世の奴に言ってくださいよ」

「『池ち北ほく偶ぐう談だん』にこんな話がある。ある男が、瘕カという病気にかかったんだ。腹はらの中にしこりができて、ひどく痛むようになった。そのしこりはときどき人の言葉を喋り、男に話しかけてきた。治ち療りようの効果もなく病がいよいよ重くなったときに、男の枕まくら元に女が現れて言った。『あなたの前世の男は、食料が尽きたからといって罪のない妾めかけの私を殺して、その肉を士し卒そつに食わせるような無む残ざんな真ま似ねをした。私はその恨うらみを晴らすために、十三代にもわたってあなたをつけ狙ねらっていました』ってね。──そして男は間もなくこの世を去った。前世の、それも九百年以上も昔の罪によって、彼は呪い殺されてしまったんだ」

「……なにが言いたいんすか」

「前世の業ごうというのは、それほどまでに深いものなのさ」

　シェンリーは真まっ直すぐに二郎を見み据すえ、言った。

「キミに残された道は二つだ。このまま哮天くんを見捨てるか、それとも──彼を受け入れる覚悟を決めるか」





[image: ]






　目が覚めると、哮天は冷たいコンクリートの上に寝転がっていた。

　そういえば、と思い出す。あの黒い服の連中に捕まったのだった。殴られて気を失ってから、ここまで連れてこられたのだろう。

　起き上がり、辺りを見渡す。鉄てつ格ごう子しが見えた。哮天は牢屋の中にいた。灯あかりもなく、ほの暗い部屋だが、怪カイである哮天は夜よ目めが利きく。牢屋の中は、寝心地の悪そうなパイプベッドと、薄うす汚よごれた毛布だけがあった。

　細い通路を挟んで、いくつもの独どく房ぼうが並んでいる。

「……どこだ、ここは」

　ぼそりと呟くと、すぐに言葉が返ってきた。

「おう、起きたか、新入り」

　男の声がする。隣の牢からだ。石の壁で隔へだてられているので、相手の顔は見えない。

「ここは、自警団事務所の留りゆう置ち場じようだぜ」

「自警団？」

　あのカンフースーツの集団のことだろうか。そういえば、怪カイを取り締まる集団がいるという噂は聞いたことがある。

「あんた、何の罪を犯おかしたんだ？」

　隣の男は尚なおも話しかけてきた。

「……別に何もしてねえよ」

　身に覚えはない。連中はいきなり現れて、自分を拘束した。罪状の説明もなかった。

「ちなみにオレは、結婚詐欺だ」

　訊いてもいないのに、男が言った。

「借金抱えてて、首が回らなくなってさ。人間の女を騙して金を巻き上げたんだ。オレ、他人になりきるのが得意なんだぜ。いくつもの人物を演じ分けて、上う手まいことやってたのさ。自警団の阿あ保ほ共も、なかなかオレを捕まえられずにいたんだけど──」

　よく喋る男だな、と肩をすくめ、哮天はベッドに横たわった。

　どうやら自分は、濡ぬれ衣ぎぬで投とう獄ごくされてしまったようだ。四方に呪じゆが刻きざまれ、しっかりと怪カイ対策が施ほどこされたこの牢の中では、神通力も使えない。脱獄は不可能だ。

　だが、無理に逃げる必要もなかった。自分は無実なのだから、そのうち疑いが晴れて釈放されるだろう。

　それまで一眠りしようと目を閉じたところで、鉄格子を数回、叩く音がした。

　牢の外に視線を向ける。通路に、男が立っていた。見覚えがある。哮天を捕まえた連中の、リーダー格の男。頰の一部が鱗で覆われていた。おそらくこの男、蛟みずちの怪カイの類だ。

「あの辺りで、人間が怪カイに襲われる事件が多発している」

　格子の向こう側から哮天を見下ろし、男が言った。

「へえ、そう」

　それがどうした、と哮天は鼻で笑う。

「身に覚えがあるだろう？」

「はあ？　何のことだよ」

「犯人は、黒い獣の怪カイだ。人に嚙みつくことからして、犬の類。……貴様が犯人なんじゃないか？」

　──冗談じゃない。

　哮天は憤いきどおりを堪こらえ、肩をすくめてみせた。

「俺はなにもやってねえ。だいたい黒い犬の怪カイなんて、この世に腐るほどいんだろうが」

　それでも、男は執しつ拗ように哮天を疑っている。

「素直に認めなければ、後々不利になるぞ」

「俺じゃねえって言ってんだろ！」

　哮天は立ち上がり、声を荒らげた。

「濡ぬれ衣ぎぬでこんな豚ぶた箱ばこにぶち込みやがって、さっさと出しやがれ！」

「しばらくそこで頭を冷やせ」

　男が背を向け、立ち去っていく。

「おい、待て──くそっ」

　哮天は舌打ちし、鉄格子を蹴けり上げた。

「何なんだよ、もう……」

　ぼろ雑ぞう巾きんのような毛布に包くるまり、ベッドに横たわる。

　目を閉じると、ふと、主の顔が浮かんだ。

「……二郎様」

　哮天の小さな呟きは、誰にも届かずに搔き消えた。
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　翌日、哮天はやはり、二郎の家まで迎えに来なかった。学校も欠席していた。今もまだ自警団に捕まったままのようだ。

　彼のことを考えると、複雑な気分になってしまう。悪い奴ではない、とは思う。ただ、主人を思うあまりに、言動が極きよく端たんになっているだけだ。鬱うつ陶とうしいと思うこともあるが、だからといって見捨ててはおけなかった。

「──それで、どうするの？」

　放課後、【桃源郷】に足を踏み入れた二郎に、シェンリーが開口一番に尋ねた。

　これからどうするのか──そんなの、決まっている。

「哮天を助けます」

　二郎は力強い口調で答えた。

　濡れ衣で捕まっている哮天を、牢の中から救い出してやらなければ。

「覚悟を決めたようだね」

「覚悟というか……冤罪を見過ごすわけにもいきませんから」

　このまま哮天が処しよ刑けいされてしまえば、寝覚めが悪くなってしまう。

「そうと決まれば、哮天くんの無実を証明してあげなきゃね」

　シェンリーがぽんと手を叩き、椅子から腰を上げた。

「でも、どうやって？」

「真犯人を捕まえるんだよ」







　哮天の無実を証明して身柄を解放させるためには、真犯人の正体を暴あばき、自警団に突き出さなければならない。

　日が沈んでから、二郎とシェンリーは再び現場を訪れた。

「──ここです」

　住宅街の一角。昨夜、サラリーマン風の男が襲われていた場所で、二郎は足を止めた。

「昨日、ここで怪カイを見たんすよ。黒い塊が、男の人の足に食らいついていて、哮天が飛びかかると逃げていきました」

「ねえ、その黒い塊って……あれのこと？」

　シェンリーが振り返り、指を差す。その視線の先に、黒い塊がうごめいていた。昨日、二郎が見た怪カイと、まったく同じものだ。

「あいつだ！　あいつです！」

　声をあげると、怪カイは二郎たちの方へと近付いてきた。

「うわっ、こっちに来ますよ！」

　二郎はとっさに身構えた。

　しかし、シェンリーに慌てるようすはない。

「無モー問マン題タイ」

　すぐ目の前まで迫っている怪カイに向かって、シェンリーがそっと腕を伸ばす。呪文のようなものをぶつぶつと唱えながら、怪カイに手を触れた。

　そのとたん、黒い煙のような塊だったものが、次第に形を変えていった。ぼやけていた輪りん郭かくがはっきりとした形になり、やがて、塊は真の姿を現した。

「…………犬？」

　怪の正体は、黒い柴しば犬いぬだった。

　黒い塊だったものが、シェンリーに触れられたことで、一匹の犬へと姿を変えた。いったいどんな魔法を使ったのやら。

「なにしたんすか、今」

「【視し鬼きの法】っていう、鬼グイの正体を透とう視しする術を使ったんだ」

「鬼グイ？　ってことは、黒い怪カイの正体は、妖怪じゃなくて……幽霊？」

「そういうこと。可愛いワンちゃんだね」

　シェンリーは体を屈かがめ、犬の頭を撫なでている。

　すると、嬉しそうに尻尾を振っていた犬が、いきなりシェンリーの足に嚙みついた。

「シェンリーさん、嚙まれてるっすよ！」

「大丈夫、痛くはない」

「え？」

　よく見れば、その犬はシェンリーの足を嚙んでいるのではなく、服の裾を咥くわえて引っ張っているだけだった。

　ワン、と一声吠ほえ、犬が走り出した。そして、数メートル先で立ち止まり、こちらを振り返る。

「ついてこい、って言ってるみたいだね」

　また、犬が走り出す。二郎たちもその後を追った。

　しばらく進み、角を曲がる。昨日と同じルートだ。突き当たりには、あの一軒家がある。

　犬は家の前で足を止め、その場に座り込んだ。

「この家に入れ、ってことですかね？」

「どうやら、そういうことみたいだね。それを伝えたくて、この辺りの人間の服を引っ張ってたんだろう」

　それを、人に嚙みついて襲っている、と勘かん違ちがいされたというわけか。

「呪符が貼ってあるから、この家に怪カイは出入りできない。自分じゃ入れない。だから、代わりに中に入ってくれる人間が必要だったんだ」

「でも、なんのために？」

「その答えは、この家の中にあるんじゃないかな」

　と言って、シェンリーは古い造りの建物を見上げた。
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　手て錠じよう（これにもご丁てい寧ねいに呪が刻まれている）をかけられ、哮天は牢屋から取とり調しらべ室しつへと移動させられた。

　鎖くさりで繫つながれたまま、椅子に腰かける。

　机を挟んだ向かい側には、自警団の男が座っている。

「──だから、なにも知らねえって」

　今日になって、これで三度目の取り調べだ。だらだらと続く尋問に、哮天も苛いら立だちが募つのる。

「お前が人間を襲っていたんだろう？」

「違う」

「いい加減に認めたらどうだ」

「俺じゃねえっつってんだろ！」

　堂々巡りだった。哮天を犯人に仕立て上げようとする自警団と、それを頑かたくなに否定する自分。平行線のまま、なかなか話が進まない。

　すると、男が紙の束たばを取り出し、中身を読み上げはじめた。

「いくつもの目撃証言がある。一昨日の七時頃、下校中の女子高生が襲われた。昨日は、六時半に買い物帰りの主婦が、その一時間後にサラリーマンが被害に遭あっている」

「……昨日の六時半？」

　男の発言を反はん芻すうし、哮天ははっとした。

「その主婦ってのは、六時半ちょうどに襲われたのか？」

　哮天の質問に、男が無表情のまま頷いた。

「ああ。その直前に時計を見たから、間違いないと言っている」

　だとしたら、無実を証明できるかもしれない。哮天は口の端はしを上げた。

「俺の財布は、どこにある？」

「我々が押おう収しゆうした」

「中、見てみろよ。肉まん屋のレシートが入ってるだろ。六時半ちょうどに、中華街で買い物したんだ」

　ふん、と鼻を鳴らすと、男は眉をひそめた。

「……そこまで言うなら、確認しよう」
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「この家は、ワケアリ物件なんだよ」

　例の一軒家のドアを開けながら、シェンリーが言った。

「前に、ここに住んでた老人が病気で亡くなって、その後の住人が部屋の中で幽霊を見たらしい」

「幽霊って、死んだ人の？」

「おそらくは」

　老人の名前は、田た中なか雄ゆう三ぞう。七十八歳。他界する五年前に妻に先立たれ、独り暮らしだったらしい。

「でも、家に呪符を貼ってるんだから、幽霊は退治されたんじゃないんすか？」

「あの呪符は本来、怪カイを出入りさせないためのものなんだ。家の中に幽霊がいる状態で、あんな風に呪符を貼ったって意味がない。幽霊を中に閉じ込めるだけだよ。どうせ法術を知らないインチキ道士が、テキトーに札を張って金を騙し取ったんだろうけど」

「道士ってのは、口が上手いですからね」

　嫌味のつもりだったが、シェンリーには軽く笑い飛ばされてしまった。

　ほの暗い家の中に足を踏み入れると、前回と同様、嫌な寒気を感じた。背筋がぶるりと震える。やはり、なにかがいるような気配がする。

　角かく灯とうを片手に、シェンリーは家の中をくまなく調べていく。居い間ま、客間、寝室、トイレ──しかし、どこにも幽霊の姿はない。

「田中さん、出てこないっすね……」

「鬼グイは繊せん細さいで気まぐれだからねぇ。祓はらわれるのを嫌がって、なかなか姿を見せないことも多いんだ」

　それから、シェンリーは顎に手を当て、

「……やっぱり変だな」

　と、神妙な面持ちで呟いた。

「変って、なにが？」

　特に変わったところはない。寒気はするが、ごく普通の空き家だ。

「この家、臭くさいと思わない？」

　訊かれ、二郎も辺りを嗅かいでみた。……たしかに、ちょっと臭う。

「言われてみれば、なんか生臭いっすね？」

「でしょ」

「それが、どうかしたんすか？」

「一般的に、陸で死んだ鬼グイは、紙を燃やした灰みたいな臭いがする、って言われているんだ。逆に、水の中で死んだ鬼グイは生臭い臭いがする。この家の主は病気で死んだから、灰の臭いがするはずなんだけど」

　なのに、生臭いということは──

「水回りで死んだんじゃないすか？　風ふ呂ろとか」

「それだ！」

　なんとなく思いついた二郎の発言に、シェンリーが声をあげた。

　すぐに風呂場へと向かう。脱衣所の先にあるドアを開け、中を角灯で照らし出す。幽霊の姿はなかった。

「田中さん、田中雄三さん、聞こえますか」

　呼びかけてみるが、なにも反応はない。

「出てきてください。我々は、貴方の魂を救いにきました」

　それでも懸命に呼びかけ続けていたところ──突如、寒気が増した。どこからともなく風が吹き、生臭さがいっそう強くなる。

　──そして、霊が現れた。

　いつの間にやら、目の前に老人が立っている。

　……それも、なぜか全ぜん裸らだ。

「…………あ」

「おやおや、これは……」

　いきなり現れた素すっ裸ぱだかの──しかも頭にはシャンプーハット。両手で股こ間かんを隠している──幽霊に、さすがのシェンリーも困こん惑わくしている。

　対して、老人は恥はずかしそうに頰ほおをかいた。

「すみませんね、こんな格好で……風呂に入っていたものですから」

「あなたが、田中雄三さんですか？」

「ええ、そうです。……あなた方は、私を祓いにきたのでしょう？」

　そう言って、雄三は苦笑を浮かべる。

「実は、自分が死んだことは、わかっているんですよ。私がこの家に居着いているせいで、いろんな人に迷惑をかけていることも」

「だったら、どうして……」

　彼は未いまだに、この世に留とどまっているのだろうか。

　その理由を問えば、

「私はまだ、成仏するわけにはいかないんです」

　彼はこちらを真っ直ぐに見据えて、力強く答えた。心残りがあるんです、と。

「……私は元々、心臓に病気がありましてね。一年前のあの日、ちょうど風呂に入っていたところ、発ほつ作さが起きてしまい、そのまま風呂で溺おぼれて死にました。この通り、幽霊になった私はどうしていいのかわからず、しばらくその場に立ち尽くしておりました。すると、近所の人が血けつ相そうを変えて家に駆かけ込んできたんです。『タロウが車に轢ひかれた』って」

「タロウ？」

「私が飼っていた犬です」

　妻に先立たれた寂さびしさから、彼は犬を飼いはじめたのだという。

「黒い、雄の柴犬でした」

　──黒い柴犬。

　雄三の言葉に、二郎ははっと気付いた。

「それって、もしかして──」

　おそらく、あの黒い怪カイのことだろう。あの柴犬の幽霊は雄三の飼い犬だったのか。

「首輪につけていた迷まい子ご札ふだで、うちの犬とわかったのでしょう。タロウの死を知らせにきた隣人が、風呂場で私が倒れているのを見つけてくれたんです」

　すぐに雄三は病院に運ばれたが、遅すぎた。だが、近所の住人が飼い犬の死を知らせに来なければ、雄三の遺体はもっと発見が遅れていたかもしれない。

「タロウを繫いでいた紐ひもは咬かみちぎられていました。犬小屋は、風呂場に面した所にあります。もしかしたら、タロウは私の異変に気付き、誰かに助けを求めようとしたのかも」

　そして、タロウは家を抜け出し、道路に飛び出したところを──車に撥はねられた。

「自分の死に加えて、タロウが死んだことで、私はショックのあまりしばらく抜け殻がらのようになっていました。自分の葬儀を目の当たりにしても、そのときはまだ死が受け入れられず、家に人が訪れる度に話しかけてみたのですが、誰も反応がなくて……やがて、この家に新しい人間が住むようになりまして、霊感がある方だったのか、彼は私の顔を見てはひどく驚き、逃げていってしまったのです。──その頃からです。なんとなく、自分が死んだことを受け入れ始めたのは」

　二郎たちは黙って話に耳を傾けていた。

　雄三はさらに続ける。

「このままではいけない、早く成仏しなければ──そう思いました。だけど、タロウのことが気がかりだったんです。ちゃんと弔とむらってもらえたのだろうか、私のように幽霊として彷徨さまよってはいないだろうか、って……。確かめに行きたかったのですが、なぜか家の外に出られなくなってしまっていて……」

　それは家の壁に貼られた札のせいだろう。タロウもまた同じく、家の中に入れなくなった。彼らは札で隔たれ、再会できずにいた。

　そして、雄三が死んだことを知らないタロウは、今でもずっと、通行人に助けを求め続けている。

　だが、それも今日までだ。

　今日までにしてあげなくては。

「俺たち、あなたの犬に会いました」

　二郎が告げると、雄三は目を大きく見開き、身を乗り出した。

「ほ、本当ですか、それは」

「ええ。この辺りで、犬の幽霊が出ると噂になっています。その幽霊は、通行人の服を咥えて引っ張り、この家まで連れてこようとするんです」

　シェンリーは、雄三に優しく微笑ほほえみかけた。

「タロウくんは、あなたが死んでからも、自分が死んでからさえも、主人を助けようとしているんですよ」

　その言葉に、雄三は息を吞み、俯うつむいた。

「タロウ、っ……」

　彼は唇を震わせて、泣いていた。両手で顔を覆おおい、その場にくずおれる。

「私のことなんぞ忘れて、成仏してくれてよかったのに……」

「そういうわけにはいきません。タロウくんには、あなたしかいないんですから」

「……っ、そうですね」

　涙を拭ぬぐい、雄三は頷いた。立ち上がり、二郎たちに向かって深々と頭を下げる。

「どうか私を、タロウに会わせてください、お願いします」

「ええ、もちろんですよ。タロウくんは家の前で待ってます。すぐに、外へ出られるようにしてあげますからね」

　それから、シェンリーは二郎に指示を出す。

「二郎くん、札を全部剝はがしてきてくれるかな」

　二郎は頷き、すぐに玄関へと向かった。

　外に出て、壁に貼られていた札を剝ぎ取りながら、家の周りを一周していく。札は全部で二十三枚もあった。この札が、彼らを苦しめていたのだ。誰の仕業かは知らないが、余計なことをしてくれたものだ。

　相変わらず、タロウは家の前におすわりした状態で、おとなしく待っていた。

　二郎はタロウの前にしゃがみ込み、その頭にそっと手を伸ばした。相手は幽霊なので実体はないけれど、あたたかい感かん触しよくが、そこにはたしかにあった。

「……よく頑張ったな、タロウ」

　撫でると、タロウは嬉しそうに尻尾を振っていた。その姿が、どことなく哮天と重なる。

　──あの男もこうしてずっと、主人を待ち続けていたのだろうか。
















「今、ご主人様に会わせてやるからな」

　いよいよ対面の時間だ。二郎はドアノブを摑み、彼らを隔てる扉を大きく開いた。

　玄関にはシェンリーと、皺だらけの顔をくしゃくしゃにした雄三が待っていた。

「タロウ！」

　雄三が名前を呼べば、タロウは「ワン！」と高らかに吠え、走り出した。

「タロウ……ごめん、ごめんな……っ！」

　雄三も駆け寄り、タロウを強く抱きしめる。抱き潰つぶしてしまうのではと心配になるほどの力で、黒い体を搔かき抱いだいた。それでもタロウは、尻尾を振る。はち切れんばかりの勢いで振り続ける。全身で、喜びを表していた。




　──……やがて、雄三とタロウの姿は透明になり、そのまま見えなくなってしまった。

「消えた……」

「魂が浄化されたんだよ。未練が消えて、成仏できたんだ」

　空を見上げ、シェンリーが呟くように言う。

「来世でも、一緒になれるといいね」

「そうですね」

　二郎も頷いた。

　嬉しそうな、あのタロウの顔が忘れられない。彼らがずっと一緒に、幸せに過ごせればいい。そう思った。

「キミも、迎えに行ってあげなよ」

　夜空を仰あおいでいると、シェンリーが唐とう突とつに言った。

「……え？」

　首を傾げる二郎に、彼は袖そでの中から小さなメモ紙を取り出し、手渡した。

　そこに書かれていたのは、自警団事務所の住所。

「来世まで面倒見るのが、飼い主の責任だ」

　シェンリーは片目をつぶってみせた。

　──なるほど、たしかにそうかもしれない。
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　隣の牢のよく喋る男は、いつの間にかいなくなっていた。釈しやく放ほうされたのか、それとも処刑されたのか。

　そのうち自分にも、何らかの処置がくだされるだろう。

　牢の中で、哮天はたった一人の主に思いを馳はせていた。

「二郎様……」

　自分が傍にいることが、主のためになる。そう思っていた。

　けれど──

「……俺がいたら、迷惑なのかもしれないな」

　信じて疑わずに何世紀も過ごしてきたその気持ちが、今は揺らぎつつある。

　二郎は、この十六年間、普通の人間としての人生を歩んでいた。そんな彼を無理やり怪カイの世界に引きずり込むことは、本当に正しいことなのだろうか。

　妖怪退治には危険が伴う。いくら二郎神の生まれ変わりとはいえ、彼は元々、普通の人間なのだ。魑魅魍魎相手にその身を晒さらすよりも、このまま怪カイとは無む縁えんの平へい凡ぼんな生活を送っていた方がいいのかもしれない。

　彼の傍にいたい。昔のように、共に妖怪退治をしたい。だが、そんなものは、所しよ詮せんは自分のエゴに過ぎない。二郎にとってみればいい迷惑だろう。現に彼は、下へ手たな芝しば居いを打ってまで、自分を遠ざけようとしていた。

　自分の存在は、邪魔なのだ。

　──俺は、このまま処刑されて消えた方が、あの人のためになるんじゃないだろうか。

　そんな愚おろかなことまで考えはじめていたところで、牢の扉が叩かれた。金属音が響き渡り、哮天ははっと我に返る。

　いつの間にか、目の前の通路に男が立っていた。自警団のリーダーだ。

「──出ろ」

　突然の命令に、哮天は目を丸くして男を見つめた。

「え？　なんだって？」

「出ろと言ったのだ。早くしろ」

　男は格子の鍵かぎを外し、扉を開ける。

「釈放だ。裏が取れた。肉まん屋の店主が、お前の顔を覚えていた」

「……ほらな。俺じゃないって言っただろ」

　悪態をつきながら立ち上がり、哮天は牢の外に出た。

　だが、自由になったところで、自分に居場所はなかった。もう二郎の傍にいるわけにはいかないのだから。このまま檻おりの中にいた方がよかったかもな、と自じ嘲ちようがこぼれる。

「迎えの者が来ているぞ」

　これからどこに行こうかと思案している哮天に、男がそう告げた。

「……え？」

　──迎えの者って、誰だ？







「──哮」

　自警団の事務所がある雑居ビルから外に出た途端、主の姿が目に飛び込んできた。壁にもたれるようにして立っている。

「二郎様！」

　哮天は目を丸くした。

「もしや、この私めを、お迎えに来てくださったんですか……？」

「あー……まあな」

　二郎は曖昧に頷き、頰を搔いた。

「……来世まで面倒みるのが飼い主の責任だって、シェンリーさんに言われたから」

　どういう意味だろうか。来世？　飼い主？　シェンリーがなにか吹き込んだのか？

　首を傾げる哮天に、二郎は「帰るぞ」と促すと、踵きびすを返した。足を踏み出し、ゆっくりと歩き出す。哮天もそれに続いた。向かう先は、【桃源郷】か。

　しばらく歩いていたところ、

「……ごめんな」

　前を向いたまま、二郎がふと、口を開いた。小さな声だった。

「記憶、思い出したって、噓吐ついてた」

「……構いませんよ」

　最初から知っていましたから、と哮天は微笑み返した。

「それに、元はといえば、私が悪いのです。私が、二郎様のお気持ちも考えず、迷惑になるようなことばかりして……」

　すべては、自分の愚かさのせい。

　歩きながら言葉を紡つむぐ。少し、声が震えた。

「ずっと考えておりました。私は、貴方の傍にいてもいいのだろうかと」

「……なんだって？」

　二郎が立ち止まり、こちらを振り返った。眉をひそめ、哮天の顔をじっと見つめる。

　哮天は視線を逸そらした。

　この人を守りたい。ただ、それだけだった。その思いが、彼を苦しめている。

　──この人とは、ここでお別れだ。それが、彼のためなのだから。

　泣き出しそうになるのを堪えながら、哮天は言葉を続ける。

「ようやく気付きました。貴方は、普通の人生を歩むべきなのだ、と。私は邪じや魔ま者ものです。だから、私は貴方の元を去って──」




「そこの兄ちゃんたち、ちょっと見てってよ！　安いよ！　掘り出し物あるよ！」




　突然の大きな客寄せの声に、哮天と二郎は揃って振り返った。

　声をかけてきたのは、土産みやげ物店の店員だ。ワゴンの中に、皿や茶碗などが所狭しと並んでいる。『値下げ』『タイムセール』といった客を煽あおるような文字が踊おどっていた。

「ほら、今なら安いよ！　お得だよ！」

「……うるせえな」

　つい舌打ちがこぼれる。

　──人が大事な話をしているというのに、邪魔しやがって。

　哮天が店員を睨みつけた、そのときだった。




「ああああぁーっ！」




　隣にいた二郎が、突然、叫び声をあげた。

　見れば彼はものすごい形ぎよう相そうを浮かべている。

　いったい何事かと目を見張る哮天を余所に、二郎はワゴンに並んだ大量の壺を指差した。

「こ、この壺、まさかっ──」

　ワゴンに駆け寄り、彼は商品のひとつを手に取った。じっと目を凝こらして、穴が空くほど見つめている。

「ど、どうなさったんですか、二郎様……」

「この色、この柄、この形……間違いない、あの壺じゃねえかっ！」

　いったい何の話やら。哮天にはさっぱりだった。

「なにが三百万円だ……なにが秦しんの時代のお宝だ……」

　二郎の怒りは治まりそうにない。拳こぶしを握りしめ、体を震わせている。

「また騙しやがって……あのペテン野郎、もう許さねえ！」

　壺をひとつ購入し、二郎は脇わきに抱えて走り出した。なにがなんだかわからないまま、哮天も慌ててその後を追った。
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　以前、二郎が割ってしまった【桃源郷】の商品──はるか昔、秦の始し皇こう帝ていの時代に作られたという、三百万円もするという高価で貴重な壺。

　それとまったく同じものが、ワゴンの中に乱雑に詰め込まれ、ひとつ千五百円で売り捌さばかれていたのだから、問い詰めないわけにはいかない。

「シェンリーさんッ！」

　二郎が血相を変えて店に飛び込むと、

「どしたの、そんなに慌てて」

　シェンリーは普段通り、暢のん気きに中国茶を飲んでいるところだった。

「どういうことか説明してくださいよ！」

「なにがー？」

「これですよ、これ！」

　円卓の上に壺を叩きつけ、問い質ただす。

「この壺、見覚えありますよね？　すぐそこの土産物屋でワゴンセールやってたんすけど！」

「…………」

「あんた、これ三百万もする高価な壺だって言ってましたよね？　見てくださいよこの値札！　千五百円！」

「…………」

　シェンリーは黙ったまま、じっとその壺を見つめた。

　しばらくして、




「……バレたか」




　と呟き、へらっと笑った。

「またかよっ！」

　二郎の怒声が店内に響き渡る。

「ホント何なんすか、あんたって人は！」

「まあまあ、落ち着きなよ。軽い冗談じゃないか」

「脅して三百万円も巻き上げようとしたことの、どこが冗談なんすか！」

「そのうち打ち明けるつもりだったし」

「噓吐け！」

　我慢の限界だ。二郎はシェンリーに摑みかかった。

「この野郎！　もう許さねぇ！」

「じっ、二郎様！　落ち着いてください！」

　慌てて哮天が止めに入る。

「そうだよ、こんなところで暴れたら、まずいって」

「うるせえっ！」

　全身の筋肉を総動員して、二郎はシェンリーの襟えりを摑むと、そのまま力いっぱい彼を投げ飛ばした。

「[image: ]アイ[image: ]ヨー！」

　シェンリーの瘦そう軀くが、勢いよく棚に激突する。その衝撃で、棚の上の物が次から次へと床に落ちていく。

　ガシャン、と音を立てて、その中のひとつ──細長い壺にひびが入った。

「あああーっ！」

　それを見たシェンリーが、叫び声をあげた。

「……なっ、なんてことをしてくれたんだ、キミは！」

　深刻そうな表情で頭を抱えている。

「この壺は、それはもう大変な代しろ物ものなのに……」

「もうその手には乗りませんよ」

　ふん、と二郎は鼻を鳴らす。

　どうせ噓だ。いくら請求されても、今回ばかりは信じない。

　ところが、次の瞬間──壺に異変が起こった。

　まるで生き物のように、その壺がガタガタと震えはじめたのだ。やがて、ひびの入ったところから眩まばゆい光が漏もれ出し、音を立てて破裂した。

　割れた壺の中から、禍まが々まがしい気が溢れ出し、店の外へと飛び出す。黒い煙のような形のそれは、いくつもの筋すじになって夜空に舞い上がると、様々な方角へと消えていった。

「……な、なんだ、今のは？」

「怪カイだよ」

「え？」

「その壺はね、ある道士が、大昔に怪カイを封ふう印いんしたものだったんだ。それが、壺にひびが入ったせいで封印が解かれて、怪カイたちが街に飛び出してしまったわけ」

「うそだろ、そんな……」

　青ざめる二郎。

「キミのせいなんだから、キミがなんとかしてよね」

　渋い顔でため息をつくシェンリー。

　──そんな中、一人だけ嬉しそうな男が。

「二郎様っ！」

　哮天は意気揚よう々ようと声を弾はずませる。

「心配無用、私がついております！　一緒に怪カイどもを退治して回ろうではありませんか！」

　実に楽しげだ。

「ああ、もう……」

　──結局、こうなる運命なのか。

　二郎が怪カイを避けても、怪カイが二郎を追いかけてくる。

　ため息をついたところで、そういえば、と思い出した。土産物屋の前での、あの言葉。

「哮天、さっきお前、なんか言ってたよな？　俺がどうこうって」

　訊けば、哮天は満面の笑みで首を振った。

「いえ！　何でもありません！」
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　五月上旬。二じ郎ろうたちの高校では中間テストが行われ、今日がその最終日だった。ここ最近はテスト勉強で忙しかったので、こうして放ほう課か後ごに中ちゆう華か街がいを訪おとずれるのも久ひさ々びさである。

　暖かい日差しの中、関かん帝てい廟びよう通どおりを練ねり歩く。平日の、昼時をとうに過ぎた頃ころ合あいの中華街は、少しだけ穏おだやかに感じられた。人も少なく、連つらなる飲食店はどこも暇ひまそうだ。

「──ところで、二郎様。如何いかがでしたか、今日の試験は」

　他愛のない会話をしながら歩いていたところ、哮こう天てんが話題を変えた。

　今日の科目は、世界史、古典（漢文・古文）、数学だった。テストの出で来きを思い返しながら、二郎は「うーん」と唸うなる。

「数学はイマイチだったな。大問１に時間かけ過ぎて、最後の方はバタバタだったし」

「おのれ、大問１め……二郎様を手こずらせやがって……」

「全体的に、あんまり期待できなそうだなぁ」

「気に病やむことはございません。あのような紙の試験ごときに、二郎様の実力は量はかれますまい」

　怪カイたちとの共きよう存ぞんにもだんだんと慣れはじめ、二郎も最近は臆おくすることなく、角つのの生はえた店主から肉まんを買えるようになった。今ではすっかり、その店の常連だ。

　いつものように人数分の肉まんを購入してから、二郎と哮天は【桃とう源げん郷きよう】へと向かった。

　細い路地に入り、その先をさらに曲がると見えてくる、木造の古い建物。骨こつ董とう屋やとは名ばかりの、ただの物置小屋だ。表には一応「営業中」の札がかかっているが、戸も窓もぴしゃりと閉ざされ、客を呼び込むような看かん板ばんはない。外がい装そうも、いくつかの赤い提ラン灯タンが吊つり下がっているだけ。商売っ気はまったくない。

　骨董、と呼べば聞こえはいいが、この店にあるのは怪カイ絡がらみのいわくつきの品ばかり。入り組んだ場所に店を構えていることもあり、骨董目当てに訪れる客はほとんどおらず、客の目的も大抵が怪カイ絡みの相談事である。

　さっそく店に入ろうとしたところ、

「──ふざけんなよっ、この詐さ欺ぎ師しが！」

　中から怒声が聞こえてきたので、二郎は思わず扉とびらに伸ばした手を引っ込めた。

　次の瞬間、ガラッと勢いよく戸が開き、中から若い男が飛び出してきた。

「覚えてろよぉおおっ！」

　叫びながら、男が走り去っていく。

　その後ろ姿を見つめたまま、二郎たちは啞あ然ぜんとなった。

「…………」

「…………」

「……なんだ、今のは」

「……さあ、なんでしょうか」

　互いに顔を見合わせ、首を傾かしげる。

　いったい何事だろうか。「詐欺師が！」と叫んでいたようだが、この店の詐欺師といえば、当然、あの男しかいない。

「やあ、二人とも、おかえりー」

　店に入ると、その詐欺師が笑顔で出で迎むかえた。

　ちょうど中国茶を淹いれている最さい中ちゆうの彼に、二郎は今しがたの騒さわぎについて尋たずねた。

「さっきの男、何すか？　めっちゃ怒ってましたけど」

「ああ、ただのクレーマーだよ」

「クレーマー？」

「前にうちの店で『運気が上がる御お守まもり』を買ったらしいんけど、全然効果がなかったって、怒ど鳴なり込んできたんだ」

　それはクレームではなく、正当な主張かもしれない。シェンリーの日頃の行いを見ていると、そう思えてしまう。

「『効果・効能には個人差があります』って言ったら、あの通りさ。捨すて台詞ぜりふを残して帰っていった。まったく困ったものだよねぇ」

「……あんた、いつか刺さされますよ」

　現に何度刺してやろうかと思ったことか。うんうん、と隣となりで哮天も頷うなずいている。

「どうせまた、変なモン売りつけたんでしょ」

「人聞きが悪いなぁ」

「そうやって人を騙だまして遊ぶの、やめた方がいいっすよ」

　という忠ちゆう告こくも、シェンリーは鼻で笑い飛ばしてしまう。

　もういい、いっそ刺されて痛い目をみろ。差し出された茶を一気に飲み干し（本当は三度に分けて飲むのが礼儀らしいが）、二郎はため息をついた。

　この店の店主はペテン師ですよ。皆さん、この綺き麗れいな顔に騙されちゃいけませんよ。金をぼったくられますから、気を付けてくださいよ──そう叫びながら、中華街を一周したいところだ。騙されていることに気付く客がいてもいいはずだが、歯は痒がゆいことにシェンリーは『腕のいい道士』として上う手まく立ち回っている。店を訪れる客は途切れない。

　この日も、すぐに別の客がやって来た。

　中年の男だ。顔色が悪く、目の下にはくっきりとくまができている。彼が悩みを抱えているということは、その表情から一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　男を客用の椅い子すに座らせると、シェンリーは新しく茶を淹れはじめた。様々な種類の中国茶や茶器が並ぶ戸棚から、ひとつの茶ちや葉ばを取り出す。彼曰いわく、白はく毫ごう銀ぎん針しんという名の白はく茶ちやの一種で、疲労回復やリラックス効果があるらしい。温めたガラス製の茶器に入れて湯を注げば、長細い茶葉が中で踊る様子がよく見える。やがて、茶葉から色が滲にじみ出て、淡い黄色に染まった。人数分の杯はいに注ぎ分け、ひとつを客に差し出した。

　茶で唇くちびるを湿らせてから、客は本題に入った。

「一週間ほど前から、体に異変が出始めたんです」

　彼は、この店に来るのはこれで二度目だそうだ。前回は、妖怪にとり憑つかれたせいで腕うでが上がらなくなる、という奇病に悩まされていた。だが、信じられないことに、シェンリーの術のおかげで回復したのだという。信じられないことに。

　今回も彼は、原因不明の病やまいに見舞われてしまい、シェンリーを頼ってここまでやって来た次第だった。

「まず、変な声が聞こえるんですよ」

　と、客は自分の病状について説明をはじめた。

「声？　どんな？」

「低い、男の声です。耳の中に誰かがいて、喋しやべりかけてくるような感じがするんです」

「ほう」

　シェンリーは意味深な表情を浮かべて唸った。

「他には？」

「それから、お酒が飲めなくなりました」

「酒、ですか」

「それまでは大好きで、毎日晩ばん酌しやくも欠かさないほどでしたが、急にアルコールに弱くなったようで、あまり飲む気にもなれず……」

　いいことじゃないか、と二郎は心の中で手を叩たたいた。二郎の父は最近、ビールの飲みすぎで痛つう風ふうになった。毎朝、膝ひざの痛みと戦いながら通つう勤きんしている。

　症状を一通り聞いてから、シェンリーは男を診みた。まずは、男の耳の穴をじっと覗のぞき込む。それから、彼の脂し肪ぼうのついた腹を服の上からべたべたと触った。

　簡単な触しよく診しんを終えると、シェンリーは深刻な顔でため息をつく。

「結論から言いましょう。貴方あなたは妖怪に憑かれています」

　という彼の言葉に驚いたのは、二郎だけだった。

　客の男は「やっぱりそうか」と納得している。

「あなたは憑かれやすい体質なのでしょう。まず、声が聞こえる、とおっしゃいましたね。それは耳の中に妖怪が棲すんでいるからですよ。【耳じ中ちゆう人じん】という小さな妖怪です」

「じちゅうじん？」

「耳の中から、ずっと語り掛けてくる怪カイです。『聊りよう斎さい志し異い』という清しん代だいの書物の中には、耳中人のせいで気が狂ってしまった男の話もあります」

「ああ……きっとそれだ、その妖怪に違いない」

　青ざめながら、男は何度も頷いた。

「お酒が飲めなくなったのは、【酒しゆ魔ま】という怪カイの仕し業わざでしょう。酒に纏まつわる妖怪で、憑りつかれると、酒を受け付けなくなってしまうんです」

「そんな……なんとかなりませんか、道どう士しさま」

　男が不安げに眉まゆを寄せ、シェンリーに縋すがり付く。

「お任せください。この私が、必ず貴方に憑いている怪カイを祓はらってみせましょう」

　シェンリーは胸を張って答えると、本棚から一冊の本を取り出した。

「なんすか、その本」

　横から二郎が覗き込む。そこには、漢字ばかりがぎっしりと並んでいて、どんな意味が書かれているのかはわからなかった。

「これは『易えき経きよう』だよ。怪カイを退しりぞけるのに効果があるんだ。ほら、神父が悪魔を祓うときに聖書を読み上げるでしょ？　あんな感じ」

　と説明してから、シェンリーは本文を読み上げはじめた。

「乾チエン元ユエン亨ホン利リー貞ジエン、乾チエン元ユエン亨ホン利リー貞ジエン──……」

　二郎たちは黙り込み、そのようすを見守った。

「大哉乾元ダーツアイチエンユエン、萬物資始ワンウーツシー、乃統天ナイトンテイエン、雲行雨施ユンハンイーシー──……」

　しばらく文章を唱となえていたシェンリーが、突然、かっと目を見開いた。

「──ハッ！」

　気合いの入った叫び声をあげ、客の男に向かって本を投げつける。

「いてっ」

　国語辞典ほどの分厚さの本が、男の顔面を直撃した。

「ちょっ、なにやってんすか、あんた！」

　二郎はぎょっとした。客の顔を覗き込み、すぐに謝罪する。

「すみません、大丈夫ですか」

「え、ええ、まあ……」

　男が顔をさすりながら、頷いた。鼻が少し赤くなっている。

「あんたねえ、お客さんに何てことしてんですか！」

「これも立派な退治法なんだよ。『易経』は、この本自体が怪カイ祓いの道具なんだ。本文を誦ろうするか、もしくは本を相手に投げつけることで、鬼怪妖怪を退けることができる」

　悪びれるようすもなく、シェンリーはそう言い放った。

「とにかくこれで、貴方の中にいる妖怪たちを退治しました」

「あ、ありがとうございます……」

「再び憑かれることを防ぐため、この呪じゆ符ふを身に着けておいてください」

　と、彼はいつものように一枚の紙切れを差し出す。

「一枚一万円のところを、今日はキャンペーン中なので半額で提供しています」

　また買わせるつもりなのか。二郎は顔をしかめた。

「それから、妖怪たちが憑りついていた間に、あなたの体が邪気に侵おかされ、何らかの器官が悪くなっているかもしれません。念のため、病院で検査を受けてください」

　男は素直に「わかりました」と頷き、これまた素直に相談料五万円と呪符代五千円を支払って、足取り軽く帰っていった。金払いのいい客だった。

　客が去った後で、

「……それにしても、耳の中に棲む妖怪なんているんですね」

　本棚に挿さっていた『聊斎志異』を開き、ぱらぱらとページを捲めくりながら、二郎は呟つぶやくように言った。その本には、たしかに耳中人についての記述がある。

　ところが、

「噓うそに決まってるじゃん」

　シェンリーは鼻で笑った。

「え」

　まさかの発言に、二郎は口を開けたまま硬こう直ちよくする。

「……噓？」

「あ、耳中人や酒魔といった怪カイはちゃんと存在するよ。でも、あの人は別に、怪カイに憑かれてるわけじゃない」

「じゃあ、声が聞こえるってのは？」

「ただの耳鳴り。もしくは幻聴。それを、人の声だって勘違いしてるだけ」

「急に酒が飲めなくなったのは？」

「歳としのせいで、肝機能が衰おとろえているんだろうね。アルコール性肝障害かもしれない」

　耳中人のせいでも、酒魔のせいでもなかったというのか。

　どこまで噓吐きなんだ、この男は。開いた口が塞ふさがらない。

「あんた、また人を騙して、金を巻き上げたんですか……」

「騙してなんかいないよ。病院に行くよう、ちゃんと勧すすめてあげたじゃないか」

　シェンリーは口を尖とがらせて反論した。

「だったら最初からそう言えばいいでしょ。偽にせのお祓いなんかして、金まで取らなくても」

「なんでも妖怪のせいにすると、痛い目みるってことさ。授業料だよ」

　──なんてやつだ。

　人を騙しておいて、憎にくらしいほどに平然としている。呆あきれてなにも言えない。

「もしや」

　思いついたように、哮天が口をはさむ。

「前回の、『腕が上がらなくなった』という男の症状も……」

「ただの五ご十じゆう肩かた」

　あっけらかんと真実を告げるシェンリーに、二郎はさらに呆れ返った。

「……あんた、絶対刺されますよ」

　いくら苦言を呈ていしても、反省の色はなし。このペテン道士には何を言ったって無駄のようだ。早く刺されろ、と心の中で呪のろってみる。

　シェンリーは嬉き々きとして、稼いだ金を金庫の中にしまい込んでいる。テンキー式で、六桁けたの暗証番号を入力して開かい錠じようするタイプの金庫だ。鉄の扉の間から、札束が垣かい間ま見えた。

「そんなに儲もうかってるんなら、俺の三千円、返してくださいよ」

　結局、二郎の呪符代は騙し取られたままだった。

「やーだね」

　シェンリーは舌を出して受け流す。

「やーだね、じゃないですよ。ちゃんと返してください」

「カネカネカネカネうるさいなぁ。その顔の怖こわさといい、キミはまるで借金取りだな」

「あんたねぇ……」

「おいテメェ、二郎様になに失礼なこと言ってんだ、コラ」

　哮天も参戦しようとしたところで、シェンリーは逃げるように話題を変えた。

「そんなことより、キミたちは自分の仕事に集中しなさいよ」

　言われ、二郎は肩をすくめる。

「わかってますって」

　自分の仕事──あの壺つぼから逃げ出した怪カイたちを、再び封印しなければならない。それが、三百万円の借金が消えてアルバイトから解放されても尚なお、二郎がこの店に足を運んでいる理由だった。不本意ではあるが、怪カイと対たい峙じするにはシェンリーの力を借りるしかない。

「ここに来る前に、自じ警けい団だん事務所に寄って、今あるだけの手配書をもらってきたんすよ」

　二郎は制服のポケットから折りたたんだ手配書を取り出し、円えん卓たくの上に広げた。全部で三枚ある。

　一枚目──【手配書】狐キツネの怪カイ。詐欺罪。留りゆう置ち場じようより逃亡。

　二枚目──【手配書】僵屍キヨンシーの怪カイ。窃せつ盗とう罪。嚙かみつく恐れ有り。

　三枚目──【手配書】[image: ]コウの怪カイ。傷害罪。中華街周辺にて目撃情報多数。

　シェンリーは三枚目の手配書を指差した。

「この【[image: ]コウ】ってのは、キミが野放しにしちゃった奴かもしれないな」

　二郎が割った例の壺には、五つの単語が書かれていた。それが、壺の中に封印されていた怪の名前だそうだ。たしかに、その中のひとつに【[image: ]コウ】という文字があった。

「どうやらこの怪カイは、近くの公園で目撃されてるらしいですね。今夜、行ってみましょう」

　手配書に目を通しながら、哮天が言った。

　その言葉に二郎も頷く。怪カイは日が暮れてから活動をはじめることが多い。夜になるのを待たなければ。

「それで、どうすればいいんすか？　退治の方法は？」

「新しい壺を用意したんだ。この中に封印する」

　シェンリーが棚から壺を取り出した。色は白く、赤で模も様ようが描かれている。どこかで見たような壺だ。

「あっ！　それ、俺がこの前買ってきたやつじゃないすか！」

　ワゴンセールの中で見つけた、あの壺だった。

「いやぁ、ちょうどいい大きさだったからさー」

　へらへら笑いながら、シェンリーは壺の表面に油ゆ性せいマジックで呪文を書き込んでいく。
















「本当に大丈夫なんすか、こんなので……」

　大量生産された千五百円の壺なんぞに、五体もの怪カイを閉じ込めることができるのだろうか。不安は募つのるばかりだが、シェンリーは胸を張って頷いた。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ」

　嫌な予感しかしない。自分調べの統計上、この男が「無モー問マン題タイ」と言うときは、だいたいなにか問題がある。

「[image: ]コウは獣けものの怪カイなんだけど、僵屍キヨンシーが進化したっていう説もあるんだ。だから、弱点は僵屍キヨンシーと同じで、棗なつめや赤あか豆まめ、鈴すずの音ねに鶏とりの鳴き声。それから、この『易経』もそう」

　シェンリーは先刻使ったばかりの本を、二郎に手渡した。

「手順はこうだ。怪カイを見つけたら、まずボクが結界を張る。キミたち二人と[image: ]コウを、ボクの術で別の空間に送る。その方が一般人を巻き込むこともないし、怪カイを取り逃がす心配もないからね」

「別の空間に送る、って……シェンリーさん、そんなことができるんすか」

　驚いた。この男、ただ呪符を売り捌さばいて小銭を稼かせぐだけの小物道士かと思っていたが。

「……キミ、ボクのことをただ呪符を売り捌いて小銭を稼ぐだけの小物道士だと思ってたでしょ？」

「思ってました」

　失礼な子だね、とシェンリーは肩をすくめる。

「そのあとは、適当に[image: ]コウにダメージを与えて弱らせて、『易経』を読み上げればいい」

　言うのは簡単だが、実際にやるとなると、なかなか難しそうだ。

「うまくいきますかねぇ……」

「心配無用！　この哮天がついております！」

「……なんか楽しそうだな、お前」

　そんなに妖怪退治がしたかったのか。

　瞳を爛らん々らんと輝かせている哮天に、二郎はため息をついた。







　日が暮れてから、二郎たちは件くだんの公園へと向かった。

「──いた。あれが[image: ]コウだよ」

　すぐに見つかった。公園のベンチの上に、例の怪カイはいた。椅子に寝そべり、体を休めている。鬣たてがみで覆われた顔。太く長い二本の牙きば。まるで獅し子しのようだ。

「でかっ……」

　二郎は目を見開き、思わず声を漏らした。想像以上の大きさだ。壺に封印されていたくらいだから、もっと小さな妖怪かと思っていたのに。擬ぎ態たいを解といた哮天くらいはある。

　とはいえ、不思議と妖怪に対する恐怖はなかった。戦いに慣れているおかげだろうか。喧嘩と同じだ。攻撃を見極め、避よけ、相手の隙すきを突けばいい。妖怪相手だろうと、それは変わらない。

　さっそく、シェンリーが何やら呪文のようなものを唱えはじめた。

　やがて、ベンチと[image: ]コウを取り囲むように、光の柵さくが出来上がる。

「それじゃ、二人とも、健けん闘とうを祈る！」

　シェンリーは二郎たちの背中を強く押した。

　前によろけ、柵の中に足を踏み入れると、突とつ如じよ、その場が眩まばゆい光に包まれた。

「わ、っ──」

　あまりの眩まぶしさに、二郎は思わず目を瞑った。




　──……数秒後、次し第だいに光が落ち着き、二郎はゆっくりと目を開けた。

「……何なんだ、ここは」

　辺りを見渡す。さっきとまったく同じ景け色しきが広がっていた。だが、シェンリーの姿はない。ここにいるのは、二郎と哮天と、例の化け物だけだ。街並みはそのままだが、人も車もなく、しんと静まり返っている。

「……何なんだ、ここは」

「結界の中でございます」

　隣にいた哮天が答えた。

「結界？　ここが……？」

　これが結界の中──シェンリーの言っていた別空間か。どういうカラクリかは知らないが、あの道士の法術によって、自分たちだけがここへ送り込まれてきたようだ。

　通行人もいないので、一般人に被害が及ぶ危険はない。たしかに、思い切り戦えそうだ。

　二郎は上着を脱ぎ捨て、いつものように半はん裸らになった。

　その隣で、哮天も全裸になる。擬態を解くためには仕方のないことだが、公園のど真ん中で服を脱いでいく彼の姿を見ていると、どうしても止めに入りたくなってしまう。

「──さて、やるか」

　戦闘の準備を終え、二郎は呟いた。

　[image: ]コウはこちらを睨みつけ、グルル、と低く唸うなっている。次の瞬間──真っ先に二郎へと飛びかかってきた。

《──二郎様！　危ない！》

　擬態を解き、獣の姿と化した哮天が叫んだ。

　そのときには、二郎はすでに攻撃を躱かわしていた。すばやく身を翻ひるがえし、間合いをとる。大丈夫だ、いける。いつも以上に、相手の動きが見える。筋肉の調子もいい。

「は、っ！」

　短く息を吐く。体が勝手に動いた。どうすればいいのか、頭がわかっている。転がるようにして懐ふところに入り、

「おらぁっ！」

　右腕に力を込める。上じよう腕わん筋きんが逞たくましく盛り上がる。その右腕で、力一杯、[image: ]コウの顔面を拳こぶしで殴りつけた。

　ギャン、と悲鳴をあげ、化け物は飛び退のいた。すっかり怯ひるんでいる。

　その隙に、二郎は攻撃を畳みかけた。背後に回り込み、背中にもう一発。[image: ]コウが振り返ったところで、大だい腿たい四し頭とう筋きんたちの出番だ。化け物の頭に回し蹴りを食らわせる。[image: ]コウは芝しば生ふの上に転がり、のた打ち回った。

　──今のうちだ。

「哮こう！　しばらくあいつを引きつけといてくれ！」

《──御ぎよ意いっ！》

　命じると、哮天は[image: ]コウの前に躍おどり出た。

　その間に、二郎は鞄かばんから『易経』を取り出し、開いた。中身は漢字だらけだ。

「だ、大哉ダーツアイ……乾チエン、元ユエン、」

　予あらかじめ、シェンリーに読み仮名を書き込んでもらっていた。たどたどしい口調でそれを読み上げていく。

「萬ワン……う、物ウー資ツ、始シー」

《──ウグウ、アア》

　怪カイが苦しそうに唸りはじめた。呪文が効いているようだ。

　ところが──

《──ぐぐ、うぐあぁ》

　哮天までもが呻き声をあげ、その場に倒れ込んだ。

　二頭の獣が悶もだえ苦しんでいる。

《──グゥアアァ、アガァッ！》

《──ぐあぁ、ううぐぐあぁ！》

「なんでお前まで退治されてんだよッ！」

《──二郎様のお力が強すぎて、呪文の効果が私にまで及んでいるようですっ！　この姿のままでは耐えられそうにありません、……面めん目ぼくないっ！》

　哮天は再び人間の姿に戻り、呪文を遮しや断だんしようと両手で耳を塞ふさいだ。

「なにやってんだよ……もういい、離れてろ」

　囮おとり役を放ほう棄きして[image: ]コウから逃げていく哮天に呆れながら、二郎は再び敵に向き直った。右手に壺を握り、左手に本を持つ。そして、壺の口を[image: ]コウに向け、呪文の続きを唱える。

「乃ナイ、統天トンテイエン、雲ユン行ハン、雨イー施シーッ！」

《──グアァァアッ》

　呪文に耐えかねたのか、[image: ]は獣の姿から黒い煙のような形に変わり、自ら進んで壺の中へと逃げ込んだ。

　すぐさま壺に栓せんをして、上からシェンリー特製の呪符を貼り付ける。壺はガタガタと震えていたが、しばらくするとぴたりとおさまった。

　これですべての手順を終えた。

　辺りに静せい寂じやくが戻る。

　[image: ]コウは無事に封印できたようだ。

「二郎様っ！　見事な戦いぶりでございました！」

　哮天が駆け寄ってくる。二郎が脱ぎ捨てた服を拾い集め、手渡した。

「どうぞ、お召めし物です！」

「俺のはいいから、早く自分の服拾ってきなさい」

　全裸でうろうろしている哮天を尻目に、二郎がため息をついた、そのときだった。

「二人とも、お疲れさまー」

　──突然、目の前にシェンリーが現れた。

　どうやら結界が解かれ、元の世界に戻ってきたらしい。

「どうだった？　うまくいった？」

　訊かれ、二郎は得意気に壺を掲げてみせた。

「ちゃんと封印できましたよ、ほら」

「おー、やるじゃん」

　シェンリーが拍手する。

　それにしても驚きだ。まさか、こんなにうまくいくとは。

「気のせいかもしれないけど……なんか、自分が強くなってる気がするんすよね」

　自分の拳を見つめながら、二郎は呟くように言った。

「相手の動きがよく見えるし、次にどうすればいいのか、体が自然に動く。前からそうだったけど、人間を相手にしてたときよりも、体がキレてるっていうか、筋肉が冴さえてるっていうか……」

「それは、奥底に眠る二郎神の魂のおかげかもしれませんね」

　心底嬉うれしそうな顔で哮天が言った。

「二郎神の、魂？」

「左さ様よう。二郎様の中の、二郎神の魂が、怪カイと接触することで次第に目覚めはじめているのでしょう」

　──魂が、目覚めはじめている？

　いつもなら、否定していた。二郎神なんて知らない。前世なんて関係ない、と。

　だが、怪カイとの戦いを、体が覚えている。[image: ]コウと対峙している最中に、そんな感覚が過ぎった。懐なつかしささえ覚えた。まるで、過去に同じ経験をしているかのように。

　もしかしたら、と思う。哮天の言うことが真実なのではないかと思い始めている。

　──俺は、本当に二郎神の生まれ変わりなのかもしれない。

　だから、自分の力は怪カイに通用するのだ。

　先刻の戦いを終えてから、その確信はさらに強まった。

　前世が武神だとすれば、すべてに納得がいく。恵まれた体格も、生まれつき喧嘩がやけに強いことも。怪カイに対して恐怖心も抱かずに戦えることも。

　となると、ひとつ、引っかかることがあった。

　──完全に二郎神が目覚めてしまったときは、自分の中でどんなことが起こるのだろうか。

　そんな二郎の不安を知る由よしもなく、哮天は嬉しそうに尻尾を振っている。

「前世の記憶を取り戻される日も、近いやもしれませんな！」

「うん、いいから早く服着て」





[image: ]






　その夜のことだった。

　二郎は夢を見た。




　────…………

　二郎は、湖みずうみの中にいた。

　不ふ思し議ぎな空間だった。真っ白な部屋だ。そこに、なぜか大きな湖がある。水すい深しんは浅く、二郎の腓ひ腹ふく筋きんの辺りまでしかない。

　ばしゃばしゃと水音を立てながら、二郎は湖の中を進んでいく。

　湖の真ん中から、長方形の板が伸びていた。二郎の背せ丈たけほどの大きさだ。それは、よく見ると、一枚の鏡かがみだった。

　なんとなく、その鏡が自分を呼んでいるような気がして、二郎は水の中を歩き続けた。

　鏡の前までたどり着き、中を覗き込む。

　そこに映っていたのは、自分であって、自分ではなかった。

「……あんた、誰だ」

　鏡に向かって問いかける。

《──我が名は、二郎神》

　鏡の中の男が答えた。

　男の額ひたいには、第三の目がある。前に見た文ぶん献けんの肖しよう像ぞう画がと同じだ。顔は自分と似てはいるが口ひげを蓄たくわえていて、歳は一回りも二回りも上に見えた。

　そうか、と思った。

　なんとなく、納得している自分がいる。この男が二郎神なのか、と。

「俺があんたの生まれ変わりだってのは、本当なのか？」

　ずっと、訊きたかったことだった。

《──そうだ》

　男は躊躇ためらいなく頷いた。

《──我はお前、お前は我だ》

　力強い口調で続ける。

《──務つとめを果たされよ。然さすれば、道は開かれる》

　そう言い残して、鏡の中の男は消えてしまった。

　なにも映っていない、自分すら映っていない不思議な鏡を見つめたまま、二郎は立ち尽くしていた。

　────…………







「──……郎！　二郎っ！」

　名前を呼ばれ、はっと我に返る。目の前に母親が立っていた。

「そんなに混ぜなくても、いいんじゃない？」

「……あ」

　右手に握ったプロテインの容器を見み遣やる。振り過ぎたせいで、中の水がひどく泡立っていた。

　日課のランニングの後、朝食を食べ終えた二郎は、プロテインを水に溶かしながら今朝の夢を思い返していた。いつの間にか物思いに耽ふけり、無意識のうちに容器を振り続けていたようだ。

「どうしたの、ぼーっとしちゃって」

　母親が顔を覗き込んでくる。

「いや、別に」

　二郎は素っ気なく答えてから、容器の中身を一気に飲み干した。

　──それにしても、変な夢を見てしまったものだ。

　はっきりと覚えている。二郎神が、自分に語りかけてきた。本当に夢だったのだろうか、とさえ思う。

（もしかして、あれは、神様のお告つげ的なやつか……？）

　二郎神が自分になにかを伝えたくて、夢に現れたのかもしれない。……だとしたら、なにを伝えたいんだ？

「早く服着なさい。哮くんが迎えにきてるわよ」

　母親の言葉に、また来てるのか、と二郎はため息をついた。毎日飽きないな、あいつも。

　支度を済ませ、家を出る。母親の言う通り、玄関の前で哮天が待ち構えていた。

「二郎様、おはようございます！」

　いつものように、元気に尻尾を振っている。

「悪い、待たせたな」

　こうして二人並んで学校への道を歩くことにも、もうすっかり慣れてしまった。だいたい哮天がずっと喋り、二郎がそれに適当な相あい槌づちをうっているのだが、今日は二郎から話を振った。

「……なあ、哮」

「はい？」

「二郎神ってさ、どんなやつだった？」

　今朝の夢が、どうしても気になっていた。

　訊けば、哮天は目を輝かせて答える。

「それはもう、偉い大だいなお方であらせられました。お強くて、優しくて、民みん衆しゆうにも尊敬されていて──」

「ひげ、生えてた？」

「ええ。立派な口ひげを蓄えていらっしゃいました」

「そっか……」

「それが、なにか？」

「いや、なんでもない」

　やっぱり、夢に出てきたあの男は、本物の二郎神だったのだろう。

　しばらく二郎神の自慢話を喋り倒していた哮天が、なぜか急に黙り込んだ。ぴんと立った耳が、ぴくりと動く。鼻もひくつかせている。

「……二郎様」

　低い声で、主あるじの名を呼んだ。

「どうした？」

「奴やつらです」

　奴らってなんだ、と二郎が首を捻ったときだった。




「真さな田だ二郎くーん！」




　嗄しやがれ声で名前を呼ばれた。

　声のした方向に視線を向けると、他校の制服を着た少年たちが屯たむろしていた。

　──あのブレザーの制服、見覚えがある。

「あ」

　思い出した。前に、返り討うちにした不良たちだ。

　ざっと数えて、十人弱といったところか。前回より数を増やして借りを返しに来たようだ。二郎がこの道を通ると知って、待ち伏せしていたのだろう。自己紹介なんかするんじゃなかったな、と今さらながらに後悔する。

「この前はどーも」

　集団の中の一人が、ニヤニヤしながらこちらに近づいてくる。

　それを見た哮天が、二郎を守るようにとっさに前に歩み出た。

「二郎様に何の用だ」

「決まってるじゃん、そんなの」

　所いわ謂ゆる、御お礼れい参まいりのつもりだろう。話し合いで解決しそうな雰ふん囲い気きではない。戦意剝むき出しの不良少年たちを前に、またか、と二郎はため息をついた。また、こうなるのか。

　相手が怪カイだろうと人だろうと、戦いが二郎を追いかけてくる。




　場所を変えよう、という相手の要望（に見せかけた命令）で、二郎と哮天は人ひと気けのない空き地に連れてこられた。ここで二郎たちを袋ふくろ叩だたきにしよう、という魂こん胆たんなのだろう。

　だが、無駄なことだ。

　相手が何人いようと、こちらは百ひやく戦せん錬れん磨まの真田二郎に、人間離れした（そもそも人間じゃない）戦闘力を誇る哮天犬の最強主従。「どうやって勝とうか」よりも、「どうやって、少ない被害で相手に諦あきらめてもらうか」ということを考えなければならない。

　いつものように上着を脱ぎ捨て、上半身裸になりながら、二郎は肩をすくめて言う。

「いいか、哮。くれぐれも、殺すなよ？」

　という主の忠告に、

「約束は致しかねます」

　いつも二つ返事で答える哮天が、今日は珍しく頷かなかった。指の関かん節せつをポキポキと鳴らしている。気合十分だ。

「二郎様を傷つけようものなら、地じ獄ごくに送ってやりますよ」
















　それくらい痛めつけてやる、という比ひ喩ゆ表現ではなかった。本当にやる気だ。怪カイの世界には実際に【地獄】があるらしい。「あそこで働いてる獄ごく卒そつとは、昔からの知り合いなんです」と哮天は鋭い犬歯をちらつかせて、凶悪な笑みを浮かべた。

　とにかく、傷つけられないように頑張ろう。不良少年たちの身の安全のためにも。

「──ごちゃごちゃ喋ってんじゃねえよ！」

　そうこうしているうちに、相手が痺しびれを切らし、二郎たちに襲い掛かってきた。

　対する哮天も、物もの凄すごい速さで飛び出した。走り回りながら腕を振るい、次々と不良たちをなぎ倒していく。

　そこから漏れた数人が、二郎に向かってきた。気を引き締しめ、ぐっと拳を握る。

　──そのときだった。

《──我々の力を思い知らせてやろうじゃないか》

　どこからともなく、声が聞こえてきた。

（今の声は、なんだ……？）

　相手の腹に拳を食らわせながら、二郎は首を傾げる。

「哮！」

　声をかけると、哮天が振り返った。ちょうど、不良の頭を鷲わし摑づかみにしているところだった。

「はい？」

　と答えながら、その顔に膝ひざ蹴げりを食らわせる。

「今、なんか聞こえた？　我々がどうとか、って」

「いえ、なにも」

　哮天は首を振り、そのままの勢いで、目の前の相手に頭突きした。

（……俺にしか、聞こえていないのか？）

　たしかに聞こえたはずだ。誰かが、自分に呼びかけている。

　──いったい、誰の声なんだ？

　ふと、今朝の夢が頭を過ぎった。

　あの、鏡の中に映った男。

　──まさか、さっきの声は……二郎神か？

　そう言えば、夢に出てきた男と声が似ているような気もする。

　修しゆ羅らと化した哮天の活躍で、気付けばほとんどの不良が地面に倒れていた。あっという間の出来事だった。残りは二、三人程度。その中の一人が、二郎に突進し、殴なぐりかかってくる。

　その腕を摑んで捻り上げると、相手は情けない悲鳴をあげた。

「いてっ、いててて！」

《──躊躇ためらうな、やってしまえ》

　まただ。

　また、声が聞こえる。

　やはり、二郎神の声なのか。

《──やってしまえ！》

　声が大きく、激しくなる。

　その瞬間──火がついたように、体がかっと熱くなった。

　半泣きになっている不良の腹を、二郎は一発殴りつけた。

《──思い知らせてやれ、我々の力を》

　声とともに、頭の中に禍まが々まがしい激情が流れ込んでくる。

　──そうだ、思い知らせてやろう。二度と、歯向かえなくなるように。

　二郎は仰あお向むけに倒れている相手の顔を殴った。鼻血を流して泣いている不良に、馬乗りになる。

《──いいぞ、もっとだ！》

　声に命じられるまま、もう一発。さらに、もう一発。血のついた拳で、全身を痛めつけていく。

《──やっちまえ！　殺してしまえ！》

　二郎はさらに拳に力を込め、振り上げた、次の瞬間──

「──二郎様っ！」

　突然、背後から腕を摑まれた。哮天だ。

「……もう、十分ではないかと」

　その言葉に、二郎ははっと我に返った。見れば、相手は気き絶ぜつ寸前だった。

「行きましょう」

　哮天に腕を引かれ、二郎は空き地をあとにした。







　──俺は今、なにをした？

　公園の水道で血のついた掌てのひらを洗い流してから、二郎たちは学校へと急いだ。無言のまま足早に歩きながら、先刻の出来事を思い返す。

　まだ、掌に感触が残っている。

　──殺そうとしていた。あの少年を、殴り殺そうとした。

　哮天が止めなければ、あのまま殺してしまっていたかもしれない。

　信じられなかった。自分自身を、コントロールできなかった。筋肉が制せい御ぎよできず、暴れていた。自分が自分でない、何者かに乗っ取られたような感覚だった。

（どうして、こんなことに……）

　汗で湿った頭を搔かき毟むしりながら、ふと、昨夜の哮天の言葉を思い出した。

　──二郎神の魂が、怪カイと接触することで、次第に目覚めはじめているのでしょう。

「それって──……」

（俺の体が、二郎神に乗っ取られはじめている、ってことじゃないのか？）

　夢で見た二郎神の姿が、いまだに頭に焼き付いている。自分とそっくりな顔をした、別の男。

　あの男が、自分の奥底に棲すんでいて、この体を奪おうと、俺に呼びかけているのか。

　──前世の記憶をすべて思い出してしまったら、俺はどうなってしまうんだ？

　二郎神の記憶が蘇った俺は、もう俺ではない。別の人格だ。

　そのとき、真田二郎という存在は、この世から消滅してしまうのではないか？

　ぞっとした。近い将来、自分が自分でなくなるような、自分がいなくなってしまうような気がして、途端に怖くなる。

「……哮、悪い」

　隣を歩く哮天に、ぼそりと声をかける。

　今は学校に行く気分ではなかった。

「先に行っててくれ。先生には適当に言っといて」

　返事も待たずに、二郎は踵きびすを返した。
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　とはいえ、こんな時間から制服姿で街をうろついては補ほ導どうされそうだし、家に帰れば学校をサボったことが母親に知られてしまう。

　となると、行く当てはひとつしかない。二郎の足は自然と中華街へ向かっていた。【桃源郷】の看板が見えてくる。表にはまだ「準備中」の札がかかっていたが、戸の鍵は開いていた。

　中を覗き込む。シェンリーの姿は見当たらない。戸締まりもせずに出かけているのか。

　店内に足を踏み入れると、大きな本棚が目に飛び込んできた。様々な書物が所ところ狭せましと詰め込まれている。

　その中に、『西さい遊ゆう記き』を見つけた。

　そういえば、と二郎はシェンリーの言葉を思い出す。

　──二郎神は、武神なんだ。戦いや武道を司つかさどる神様。腕っぷしが強くて、中国各地を巡っては人に害をなす怪カイを退治して回った。その活かつ躍やくは、かの有名な『西遊記』にも記されている。

　彼は以前、そんなことを言っていた。

（これを読めば、二郎神について、なにかわかるかもしれない）

　知りたい、と思った。二郎神のことを。自分の中にいる、もうひとつの存在を。

　本に手を伸ばし、ぱらぱらとページを捲めくっていると、それらしい描写を見つけた。

　二郎神と化け猿・孫そん悟ご空くうによる、一いつ騎き打うちの場面である。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんの化け猿に手を焼く玉ぎよく帝ていに、観かん音のん菩ぼ薩さつが一人の神将を推すい薦せんする。その男こそが、顕けん聖せい二じ郎ろう真しん君くんだった。

　多くの妖怪退治の実績をもつ彼に、玉帝より化け猿討とう伐ばつの勅ちよく命めいが下る。討伐に向かった二郎神は化け猿の挑発に憤いきどおり、「サルめ！」と食ってかかった。矛ほこと金きん箍こ棒ぼうがぶつかり合う激げき闘とうと変へん化げ合戦の末、（いくらかの助けを借りながらも）二郎神は見事、化け猿を捕らえるのだった。

　──そこまでを読んで、二郎は本を閉じた。

　結局、二郎神について新たに判明したのは、彼が意外と短気で、血の気の多そうな人物であることくらいだった。尚なお更さら、あの声が二郎神のものだという確信は強まっていく。神将という割には、馬鹿にされただけで取り乱して安い挑発に乗るのだから、むしろ人間らしいといえるだろう。『我々の力を思い知らせてやれ』と煽あおるくらいのことはやりそうだ。

　そんな男が、もしも自分の体を乗っ取ったとしたら──。

　想像して青くなっていたところ、シェンリーが店に戻ってきた。

「まだ準備中アルヨ～……あ、なんだ、キミか」

　慌てて本を元の場所に戻し、二郎は軽く頭を下げた。

「……どうも」

「あれ？　学校は？」

「ちょっとサボり中っす」

「正直に言っちゃったよこの子」

　学校をサボったのはこれが初めてだ。それほどまでに、今日の出来事はショックだった。

「どしたの、元気ないじゃん。なにかあった？」

　シェンリーが椅子に腰かけ、尋ねた。

「……まあ、ちょっと、いろいろあって」

「人生の先輩に相談してみなさいよ」

「えぇー……」

　あからさまに嫌がると、シェンリーは口を尖らせた。

「『えぇー』って何さ、『えぇー』って」

「馬鹿みたいに高い相談料を請せい求きゆうしないっていうなら、話してやってもいいっすけど」

「なんかちょっと上から目線だね」

　シェンリーはわざとらしく唇を突き出した。

「せっかく親切心で相談に乗ってあげようと思ったのにさぁ」

「日頃の行いがアレなので」

　この男に親切心なんてものはない。肝きもに銘めいじている。

「相変わらず失礼な子だねぇ。心配しなくても、金なんか取らないよ」

「ホントっすか？　その旨、念書に書いてもらえます？」

「……高校生のくせに可か愛わいげがないな」

　シェンリーが顔をしかめながらも承しよう諾だくした。

　鞄の中のノートを一枚ちぎり、ペンと一緒にシェンリーに渡す。嫌々ながらも、彼はそこに書き記した。『私、焰ヤン賢シエン利リーは此こ度たびの件の相談料を、真田二郎君に一切請求いたしません』──達たつ筆ぴつだ。

　日付を書き足し、署名・捺なつ印いんを終え、二郎に返す。念書の完成だ。これで心置きなく相談することができる。

　二郎は彼の向かいの椅子に腰かけ、重い口を開いた。

「……実は、夢で二郎神に会ったんすよ」

　すると、シェンリーが「ほう」と身を乗り出してきた。やけに興味津しん々しんだ。

「それで？」と、続きを促す。

「二郎神が、夢の中で俺に話しかけてきたんです。『我はお前、お前は我だ』、『務めを果たされよ』とかなんとか」

　彼の言う『務め』というのは、おそらく妖怪退治のことだろう。『西遊記』にも、二郎神は多くの妖怪を退治したとの記述があったし、玉帝からの依頼を受けて孫悟空とも戦っていた。二郎神にとっては、それが仕事なのだ。

　なるほど、とシェンリーは腕を組み、唸った。

「たしかに古こ今こん東とう西ざい、夢に神様や精霊、幽霊なんかが現れて、お告げを残していく話はよくあるんだよ」

「やっぱりあれは、本物の二郎神だったんでしょうか……？」

「それは断言できないね。そうかもしれないし、キミが見たのがただの夢だという可能性もある。心配事が夢になって表れることは多いから」

「……まあ、たしかに、そうっすけど」

「夢は、深層心理を映す鏡だ。キミが二郎神について考えすぎたせいで、二郎神の夢を見てしまったのかも」

　だが、二郎の悩みはそれだけではない。

「それが、今でも声が聞こえるんですよ」

「声？」

「……その夢を見てから、時々、二郎神の声が聞こえるようになったんです」

　幻聴ではない。たしかに、二郎神が自分に語りかけているのだ。

「俺の体が、二郎神に乗っ取られはじめてるんじゃないか、って思って……俺が、俺じゃなくなってしまうような気がして、怖いんです」

　そう言って、二郎は項うな垂だれた。

　──自分が自分でなくなる。何者かに乗っ取られそうになっている。

　十六歳の少年が背負うには、重すぎる悩みだ。この男に相談してしまうくらいなのだから、自分は今、相当弱っているのだろう。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ」

　シェンリーはいつものように軽く笑い飛ばした。ひとが真剣に悩んでいるというのに。

「キミは、キミ以外の何者でもない。今にわかる」

「どういうことっすか、それ」

　二郎は眉をひそめた。この男はいつも意味深なことを言う。

「大事なのは、気をしっかりもつことだよ。相手が神様だろうと妖怪だろうと、強い精神力さえあれば、そう簡単に乗っ取られることはない」

　さらにシェンリーは続ける。

「キミの体は十分に鍛えられているみたいだけど、心と頭はまだまだ子どもだねぇ」

「……そりゃあ、まだ十六歳ですし」

「フハハ、悩め悩め、青少年。何なら目が覚めるように、ボクが活かつを入れてあげようか？」

　と言って、『易経』を取り出した、そのときだった。

《──駄だ目めだ》

　声が聞こえ、二郎ははっと息を吞のむ。

　まただ。また、あの声だ。

「どうしたの？」

　二郎の異変に気付き、シェンリーが首を傾げる。

「……聞こえる」

「え？」

「あいつが……二郎神が、また何か言ってる」

《──駄目だ》

　頭の中に、再度、男の声が響き渡る。

「なんて言ってるの？」

　シェンリーが身を乗り出して尋ねた。

「駄目だ、って」

「なにが？　なにが駄目なの？」

「それは──」

《──この男は危険だ。近付いてはならぬ》

「……えっ」

　二郎は思わず声をあげた。

　──どういうことだ？　この男？　シェンリーのことか？

「なにが駄目だって？」

　答えることができず、二郎は口ごもった。

「いや、その……」

《──すぐにここを出ろ。この男から離れろ！》

　声はだんだんと大きくなる。

《──さもなければ、殺されるぞ！》

「こっ」

　──殺される!?

　物ぶつ騒そうな言葉に、二郎は顔を強こわ張ばらせた。

「二郎くん、大丈夫？」

　シェンリーの手が伸びてきた。二郎の肩を摑もうとする。

「触んなっ！」

　とっさに、その手を叩いてしまった。

　シェンリーは驚き、目を丸くしている。

「あっ、すんません……俺、今ちょっと三さん角かく筋きん痛めてて」

　下手な言い訳を残して、二郎は店を飛び出した。




《──逃げろ。あの男は、我々の敵だ》

　それでもまだ、声は聞こえてくる。気味が悪くてたまらない。

「何なんだよ、これ……っ！」

　それにしても、どういうことなんだ？　シェンリーが危険？　殺される？

　なにを信じればいいのかわからず、二郎は錯乱していた。

　その先の角を曲がろうとしたところで、

「あっ、二郎様ぁーっ！」

　哮天の声が飛んできた。

　主の姿を見つけた彼が、通りの向こう側から、手をあげて走ってくる。どうやら二郎を探していたようだ。匂いを辿たどってここまで来たのだろうが、ひどく慌てたようすだ。

「二郎様！　大変です！」

「どうした」

「あの連中が、学校に──」

　あの連中──今朝、伸のしたばかりの、あの不良たちのことだろう。

「二郎様にやられた腹いせに、報復に来たみたいです。二十人くらい、ぞろぞろと引き連れて、学校周辺をうろついています」

　それから、哮天は二郎の腕を摑んだ。

「行きましょう、二郎様。今度こそ、あの生意気な連中を懲こらしめて──」

　二郎はその手を振り払い、首を横に振った。

「……駄目だ、戦えない」

　そんなことをすれば、大変なことになってしまう。

「二郎様？」

　哮天が首を傾げている。

「どうなさいました？」

「……怖いんだ」

「心配無用。相手はたったの二十人。二郎様の敵ではありません。それに、この哮天もついておりますから」

「そうじゃない！」

　声を荒らげると、哮天は驚き、耳を伏ふせた。

「……自分が、怖いんだよ」

　情けない声が出た。俯うつむき、顔を歪ゆがめる。

「どうなさったのですか」

　主のようすがおかしいことに気付き、哮天は眉まゆ根ねを寄せる。

「俺、人を殺してしまうかもしれない……自分が抑えられないんだ」

　戦いたくない。戦えば、また同じことになる。あいつが頭の中で暴走してしまう。

　これ以上、誰かを傷つけたくはない。

「大丈夫です。なにかあったときは、この哮天が止めてみせますから」

《──やっちまえ！》

　また、あいつの声が聞こえてきた。

「うるさい！」

　二郎は怒鳴り、両手で耳を塞いだ。それでも、声は聞こえてくる。

《──この犬も邪魔だ、殺しちまえ！》

「黙れ！　黙れ黙れ黙れっ！」

「二郎様、どうされたんですかっ」

　頭を抱え、二郎はその場にくずおれた。

《──なにをしている、早くしろ！》

　声は止やまない。

　二郎は蹲うずくまり、頭を搔き毟った。

「う、ああ……もう、やめてくれ！」

　このままでは、気が狂ってしまいそうだ。

　そのときだった。

　──大事なのは、気をしっかりもつことだよ。

　不意に、シェンリーの言葉が頭を過よぎった。

　──何なら目が覚めるように、ボクが活を入れてあげようか？

　彼は先刻、そう言っていた。

　──目が覚めるように、

　二郎ははっとした。

「そうか……わかったぞ！」

　そういうことだったのか、と声を張り上げる。

　打開のヒントは、いたるところに転がっていたのだ。




「──……これは、夢だ」




　唐突に断言した二郎に、哮天が目を丸める。

「……夢？　二郎様、どういうことですか？」

「今のこの状況は、ただの悪夢なんだ。俺はまだ、あの夢の続きを見ているんだ」

　確信した。

　二郎神が現れ、言葉を交わした、今朝の夢。あれから、まだ目を覚ましていないのだ。

　夢は、深層心理を映す鏡──シェンリーがそう言っていた。つまり、この状況は二郎の深層心理そのもの。二郎神に乗っ取られるのではないか、自分が消えてしまうのではないかという不安が生み出した、ただの悪夢。

　──強い精神力さえあれば、そう簡単に乗っ取られることはない──シェンリーの言う通りだ。二郎が恐れれば恐れるほど、相手の力が強くなる。

《──俺に逆らう気か？　早く殺してしまえ！》

　また声が聞こえてきた。

　負けるかよ、と二郎は歯を食いしばった。

「これは、俺の体だ！」

　他の誰にも、渡さない。たとえ相手が神様だろうと。

　──俺は、俺なんだ。

「俺の中から出て行けっ！」

　二郎は大きな声で叫んだ。

《──なんだと？　生意気な！　お前の脳のうを喰らい尽くしてやる！》

　声も叫ぶ。頭の中の声が暴れている。

　──一刻も早く、この夢から覚めなければ。

　そうだ、と思いつく。

「哮天、俺を殴ってくれ！」

　夢の中で何らかのショックを受けると、びっくりして目が覚めるというのはよくあることだ。ここで物理的な強い刺激を受ければ、夢から覚かく醒せいできるかもしれない。

「なっ、殴るだなんて！　できません、そのようなことは──」

　哮天は勢いよく首を振る。

「いいから早く！」

　とにかくやってみるしかない。

　二郎の剣幕に押され、哮天は渋々、頷いた。拳を握り、頭を下げる。

「で、では──御ご免めんっ！」

　声がすると同時に、左の頰に衝撃が走った。

　哮天の拳が、二郎の顔面にめり込んだ。

「い、っ」

　それはもう、見事な右ストレートだった。

　殴られた拍子に、二郎は勢いよく弾き飛ばされた。

　道端の自動販売機に体が激突する。

　あまりにリアルなその痛みに、二郎はふと気付く。




　あ、

　これ、

　夢じゃなかった、




　──現実だった。悪夢でも幻覚でもなく、二郎は現実の中で頰をぶたれた。

　痛い。かなり痛い。

　それだけじゃない。殴られた衝撃で、左耳の穴から、なにかがポロッと飛び出した。

　痛みに悶もだえて這はいつくばりながらも、二郎は耳から零こぼれ落ちた小さな塊かたまりに視線を向ける。

「──……あっ」

　よく見れば、それは人の形をしていた。

　数センチほどの小さな男だ。

　目が合った。

《……やべっ》

　男は呟くようにそう言うと、そのまま走って逃げていった。

　二郎は呆あつ気けにとられたまま、不思議な生き物の後ろ姿を見つめていた。やがてそれは排はい水すい溝こうの穴に飛び込み、姿を消してしまった。

「…………なあ、哮」

「はい」

「今のちっちゃいオッサンは、何だ？」

「耳中人、ですね」

　耳中人──思い出した。

　──声が聞こえる、とおっしゃいましたね。耳の中に妖怪が棲んでいるからですよ。【耳中人】という小さな妖怪です。耳の中から、ずっと語り掛けてくる怪カイです。『聊斎志異』という清代の書物の中には、耳中人のせいで気が狂ってしまった男の話もあります。

　シェンリーが言っていた、アレか。

「ってことは、今まで聞こえていた声は──」

　二郎神ではなく、耳中人のものだったのか。

「えぇー……なんだよ、それ……」

　拍子抜けだ。今まで悩んでいたのは何だったんだ。途端に、体の力が抜けていく。

　結局、あの道士の言う通りだった、ということか。俺は俺以外の何者でもなかった。二郎神に乗っ取られているわけでも、凶暴になったわけでもない。ただ、妖怪に憑かれて唆そそのかされて、少し自分を見失っていただけだ。

　シェンリーの言葉を思い返す。

　──相手が神様だろうと妖怪だろうと、……──

　気付いていたなら言ってくれればよかったのに。あの意地悪道士め。

「申し訳ございません、二郎様っ！」

　哮天はものすごい勢いで土下座し、額を地面に擦こすりつけた。

「主に手をあげるなど、従者失格でございます！」

「あー……いや、お前のおかげで目が覚めたよ。ありがとう。いい筋肉してるな」

　上腕筋の辺りをぽんと叩き、二郎は哮天を讃たたえた。
















　そうだ、ようやく目が覚めた。もう大丈夫だ。

　これで、思い切り暴れられる。

「──哮」

　名前を呼び、よろけながらも二郎は立ち上がった。強打した腰がちょっと痛い。

「はい、二郎様」

「二十人、だっけ？」

　たったの二十人だ。楽勝だろう。

　学ランを脱ぎ、肩に担かつぐ。

「さっさと片付けてしまうか」

　二郎はにっと笑い、切れて血の滲にじんだ口の端をつり上げた。




　その後、夢に二郎神が現れることはなかった。

　きっと、もう二度と現れることはないだろう。そんな気がした。
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　どうしてこうも自分は落とし物を拾ひろう機会が多いのだろうか、と首を捻ひねりながらも、花はな柄がらのハンカチを片手に、二じ郎ろうは目の前の女に声をかけた。

「これ、落としましたよ」

　できるだけ、柔らかい笑顔を繕つくろいながら、二郎はハンカチを差し出した。

「あ、……」

　持ち主である若い女が振り返る。ぽかんと口を開けたまま、二郎を見上げた。

「ど、どうも……」

　恐おそる恐る彼女が手を伸のばした、そのときだった。

「なにが『どうも』だぁ？　そこは『恐きよう悦えつ至し極ごくでございます』だろうが！　二郎様が拾ってくださったんだから、しっかり礼言いやがれ、このアマ！」

　隣にいた哮こう天てんの怒声に、女は飛び上がって驚いた。

「キャーッ！」

　悲ひ鳴めいをあげ、慌てて走り去ってしまう。二郎はため息をついた。

「あーあ、もう少しだったのに……」

　肩を落とす主人の顔を覗のぞき込み、哮天は耳と尻尾しつぽを垂たらした。

「……申し訳ありません、二郎様。出過ぎた真ま似ねをいたしました」

「いや、まあ……いいよ、うん」

　柄がらが悪いのはお互い様だ。

　二郎たちは関かん帝てい廟びよう通どおりを歩いていた。中ちゆう華か街がいでは、いつものように怪カイたちが人間に紛まぎれて過ごしている。すっかり見慣れた光景だ。

　右に曲がると、看板が見えてくる。──骨こつ董とう屋や【桃とう源げん郷きよう】。放課後、哮天とこの店に入り浸びたることが、いつしか二郎の日課となりつつあった。

「──やあ、おかえり、二人とも」

　店の扉とびらを開ければ、あの男と中国茶の香りが、今日も二郎たちを出迎える。

　中華街と、中国茶と、怪事件。この、ちょっと非日常な時間が、最近は少しだけ気に入りはじめていた。

　そして今日も、怪カイに悩まされる客たちが、この店の噂うわさを聞きつけてやって来る。

「──あの、すみません……ご相談したいことが、ありまして」

　さっそく来客だ。店先に、若い女が現れた。

「どうぞ、お入りください」

　制服のエプロンを身に着けた二郎が、中へと促うながす。

　すると、二郎の顔を見上げて、女が目を剝むいた。

「ぎゃあああーっ！」

　叫び声をあげる女に、二郎は苦笑をこぼす。いやいや、顔が怖いくらいでそんなに叫ばなくても。……まあ、もう慣れたけど。

　苦笑いで流そうとしたが、これまでと比べても、女の驚き方は尋じん常じようじゃなかった。

「目が……目が……っ」

　彼女は二郎の顔を指差し、震えながら後あと退ずさっている。

「え？　目？」

「目が……三つ……っ！」

「え？」

「いやああぁぁっ！」

　化け物でも見たかのように腰こしを抜かした女は、転がるようにして逃げ出した。

　女が去り、しんと静まり返った店内で、

「…………えっ？」

　ぽかんと口を開けたまま、二郎はしばらく啞あ然ぜんとしていた。

「目が、三つ？　…………えっ？」

　……今の女、変なことを言っていたような気がするけど。

　二郎は振り返り、二人に問いかけた。

「えっ、ちょっと、どういうことすか、目が三つって……」

「じ、二郎様──」

　二郎の顔を見るやいなや、哮天は目を大きく剝き、そのまま硬こう直ちよくしてしまった。

「おい、何だよその顔！」

　声をかけるが、反応がない。ショックでかたまってしまっている。

　今度はシェンリーに向き直り、問い詰めた。

「ちょっと、何なんですか！　どうなってるんすか、俺の顔は！」

　今度はシェンリーに向き直り、問い詰める。すると、彼はにっこりと微笑ほほえみ、

「まあまあ。とりあえず、お茶でも飲んで落ち着きなさいよ」

「落ち着いていられませんよ！」

「はい、どうぞ」

　仕方なく差し出された烏ウー龍ロン茶ちやを受け取り、二郎は杯はいの中を覗き込んだ。水面に映った自分の顔に、今度は自分もぴたりとかたまる。

「よかったね、男前が上がったよ」

　シェンリーの唇が弧こを描いた。

「無モー問マン題タイ、無モー問マン題タイ」

　どうやら今日も厄やく日びのようだ。





[image: ]







──　終　──













あとがき　～我愛筋肉～






　本作は横よこ浜はま中ちゆう華か街がいを舞台とした『中華風お色気マッスル怪かい奇き譚たん（？）』でございます。若い男の子からご老人まで登場人物がやけに服を脱いでおりますが、すべては著者の筋肉フェチによるものです。たいへん失礼いたしました。中国古典というちょっと堅苦しい題材を選んでしまいましたので、「学校や仕事でお疲れのときでも手軽に楽しめるライトな作品」を目指しておりましたが、少しでも日常を忘れて楽しんでいただけたら幸いでございます。

　担当様、素敵なイラストを描いてくださった猫ねこ野のまりこ様、拙せつ著ちよの刊行にご尽力いただいた全ての方々、そして読者様に深くお礼申し上げます。

　それでは皆様、よい筋肉を！　再ザイ[image: ]ジエン！


木き崎さきちあき



　以下、参考・引用文献の一部を記載いたします。

『西遊記』中野美代子訳・岩波書店／『中国妖怪伝　怪しきものたちの系譜』二階堂善弘・平凡社／『聊斎志異』蒲松齢・立間祥介編訳・岩波書店／『鬼趣談義　中国幽鬼の世界』澤田瑞穂・中央公論社／『中国の呪法』澤田瑞穂・平河出版社／『中国妖怪人物事典』実吉達郎・講談社／『易』本田濟・朝日新聞出版／『本場に学ぶ中国茶』王広智監修・陳文華顧問・岩谷喜久子訳・科学出版社東京／『道教の神々』窪徳忠・講談社／『中国怪奇物語』駒田信二・扶桑社

















著者

木崎ちあき

Chiaki Kisaki




大家好！　お久しぶりでございます！

中学の頃、北京へホームステイに行きました。ホストファミリーの方々がとても優しくて、観光も楽しくて、いい思い出になりました。当時のことを思い出させてくれる中華街が大好きなので、こうして舞台となる小説を書けて非常に嬉しいです。

漢たちのゆるい怪奇譚を少しでも楽しんでいただければ幸いでございます！










イラスト

猫野まりこ

Mariko Nekono




高校生！　転生！　主従！　中華！　妖怪！　そしてバトル！

見事にツボな要素が詰まった武神男子のイラストを描けて嬉しいです。

騙されてもいいからこの桃源郷に行って楽しそうな日常を覗きたいです…！
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